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総
争
の
総
合
的
川
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
私
的
自
治

職
場
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
総
合
的
対
応
を
子
い
か
か
り
と
し
て

？日

y
b
♂
ゾ
め
い

日
柄
場
？
一
一
ノ
ヴ
ー
の
山
起
の
－
州

t

－
了
、
一
一
一
か

l
、
ノ
ゴ
／
詞
持
を
一
昨
院
L
た
職
場
げ
ス
ク
－
マ
下
、
～
J

メ
シ
ー
の
あ
り
ん
，

戦
時
リ
ス
ク
マ
サ
ペ
ン
え
〆
卜
に
お
け
る
判
紋
川
ア
ク
タ
ー
J

の
伐
剖

職
場
門
人
々
：
ア
h
r
r

ノ
メ
ン
h

い
吋
せ
る
p
か
州
内
外
ア
ヶ
タ
の
役
割

川
凶有
印
一
に
代
え
て
析
し
い
湾
代
に
お
け
ゐ
私
的
日
治
を
え
ス
る
引
相
み

t
、、
JiO
一ョ

ー

l
ぅ

l

いい

k
心
計
「
d
L

訓
規
制
の
議
返
し
私
的
日
ム
什

一
、
；

i
d
リ
け
u
bん
守
口
け

一
ん
7

ぺ
九
年
の
可
法
制
民
改
H
m

高
議
之
校
皆
げ
い
柏
木
μ
↓己ピッ
J

で
進
め
ら
れ
て
き
た
司
法
制
度
改
白
人
二

今
殺
の
司
法
制
反
改
革
は
、

J

比
重
ー
は
す
で
に
式
行
錯
誤
の
役
陣
に
門
戸
行
し
ど
こ
。

JIキ

康

λ； 

二
心
心
四
年
足
に
は
共
体
的

明
暗
な
ル
ル
シ
一
回
己
責
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；井ι

ん
什
胤
刈
に
官
、
か
れ
た
雫
後
日
比
旧
千
救
済
川
市
ド
社
九
日
一

へ
の
移
行
ナ
祈
念
品
に
置
き
、
そ
れ
に
」
勾
わ
し
い

4
法
制
反
の
実
現
千
日
抱
一
一
マ
む
の

c、

斗＂＇

ト
あ
シ
た
c

す
な
わ

t，
、
川
？
八
、
が
、
行
政
の
平
川
配
点
に
依
汗
ず
る
こ
レ
な
く
、
自
己
責
汗
ト
の
む
と
い
村
会
牧
町
、
を
形
成
て
J
J
J
2

ぬ
よ

う
に

f
品
、
川
の
制
皮
的
枠
組
を
偽
ι
羽
化
す
る
試
み
の
一
環
と
し
て
、
計
十
い
制
度
改
革
が
弘
め
ら
れ
亡
き
と
の
ご
予
ゐ

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
げ
は
リ
ザ
叩
何
人
品
は
、

A

つ
の
時
代
の
説
化
、
す
な
わ
ち
、
ぃ
山
見
任
会
の
成
款
に
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
が
行

政
に
よ
る
事
叫
山
崩
に
依
汀
す
る
こ
と
な
＼
日
律
的
に
い
い
ん
れ
秩
凶
J

を
形
成
J

q

る
よ
と
が
強
く
止
め
ら
れ
ゐ

K
F
q
仁
な
っ
て
主
た
こ
と

を
受
け
て
い
ゐ
v

他
ト
々
、

従
来
犯
の
事
前
説
制
行
政

二
、
ノ
刊
干
孟
主
主
一
七
、

、。

i
d
l
；
ー

川
ー
ム
日
の
被
緑
化
、
事
J

体
化
そ
二
一
、
グ
口

j
ベ
ル
ぺ
に
作
い
、

が
も
は
や
い
分
な
実
効
性
を
党
認
で
与
な
い
－
〕
と
が
明
ら
か
に
な
コ

r
sん
た
め
に
、
社
会
秩
序
の
形
成
・
維
持
J

乞
一
目
的
ノ
ぷ
く
ぷ
人
・

民
川
同
企
末
、
J

い
っ
た
私
的
ヤ
ク
タ
｝
の
山
＋
的
取
れ
，
L
ん
に
J

一
ね

5
る
を
え
な
く
な
コ
て
え
一
F

ご
ν

を
も
品
じ
い
爪
r

じ
て
い
る
c

一」日り
1

4

州
問
々
人
が
つ
市
吉
田
叫
に
蒸
づ
い
て
付
ム
一
九
秩
序
を
形
成
し
、
統
持
寸
る
一
と
が
「
私
的
世
治
L

で
あ
リ
、
一
れ
主
で
そ
の
質
力
確
保
九
A

行

岐
に
ふ
る
事
p

川
規

144が
円
誌
に
し
て
会
た
と
す
る
な
ら
、

4
れ

E
で
「
仁
政
に
よ
ゥ
て
可
能

γ
さ
れ
て
き
た

私
的
立
治
の
（
川
日
の
隊
似
」

も
ま
た
、
ふ
り
ナ
ヂ
犯
に
私
的
ゼ
ク
ク

ln誌
の
努
力
に
よ
っ
て
だ
刻
さ
れ
仕
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ゐ
。
そ
こ
じ
、
F

）
れ
ま
で
レ
〈

は
異
な
っ
た
た

「円相り庁
J

自
げ
の
ト
貨
の
隊
派
一

の
れ
ー
め
の
花
組
み
れ
γ
L＋
ぷ
ず
る
こ
と
が
求
め
九
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
え
て
い
る
J

（
〕
戸
ノ
刈

ホ
に
制
定
さ
れ
た

総
合
法
律
支
店
μ
沢
一
に
基
づ
く
総
合
は
倖
1
A扱
制
度
ム
で
ま
と
、
そ
の
よ
う
な
仕
刻
み
の
今
つ
一
で
あ
る
｛
）

忠
一
山

H
ーか

σ交
の
確
伝
ヰ
だ
れ
が
川
也
、
つ
の
か

日
私
的
自
由
が
の
位
シ
濯
河
川
ず
る
た
め
に
は
、
人
々
か
が
い
ん
バ
山
口
i

き
る
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
、
人
々
の
剖
川
辺
前
川
動
を

円
川
市
に
結
合

υ
、
そ
れ
に
上
っ
て
討
会
の
活
力
今
生
み
出
す
こ
ー
カ
で
き
る
条
件
十
一
以
成
・
維
打
「
る
一
〕
こ
か
求
め
ら
れ
る
一
そ
の
叫
打
、

と
り
わ
け
高
安
な
ご
L
f

は
、
人
々
の
活
動
の
多
様
な
タ
イ
サ
ミ
ズ
ム
を
創
造
的
主
方
向
ヘ
L
f

父
）
岨
笠
利
寸
る
一
」
と
で
あ
る
す
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も
例
札
で
は
な
い
u

そ
こ
で
は
、
先
牛

L
た
1

ラ
ザ
ル
を
品
川
追
い
お
に
併
決
さ
ゐ
に
留
ま
ら
一
人
紛
争
を
予
防
管
坪
し
、
関
係
者
の

わ
り
取
引
」
乞
迷
説
明
な
川
内
ヘ
レ
一
訓
蕊
l
て
い
〈
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
】
心
c

抜
雑
化
L
多
桜
化
L
た

世
紀
社
会
に
お
い
て

マ品

は
比
較
に
な
ら
会
い
ほ
と
多
似
な
下
一
プ
／
ル
が
発
オ
す
る
℃
あ
ろ
う
c

そ
－
」
で
、
て
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巡
勾
に
対
処

し
ず
い
く
ト
y

い
う
悶
離
な
役
割
合
読
が
Y
σ
ょ
、
）
に
二
k
F
っ
て
い
く
の
か
が
、
私
的
い
日
ム
但
の
冗
を
叫
吐
い
吊

υ
て
い
く

i
p
の
重
山
中
λ

な古川

店
1
／一九ゆる
ν

こ
う
〆
た
役
却
の
恒
v
子
k

J

て
は
、

と
り
わ
け
業
根
回
仏
や
4
J什

t
、

］

i
 

f
j
r止

A
I
公
的
中
間
判
体
の
み
な
ら
ず
、
え
開
門
体
、

業
団
体
、
名
持
久
行

R
機
関
、
そ
し
亡
、
そ
れ
ら
の
ネ
ソ
ト
円

i
ク
己
主
｝
附
る
た
め
の
が
一
階
的
メ
援
制
攻
が
重
要
〆
一
九
三
亡
く
る
に
九

が
い
長
円
、

ご
の
〕
言
な
問
訟
抵
抗
か
ら

は
、
ぬ
姥
で
多
様
化
L
入
／
川
会
を
t
H
景
こ
す
る
「
新
，
い
タ
ィ
ァ
の
紛
予
」

へ
の
汁
処

F

」
で
は
と
く
に
議
場
い
じ
め
ゃ
べ
り
1

e

ハ
フ
ス
メ
J
J

卜、

セ
夕
、
ン
ャ
パ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
し
い
コ
九
一
1

識
場
ト
ラ
ア
ル
」

へ内日前一ム円

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

Lh刻
応
の
あ
）
万
を
子
が
か
り
に
し
て
、
引
私
的
日
治
の
質
の
碓
仏
の
た
め
の
制
皮
的
仕
組
み
に
つ
い

k
u、
ズ
て
ゐ

f
い
と
い
う
の
も

7
 

川町ワ4フつd一川vf
 

L
川口＼
 
ノ仮

職
場
、
L
ワ
プ
ル
へ
の
対
処
の
あ
り
克
仁
は
、
コ
ミ
フ

一
7
i
ン
ョ
ノ
必
が
い
よ
る
？
ラ
プ
ル
下
め
・
1
7
均
汁
守
山
を
件
と
す
る
紛
予
マ
～
下

ジ
メ
ン
ト
、
中
！
市
ぃ
C
U
の
討
主
的
解
決
1
え
認
を
原
市
と
す
ゅ
也
第
一
者
関
与
、
そ
し
て
公
犯
の
関
係
窓

の
ネ
吋
ト
ワ

l
ク
化
に
よ
る

辺
自
白
、
山
川
り
質
的
確
似
に
h
m
M
1
わ
る
ん
「
川
崎
代
伊
一
へ
の

可
出
ア
ク
ピ
ス
の
実
質
相
川
ト
允
実
強
化
が
求
め
ら
れ
る
と
い
っ
窓
峠
て
、

一
般
十
羽
亦

岐
が
九
日
ま
れ
て
い
る
と
考
、
子
り
れ
る
か
ら
で
あ
る
そ
こ
に
は
ー
紛
争
の
総
作
的
マ
不
ジ
メ
ン
ド
シ
λ

ワ
ム
一
と
も
己
う
べ
き
紛
争

みも
dlhの
総
合
倖
系
カ
礼
山
公
れ
る
一
一
と
に
な
る

日
比
初
に

職
場
ト
一
ワ
ブ
ル
の
問
題
の
核
1
4
M

に
コ
、
午
、
明
ら
か
に
す
る
仁
う
h

叫
み
る
ー
と
と
も
に

職
場
ト
ラ
ア
ル
に
遣
制
d

・c-

に
対
処
す
る
た
め
の
コ
ミ
ス
一
予
i

ン
ョ
ン
剥
整
を
市
、
む
と
す
る
方
策
、
そ
二
一
＼
ぞ
p

i

l

た
ト
↑
ア
ゾ
ル
戸
川
処
に
撚
わ
る
相
談
沢
一
］

解
決
機
関
の
あ

η
方
、
そ
し
と
そ
れ
り
の
窓
相
互
引
ネ
ノ
ト
ワ
ク
化
の
意
味
に
つ
い
て
考
漂
い
q

ると



；井ι

職
場
ト
ブ
ブ
凡
の
背
同
曜
の
叫
叫
ん
川
一

c、

斗＂＇

辺
監
な
競
争
的
職
場

わ
が
凶
の
企
業
同
川
、

市
場

ω
グ
つ

l
ハ
ル
化
仁
川
川
、
）
渦
肘
な
肌
F
J
E
M出
v
ら
れ
る
よ
｝
に
な
っ
た

島
一
二
＼
i
L

ム一で、

地

小
企
業
で
さ
、
夕
、

ゲ
口

i
ハ
ル
な
何
倍
競
争
に
勝
ら
残
ら
な
け
れ
ば
も
は
一
ヤ
存
続
で
き
な
い
U

V

土
小
山
ぐ
い
か
な
る
会
議
も
存
心
山
小
山
不
友

か
り
仲
間
一
れ
る
、
ー
〆
は
刊
さ
な
い

こ
れ
を
パ
ペ
け
て

J

刀
偽
z
川
場
に
お
け
る
競
争
も
ま
介
品
川
烈
川
勺
1

4

七
い
る
〉
ふ
正
常
、
〆
一
り
わ
け
製
I
一矛ベ

を
也
、
心
と
す
る
忌
幹
へ
い
誌
は
、
海
外
の
μ
（
産
拠
点
ご
い
く
ら
て
も
石
川
な
労
働
わ
れ
、
か
仔
ら
れ
る
干
！
と
に
汗
さ
れ
て
、

国
内
労
働
必
に
つ

い
て
も
、
特
理
部
門
ゃ
悶
発
部
門
を
除
い
た
ふ
役
、
ガ
俄
ん
を
、

る

三L <TJ 
な容
三易
なな
つ知
こ J明
いj殺
る1約
d 労

非民
ii 苔
規ャ
労泳
俄涜
者労
i 話ら
ち者
は
、 Fミ
ノ＇］，＇

L 卜

も了
気ル
をバ

イ

？h
つ
に
は
伽
人
詰
色
三
寸
非
H
規
労
働
幻

抜
け
ば
よ
っ
豆
い
峰
山
川
条
件
に
抗
き
換
え
ら
札
か
ね
な
い
と
い
う
重
圧
チ
い
々
感
じ
な
が
ら
慨
し
ご
い
A
V
J

官］刀、

d
規
凡
叶
付
税
者
の
vL

務
も
ま
た
、

戸
、
ン
ネ
ス
の
切
川
沼
化
に
伴
、
勺
日
間
ベ

l
ス
の
校
予
、
商
品
’
サ
ー
ビ
ス
の
多
禄
化
、

電
十
店
川
r

一
門
技
術
の
発
速
に
よ
る
常
務

の
ボ

l
グ
レ
ス
化
等
に
加
え
て
、
リ
列
正
明
ノ
労
働
省
の
来
務
の
フ
ォ
ロ
ー
や
教
育
ま

c拘
わ
な
一
げ
れ
ば
な

ιな
ど
な
っ
た
ん
め
に
、

く
ス
？
レ
ス
ア
ル
な
、
む
の
に
な
っ
一
、
い
る
r

こ
の

E
う
に
、
今
U
の
峨
初
」
U

、
甲
府
条
件
を
め
ぐ
る
競
争
と
楽
郊
の
多
緑
化
の
正
庄
の

一
れ

も
と
で
、
ま
さ
い
一
修
絞
場
一
と
化
し
ど
い
る
の
ご
あ
る
ν

そ
の
よ
う
な
1

過
当
な
職
場
L

C
は
、
労
勧
告
が
、
白
羽

υ
ご
川
畑
訟
令
持
ち
か
け
ツ
ぬ
こ
と
が
で
き
ゐ
同
僚
ヘ
概
ね
鴨
川
一
を
川
じ
く
L
ヲ

る
一
般
従
交
只
）

。γ上
司
士
一
こ
戸
、
は
一
般
従
業
員
よ
り
上
位
に
£
る
ザ
問
Y
H
m
職代日）

」
と
は
難

r
u

労
働
者
れ
ち
は

自
ら
の

ィ
、
い
丸
叫
川
川
晴
山
い
い
つ
い
「
、
、

こ
い
1
J
の
J
r
J

そ
も
そ
も
誰
か
〉

阿
倍
同
わ
上
刊
に
安
心
ー
J

て
相
訪
で
き
る
状
沈
に
は
な
い

じ
勺
く
り
J

一
山
キ
す
る
昨
v

河
は
な
く

ま

の
η
戸
、
相
手
に
安
心
J

て
ト
フ
ペ
て
JLγ

一
明
か
す
）
と
な
と
刊
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
、
救
場
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の
一
般
口
市
な
人
間
淀
川
訟
が
治
湾
に
な
る
方
ご
、
特
ー
疋
少
数
の
同
僚
や
部
ト
、
？
十
寸
ー
と
の
長
蝕
よ
打
が
宍
常
に
多
ノ
、
な
る
J

こ
の
よ
う

な
状
況
の
も
と
で
は
、
与

Jι少
数
の
同
僚
や
部
ト

よ
可
に
対
す
2

心
不
満
や
不
PU山
叫
が
棒
っ
く
〈
る
こ
レ
は
避
け
ら
れ
な
い
c

さ
ら
に
、

般
の
労
働
昔
を
JE
呪
い
す
る
立
場
に
あ
る
せ
現
職
も
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に

1
（
＼
ま
た
、
絞
ら
｛
い
い
身
、
は
じ
い
莱
務
許
缶
に
附
さ
れ
一
仁

い
る
た
め
に
、
土
桁
を
持
っ
て
職
ゐ
の

一
川
門
担
り
で
さ

P

一円
U

ん
ι
砕
い
V

たい

ν
品
川
部
下
の
ば
況
を
川
地
切
仁
把
熔

72ゐ
こ
と
の

な
い
三
ま
休
々
な
出
作
い
不
を
発
す
る
こ
と
で
、
川
山
卜
に
不
満
十
不
信
感
を
抱
か
れ
て
？
〕
J
r
m
F
7
J

そ
つ
に
一
不
清
品
不
信
、

小
4
A
h
F
三、

寸

ミ

L

7ゾ
i

ン
l

v
ノ
の
疎
通
凶
説
中
ズ
に
、
が
治
さ
れ
る
F

」
ζ

な
く
欝
品
目
J

て
い
／
＼

ハU
勺
た
コ
ミ
ュ
ご
う
ン
？
ン
・
ス
ヰ
ル
は
惚
d

さ
れ
て
い
な
い
そ
こ
で
、
そ
ろ
に
～
〈
l

w

川
や
不
信
山
弘
、
不
快
感
は
絡
み
t
u
、＼

い
ま
の
こ
一
」
ぺ
こ
の
J
う
ん
お
職
喝
の
状
次
にさ

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

ら
な
る
験
場
ス
ト
レ
ス
を
生
じ
さ
り
一
品
）
現
在
の
戦
場
の
付
会
心
坦
状
況
を
描
写
す
れ
ば
、
概
ね
こ
の
r
で
つ
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、

以
ト
円
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
議
場
い
じ
め
や
パ
ワ
ー
－
パ
ヌ
ス
メ
ノ
ト
、
セ
ク
J

ャ
ル
・
ハ
弓
ノ
ス
メ
ン
ト
と
い
っ
p
、
議
場
卜
一
7
プ

ル
が
’
心
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
以
上
は
同
副
の
付
置
uvu刈
の
引
り
に
過
ぎ
な
い
υ

二
F
F

か
ら
向
ら
－
L夜
明
ト
ラ
プ
ル
の

向
注
の
枚
、
心
に
広
踏
み
込
F

で
検
討
を
進
め
た
い
の

持
τロ

ヌす
す

°'' 集
「つ

的

じ

め
ナ、

，ふ

仮ノ＜iP{JoG （；、 3？）フ＂以内 G,7 

陣
帆
山
州
？
ご
？
ノ
ブ
ル
の
態
様

こ
こ
可
概
念
粧
埋
め
た
必
↑
、
必
ふ
急
増
ん
て
い
る
職
場
ヘ
ラ
ブ
ル
の
張
紙
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
？
っ
ご

' 4しl

職
弱
い
じ
め

「、
v

じ
め
L

は
と
こ
に
で
も
見
ら
れ
る
人
間
悶
係
の
ト
ブ
ブ
ル
で
ま
る
J

J

九
J

1
そ
れ
は
、
職
場
企
山
部
臨
m
v
J

一
人
や
り
ぬ
の
な
い
不

リ
山
カ
判
定
の
吋
偽
名
に
転
h

川
け
ら
れ
る
ャ

一一一、

ζ
d
l

、
サ
〕
ば
し
ば
職
場
主
体
を
苔
き
込
打
、

UL

エt
J

一‘

そ
れ
は
よ
川
の
鼎
責
任
や
匂
凶
の
a小
川
竹
為
に
由
る
助
勢
に
ぶ
っ
て
、

岐
川
内
に
遊
J

て
い
る
労
働
者
の
1

店
長
が
闘
能
に
な
る
は
と



；井ι

深
刻
な
事
態
に
士
で
発
展
す
る
こ
と
も
あ
る
り

ヘ
ハ
ラ
ソ
下
l

に州
L
r情
状
州
J

の
〆
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
持
－
一
同
店
を
作

υ
さ

ピ
〕
め
の
被
究
者

urhゴ
工
一
も
多
い
ぐ
い
じ
め
の
や
り
方
は
、
怒
鳴
】
心
、
川
鳴
る
、
思

υを
出
る
つ
、
あ
か
り
さ
ま
に
将
草
川
す
る
な
と
は
っ
さ
り
民
皮
に
出

c、

斗＂＇

る
や
り
方
か
ら
、
訴
を
し
な
い
、
必
申
店
な
川
市
識
を
刊
さ
な
い
、
一
小
町
い
な
一
陣
を
y
一
叫
す
と
い
っ
た
見
え
に
く
い
わ
り
ん
ま
で
山
続
々
J

；
ぬ
る
つ

制
々
の
い
じ
め
行
為
は
出
制
で
あ
コ
て
も
、
そ
れ
が
慎
み
重
な
ヲ
ゼ
、
》
で
深
刻
な
れ
和
果
が
れ
北
市
J

。
る

パ
ワ

i

ハ
ソ
ス
メ
ン
ト

こ
λ

ー
た
相
場
日
じ
め
に
桜
3
4
関
係
が
介
在
二
、
〈
ゐ
場
／
ば
に
は
、
’
J

ば
〆
ば
そ
れ
は
「
パ
ワ
ー
・
ハ
フ
ス
メ
〉
ト
と
呼
ば
れ
る

い
じ
め

る
F

？
と
に
な
る
）
す
な
わ
ち
、
い
じ
め
る
側
二
ラ
一
サ
サ
〕
仁
憾
み
が
あ
り
、

ハ
ブ
F

、
ン
ー
が
干
れ

日
引
に
ん
ぽ
ら
え
な
い
状
態
に
あ
る
場
九
円
、
問
同
も
ま
ん
j
f
F

」
れ
に
一
川
泌
す
る
川
仰
心
円
が
多
＼

タ
ゲ
ッ
ト
と
さ
れ
ん
労
依
之
は
多
く
の
山
川
正
門

に
深
刻
な
ダ
メ
’
ジ
を
受
け
、
就
業
九
A

淋
続
す
る
｝
こ
が
阿
鮮
に
右
る
J

｝
こ
で
も
、
他
の
労
働
者
の
が
で
叱
？
り
つ
け
る
、
無
山
花
貯
ば

わ
り
J
9
る
と
い
J

た
切
一
公
出
な
嫌
か
ら
ザ
と
に
も
に
、
仕
事
F
H
A
な
し
、
＋
山
干
な
仕
事
は
か

ηhtη
－
一
ぷ
る
、
望
ま
な
い
部
岩
仁
川
門
出

転
換
J
9
る
、
人
主
一
計
値
を

ιら
つ
か
せ
て
脅
す
、
也
の
者
の
場
合
な
ら
民
主
つ
失
策
を
あ
え
て
泌
わ
な
い
と
い
ゥ
た
、
よ
り
い
九
え
L
く
い

や
り
方
で
純
が
ら
せ
が
〆
什
わ
れ
る
u

パ
ワ

l

ハ
一
ア
ス
メ
ン
ヘ
ー
は
、
什
覚
的
ご
あ
る
と
斗
と
に
抗
わ
ふ
J
J

一
人
気
に
人
ら
な
い
、
方
働
者
今
一

職
場
か
ら
仰
た
ず
る
子
段
と
し
て
川
明
い
LU
わ

祖
織
の
結
束
を
強
化
す
】
ゐ
た
め
に

ハ
ラ
ァ
シ
ー
が
ス
ラ
l
プ
7
一
1

に

レ
エ
作
一

仕
す
モ
」
「
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
へ
ν

パ
ワ

1
・
J

ラ
ス
メ
ン
山
市
、
本
ド
的
似
係
で
の
い
じ
め
に
比
べ
て
深
刻
と
な
る
う

1
ス
か
多
く
、

し
ば
て
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
を
，
m
f
発
す
る

て
ク
ン

γ
ル

h

フ
ス
4

ン
ト

5
ら
に
、
パ
ワ
j
p
ハ
弓
ス
メ
ン
ト
に
労
働
さ
の
位
い
え
が
介
白
j
る
弘
ム
円
に
は
、
ぞ
れ
は
一
極
の
セ
今
ン
ャ
ル
・
ハ
弓
ス
メ
J

ト
の

様
相
を
E
一
一
ず
る
一
一
と
に
な
る
戸
今
日
の
戦
場
に
h

わ
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
‘
ハ
ラ
？
1
4
ン
ト
の
は
1
i
z一
は
、
突
は
バ
ワ
・
ハ
弓
ス
メ
ン

／目立i、法＇tiS6 （ヲ↑Ci) 勺り戸〔！iJC.7 J 
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二
当
事
者
と
そ
れ
を
取
り
t

廿
ノ
＼
日
常
ん
ち

F
）
と
い
う

d
f札
と
し
、
職
場
内
人
間
関
係
全
当
事
者
と
四
市
の
付
僚
ぃ
L

じ

) 、

、

判
L

て
一
定
の
伝
頼
関
係
が
縫
持
き
れ
て
い
る
と
L
j
る

乙
の
信
組
問
係
ゆ
え
に
、

者主
川

首「

11'. 
事

；下L

ゐ

あ

／目立i、法＇tiS6 （ヲ↑ヌj勺出欠〔liJC.7 

の
川
口
よ
れ
川
哨
と
し
て
問
解
ホ
る
こ
と
に
す
る
に
初
期
状
践
と
し
て
中
I
事
者
お
よ
び
何
回
聞
の
け
僚
い
は
間
待
な
地
ー
し
止
の
戸

F
は
な
い

c、
斗，.，，

と
に
し
て
お
く

工
り
な
み
に
、
こ
こ
で
日
を
L
M
〈
性
と
い
っ
設
h

疋
に
す
れ
ば
パ
ワ

1
・
ハ
一
フ
ス
メ
ン
K
4ベ
一
て
ケ
ン
み
ル
a

ハ
一
フ
ス
メ
ン
ト

の
社
会
j
h
r

モ
ヂ
に
に
な
る
ぺ

同
校
一

σ
仁、

E
、
F
ら
山
山
間
で
い
は
、

そ
れ
ぞ
れ
相
手
に

ま
し
心
初
期
、
八
践
で
は
、

A
l
t
H
お
上
ぴ
、

D 

こ
く
に
相
r
l
J

の
苦
附
を
主
人
払
い
1
る
必
安
は
な
い
そ
れ
そ
乱
の
一
方
的
4
寸
た
ら
は
、
円
分
の
力
委
一
山
、
〕
惜
J

み
す
る
こ
〆
一
な
く
、
れ
山
引
に

ん
力
投
球
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
記
に
あ
る

（
問
想
的
な
我
山
州
状
世
t

そ
わ
そ
れ
の
創
玄

ム
」
の
一
で
つ
な
我
山
川
状
態
の
も
と
で
は
、

犬
が
効
ぉ
的
に
結
九
げ
さ
れ
、

相
応
的
に
大
き
な
成
果
が
生
み
山
さ
れ
る
ハ

、
ー
、

i
i
b
f
－
ζ
J
O
 

述
想
的
な
球
場
状
設
は
ち
ゃ
う
い
幻
僚
の
上
に
成
り
j
v

一
っ
て
い
る
。
小
さ
な
九
一
勺
か
け
か
ら
、
F

」
の
子
つ
な
識
場

状
能
山
は
容
し
坊
に
は
守
、
わ
れ
て
し
ま
q

b

｝

丹

円

近
時
の
訪
j
H
Y

浪
化
仁
什
い

f
t
J

ル
上
の
戦
場
℃
も
引
事
u
r
L
だ
い
に
ハ
ー
ド
に
右
つ

ヲ

J
d
d
f
お
り
、
労
働
者
が
他
の
労
働
者
l
y
i

意
思
市
川
治
す
ゐ
余
裕
が
な
く
な
り
、
て
れ
ぞ
れ
が
七
事
ド
ス

k
E
L
ス
を
感
と
は
乙
め

C
い
る

と
い
う
設
｛
記
と
す
る
ー

坪
川
畑
レ
お
な
椛
場
什
仏
訟
が
と
の
よ
う

し
て
い
ど
か
仁
つ
い
じ
の
そ
中
ル

以
下
は

あ
る
。

。）

人
山
間
関
係
変
与
の
き
っ
か
け

団
山
想
的
な
机
湯
川
仏
患
の
変
川
村
山
、
労
働
者
相
汀
の
信
組
問
同
係
L

何
ら
か
の
き
〉
か
け
に
よ
っ
て
亀
裂
が
八
み
と
こ
ろ
か
ら
的
ま
る
v

今
ヨ
の
ぇ
、
ト

ν
ス
ツ
凡
な
職
場
料
、
弱
か
ら
J
q

れ
ば
、

そ
み

ujrき
っ
か
け
は
担
保
以
上
に
た
く
V
A

ん
お
る
に
注
い
な
い

ては

ν
J
は口凡

ら
札
る
ン
す
り
オ

へ
、
が
臼
の

に
つ
い
一
＼
口
口
し
ら
耐
足
元
、
υ

たじ

J

i

？
J
 

ヌ
ト
J

ス
カ
市

「
仕
守
山
エ
ア
際
の
豆

～
お
こ
う
〈
去
る
時

ま
ヲ
ご
い
る
へ
に
は
自
分
の
慾
攻
や
利
子
の
気
持
ち
に
配
置
す
る
ム
ポ
院
は
な
＼

へ
九
は
人
片
附
J
T
一否｛ん
j
る
よ
う
な
古
い
方
で

E
を
怒
川

り
つ
け
ど
1
4
2
2ノ
C

他！刀、

ヘ
凡
の
口
ふ
と
こ
ろ
の
問
週
は
打
喜
一
山
止
め
方
が
異
な
る
レ
r

＼
、
ド
け
で
、
「
任
問
寸
の
；

目
先
ら
す
る
ー
一
、



際
の
泌
さ
一
て
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
ど
が
引
市
ア
が
吃
し
い
た
め

R
に
は
へ
と
の
民
保
訓
献
し
の
余
裕
が
な
川

そ
の
結
来

B
と
の
間
で
す
れ
r
堪
い
が
繰
り
返
さ
れ
る
ι

仕
辛
の
で
J
際
の
山
ー
さ

が，収不古門
ν
勺
れ
な
い
こ
と
か
ら

A
は

B
に
し
だ
い
に
不
信

B 
、／）

感
チ
捻
く
よ
、
つ
い
な
り
、

B
ー
と
街
笑
ず
る
部
川
会
も
唱
、
え
る
一

" ' 

亀
裂
の
議
ま
り

小
、
一
台
な
不
信
感
は
、

て
〕
ま
う
だ
首
、
£
る
「
作
段
以
上
保
J
z
n

た
不
信
ド
り
は
、

や
り
取
り
の
中
一
一
も
ヤ
ぱ

p

ゆっ
λ

J
仏
間

J

ヲ
ハ
＼
P

一

ろ
増
帽
W
F
れ
て
い

F
L
ス
ト

ν
ス

y
ル
花
一
戦
持
ん
で
あ
れ
ば
、
そ
ろ
し
た
不
町
一
似
の
指
院
は
避
け
恐
い
一
〕
こ
あ
る
こ
〆
一
ド
文
句
を
一
円
い
、

レ

Jc 

J

て
く
る
べ
に
け
刈
し
て
、

日
も
ま
た
不
快
感
ζ

不
信
感
会
感
［
ふ
れ

れ
わ
に
も
ま
久
一
d
い
分
が
あ
り
、
ぬ
慢
の
限
界
ft
招

Lに

ぱ

E
も
ま
た

A
に
反
盤
に
山
る
一

一
）
の
工
、

民
的
d

の
時
？
一
口
、
A

刊
の
ぶ
戸
川
成
心
が
J
9
で
に
回
復
し
が
九
い
ま
で
に
膨
れ
あ
が
一
っ
て
い
れ
ば
、

た
と
え

B
の
オ
い
分
が
止
当
な
も
の
で
あ
コ
た
と
し
て
も
、

日
の
反
戦
ー
は

人
協
攻
撃
」
と
し
て
受
け
取
ら
礼
て
し
手
つ
。
；
ワ
な
る

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

に
亀
裂
は
決
定
的
な
も
の
と
な
る
υ

へ
は
日
の
弓
此
は
何
で
も
へ
情
攻
撃
と
し
て
受
け
取
る
で
つ
に
な
）
、
川
T
気
で

B
に

刻

て

人

治

町
八
撃
を
切
、
，
L
F
Q
U

も
は
や

A
と
日
ー
と
が
直
古
河
上
ピ
刊
さ
行
っ
、
持
係
者
必
科
L
q

る
こ
と
は
4
2
時
L
に
な
る
。

｝の
M
M少
U4
は

と
り
わ
円

A
h

主
総
で
あ
る
場
～
け
に
涼
刻
に
な

こ
こ
で
田
川
阿
に
討
を
転
ず
る
と
、

c: 

D 

E
、

F
ら
は
、
i

一
、
ト
ノ
の
仕
平
に
叱

し
ぱ
［
ば
坑
状
を
ー
タ
ス
る
よ
り
、
む
し
ろ
状
況
に
遺
ー
ん
す
る
方
付
に
川
れ
る
こ
こ
の
よ
、
つ
な
こ
と
が
ら
、

し
い
た
の

μ
、

A
L
一E
と
の

品
川
正
山
丸
公
開
係
辻
L
H
ι

い
に
註
強
化
↓
一
ヲ
る
J

そ
れ
に
伴
、
て
、

戦
七
勿
主
体
の
人
間
関
係
は
ぎ
す
ぎ
一
一
し
た
ら
れ
い
変
わ

μ
レ
め
る

'd! 

職
坊
の
勢
力
配
何
と
い
じ
め

信
組
関
係
の
角
川
ム
は
関
係
烹
の
相
瓦
刊
川
市
を
通
じ
く
械
料
ん
人
ム
伴
仁
広
が
っ
て
い
く

宇
）
の
）
ス
ゲ
一
）
ズ
ム
ヰ
間
判
h

り
か
じ
す
る
ん
め
に
、

い
く
つ
か
の
ブ
一
ー
ク
タ
？
！
を
付
け
広
ズ
ゐ

主

A
は
じ
し
か
ら
の
v昆
え
が
J

め
で
た
く

c
c
D
は

A
ル
川
H
U
十
一
の
や
い
日
方
が
日
八
日
錯
し
f

、

、
》
〉
や
一
、

し
y
j
f
J一ィ、

人
に
仲
柑

E
識
か
あ
る
と
J

よ、ハ

｝
れ
に
パ
刊
に
て
、
人
湖
関
係
の

FJ？
な

B
は
、
殿
場
で
相
川
的
に
叫
立
し
て
お
り
、 i¥ 

（仮ノ＜iP{JoG （；、 iii）フ79以内G,7: 
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九
日
人
此
に
親
し
い

F
戸
げ
が
味
方
ご

仁、

D
の
フ
ォ
ン

残
り
の

E
は
立
川
本
市
に
は
巾
止
の
立
場
土
レ
ど
し
て
詰
〈

（図
1
で
A
、

ヘ
が
ぶ
｛
十
コ
チ
ノ
ウ
体
、

お
と

F
の
フ
寸
ノ
が
制
｛
f
J
タ
リ
ソ
ク
体
、

ー
が
細
字
コ
ナ
y
ク
什
仲
で
少
し
栴
削
れ
て

fL許
し
て
い
る
一
、
L
f

c、

斗＂＇

によ」

μノ
と
こ
ろ
で

い
じ
め
が
深
刻
に
な
る
場
介
い

い
）
め
の
♂
川
住
は
、

職
場
の
勢
川
町
礼
叫
仰
の
な
か
で
匹
応
化
さ
れ
亡
い
く
t

iごみ

八
一
ブ
ヴ
サ
ー
は
ハ
一
ソ

yン
ー
よ
り
優
伏
な
勢
刀
町
間
↑
あ
る
の
が
ふ
っ

Z
L
手ムペ
J
一場
y

叫
ん
強
い
か
ワ
豆
、
相
！
九
的
い
弱
い
桐

3

ー
一
執
叫
仰
な
攻
訟
を
加
え
る
こ
と
が
F
九
る
め
て
£
る
、
図
1

A
仁
は
仲
間

σ
じ
と
り
が
い
る

口、

A
の
H
に
い
叫
す
る
旧
泊
料
的
に
侵

ム
刊
な
勢
I
A
配
置
を
γ

工
一
ー
ル
ル
戸
〕
に
も
の
で
あ
る

こ
の
子
つ
な
努
力
配
計
i

の
も
と
子
、

A
じ
味
方
し
て

E
キ－
J

A
は
日
に
け
パ
L
て
攻
墜
了

一
〉
号
、
2

」
ぴ
お
巧
／
L

ま
す
じ
と
わ
が

続
寸
る
行
動
に
山
川
る
仁
多
数
派
が
A
側
な
の
で
、
ヤ
げ
的
な
F
h
も
甲
れ
に
い
以
対
L
な
い

c
E
の
味
方
で
あ
る
ー
も
、
相

T
が
多
敬
一
派
な

の
で
、
強
い
二
月
は
丙
え
な
い
っ
こ
の
L
将
来
、

じ
、
口
、
さ
ら
に
五
ま
で
も
い
か
E
いす
I
く
あ
f
る
よ
う
に
な
町
、

4
1し
m
d

パ
け
で
な
’
＼

i

1

1

7

 

F
も
そ
れ
を
欧
訟
す
る
状
能
b

と
な
る
J

で
つ
し
た

UU引
の
も
と
で

B
の
椴
場
で
の
［
肝
心
地
は
き
わ
め
占
h

い
も
の
仁
な
り
、
ご
れ
が
長

刻
化
J
9
れ
ば
日
の
T

札
業
が
湿
蛾
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の

〔と ' 

権
力
関
係
が
ふ
J

荘

3
4場
合
バ
ワ
・
ハ
一
プ
ス
メ
ン
ト

こ
つ
し
た
以
況
b
、
明
確
な
佐
川
問
日
品
川
が
介
と
！
な
け
れ
ば
、

A
の
態
皮
の

Jmな
さ
が

な
お
覆

LZ、
と
が
可
能
て
あ
る
c

例
え
ば
、

日
に
引
く
よ
、
つ
い
な
り
、

日
山
一
r
い
竹

γ
r
、

三ごいり一日｝一日
h
f
し、

じ
の
土
八
成
ー
を
得
る
一
一
と
刀
ご
ミ
る
よ
下
つ
に
な
れ
ば
、

防
］
ト
心
、

巾
立
の

E
、

勢
力
配
置
に
変
化
治
生
じ

B
に
い
じ
め
カ
集
中

f
る
可
伝
け
は
減
る

ヲ
一
首

長

行
V

J
1
r
 

そ
の
品
μ

A
刀
？
刊
に
－
d
L
止
り
つ
れ

」
の
職
問
的
責

任
げ
や
に
抜
制
作
さ
れ
よ
ん
と
う
〕

F
7
ぞ
れ
b

三、片山、

E
、
F
間
に
は
明
確
な
ト
ド
の
符
力
悶
係
は
な
く
、
先
口
々
の

ミレ一

B
、
（ 

D 

あ
る
A
が
立
γ
実
上
J

没
位
に
立
っ
て
い
～
に
だ
け
で
あ
る
わ
ー
か
？
、

E
、
F
に
河

の
お
搾
監
督

い
ま
や

A
は

H

c 

D 

桜
f
F
行
使
子
主

L
V
場
に
あ
る

A
の
一
口
動
が
少
ん
ど
抑
一
不
尽
一
℃
お
コ
た
と
ぷ
、

b
、
い
れ
は
こ
れ
ョ

ム
）
、
つ
な
み
て

J
ω
Y二、
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が
て
き
な
＼
な
る
U

巾
汁
L

の
E
も

A
の
指
揮
鼠
叔
固
に
ハ
札
わ
ざ
る
を
得
な
い
り

F
ら
ま
丈
、

か
り
に
心
の
山
中
と
は
臼

γ
仲
間
川
辺
誌
を
感
7
L

て
も
、
形
1
ん

は

A
の
ね
出
訟
は
門
の
も
い
に
い
入
る
こ
と
に
な
り
、

E
に
味
方
す
】
心
こ
と
は
絵
心
悔
造
的
い
何
維
に
な
る
c

組
恨
む
は
、

業
待
が
一
」
い
t
昨
秋
涼

の
巾

C
1叩
J
d
l
的
に
机
～
理
さ
れ
る
こ
と
が
ぶ
め
ら
れ
る
）
業
務
の
初
ー
中
川
町
処
理
方
：
い
い
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、

主
は
当
丸
一
な
が
ら
t
h
h
N

一
ー
と
っ
て
や
り
や
ゴ
い
方
以
を
採
用
す
る

九
と
梢
作
の

HF
ぃ
B
心不川
7
f？一片山、

A
の
指
開
設
与
の
ふ
V

－
久
、

そ
ご

C

と
に
と
の
る
峨
務
秩
序
を
さ

7
る
こ
L

に
な
品
υ

効
率
的
な
職
硲
秩
i
h
円J
を
き
デ
る
の
で
あ
れ
ば
、
職
場
で
日
に
味
ん
L
A
2
7
心
高
が
i
d

な
く
な

る
の
は
自
hj
な
成
り
行
き
f
v
£
る
c

当
初
味
方
で
あ
っ
た

F
戸
え
、

の
効
半
の
昨
市
平
安
問
と
い
λ

こ
、
｝
じ
ん
れ
れ
ば
、

B
に
昨
年

H 

方
寸
る
気
作
ち
は
持
て
な
く
な
る
c

干
の
段
階
で
、

お
の
疎
外
状
態
は
情
道
的
に
同

45Jれ
る

A
は
、
民
主
監
何
回
川
町
VMを
併
リ
ー

し
ば
1

〕
ば
戦
t
併
の
純
川
内
を
辺
脱
1
J
て
R
を
攻
轄
す
る
c

同
開
問
は
」
れ
に
追
村
山
ご
そ
す
れ
、

E
をい礼、
η

よ
λ

な
ア
一
は
ん
ホ
い
こ

こ
の
結
果
、

B
は
、
議
場
全
体
を
散
に
日

L
T

ー
紅
続
的
い
ド
め
」
を
身
に
受
け
る
｝
と
に
な
る
ロ

A
に
よ
る
い
乙
め
は
、
住
世
間
に
ふ
っ
て
正
ψ

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

制
い
や
だ
I
J
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
に
す
く
い
い
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
品
川
以
な
も
の
と
な
る
ー
継
続
的
に
ー
へ
法
ロ
攻
撃
が
行
わ
れ
る
l
d

う
に
右
）

7
 
川町ワ48

 
フ

戸
～

J一川vf
 

L
川口＼
 
ノ仮

B
の

i
事
上
幻
自
信
は
ず
F
J
ず

日
L
引
主
裂
か
れ
る
の

日
は
心
身
に
変
ベ
引
を
き
た
し

ι
L
宇
が
じ
さ
る
よ
、
勺
な
状

司一の
L

点
、
ぺ
仁

L
て

怒
て
は
な
＼
な
る

日
が
人
プ
J

て
も
一
い
じ

ム
l
L
j｛
？
＼
久
ら
み
h

つ
作
品
、

1
h

；

P

I

P

－
i
 

い
じ
め
ト
ょ
っ
イ
抑
止
午
い
が
キ
じ
る
の
は

B
に
J
J

内
し
て
だ
り
な
の
だ
ん
っ
か
ー

ぃ
l
J

め
川
被
ル
古
を
受
け
る
の
は

B
同
仙
人
H
A

ー
と
こ
ろ
一
℃

げ
で
は
な
い
J

初
織
的
い
じ
め
は
職
協
秩
序
の
あ
り
よ
み
を
公
じ
さ
せ
、
峨
場
の
抗
力
を
ト
ん
き
く
問
団
な
う
っ
こ
二
円
、
指
摘
？
二
、
お
く
必

妥
が
£
ゐ
小
山
は
、

日
に
い
か
4

ず
る
組
織
的
い
じ
め
多
治
じ
て
、

A
J今
一
千
心
ー
と
ト
7
ゐ
一
脱
出
場
内
私
序
は
、

B
チ
一
「
内
郊
の
散
」
と
す
る
こ
と
で
ま

こ
ま
り
や
保
つ

1

日
じ
め
構
造
」
に
士
府
批
判
い
い
と
い
る
ζ

い
λ

こ
ー
で
あ
る
し

つ
き
の
よ
p

i

な戸」
ζ

を
ぷ
？
え
て
み
る
こ
J
い
だ

ιγ「

が
｝
の
批
判
川
W
J
L
さ
ぶ
り
、

内
部
の
政
」
が
い
な
な
れ
ば
、

も
L
f
J
U
1
ζ
A

に
夜
位
的
に
与
し
て
い
な
か
コ
た

F
ゎ、

J
J一
的
だ
っ
た
巨 B 
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は、

1J
ば

L
ば
唱
し
、

り
と
仲
違
い
を
知
め
る
り
一
了
つ
し
た
場
合
に
は
、

政
り
の
朽
の
う
う
に
か
：
ト
J
H

椛
場
規
律
的
引
、
九
一
締
め
の
た
め
い
、

と
門
松
の

一
山
口
出
の
敵

す
こ
と
が
必
叫
に
な
っ
て
く
2

Q

U

そ
の
結
巾
木
、
例
え
ば

F

な
一
的
部
の
敵
と
す
＋
ム
却
こ
し
f

c、

斗＂＇

てで
職

事－ " エ タJ
つ Uラ

c l;J, 
it 
之、維
と tτp
門が
え ['Xi
~＇；；ら

い心
J )-

昨い
がう
1 よ
1肢 J｝ 
ιJ可
Aテす ,, 
' 
人〕

｛じと

ムな
：，之コ

ノL

若

V

J

め
が
お
叩
牛
て
も
そ
れ
を
涼
刻
な
問

ケ
こ
に
ム
で
れ
ば
、
い
じ
め
は
一
ほ
の
ー
胤
場
点
化
一
ー
と
し
γ
定
着
し

開

U
I／
一
平
、
詳
説
す
る
こ
と
が
守
き
な
く
な
る
υ

て
の
」

h 

---

ーっ

S
は
ー
円
八
ん
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
仁
ろ
札
る
の
一
ど
は
な

い
か
」
と
川
市
ズ
、
川
」
な
か

は
"'' u' 

り
、
組
織
へ
の
帰
属
意
識
は
間
取

も
は
U
院
1
H
A

を

出

世

ml
み
す
る
よ
ミ
に
な

ぺ0

一
口
、
つ
ま
で
も
な
く
、
そ
の
よ
う
な
組
織
の
戦
場
は
決
し
て
活
必
の
絞
る
「
創
造
的
な
戦
ぬ
で
は
あ
り
付
な
い
c

そ
の
戸
士
J

場
会
抱
ァ
八

激
し
い
生
き
残
リ
競
争
か
ら
脱
泌
す

j
i
iふ

F

F

2

A

R

J

ヘ
！
i

！
、
プ
¢
し

1~P 

rwト
ラ
ブ
ル
刀
市
芭
力
渋

b

j

i

l

t

－

；
1

J
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川以

i
の
引
ム
パ
p
p
J
f
「
ア
ル
に
よ
る
分
析
か
ら
、
収
場
、
ー
ラ
プ
ル
の
判
川
越
の
核
心
は
、
て
れ
が
ハ
ラ
ア
ン
ー
に
最
大
な
人
倍
信
宍
を
も
h
J

ら
す
ば
か
り
と
な
〈
、

k
I
業
生
寸
の

に
も
世
大
な
治
需
を
も
た
ら
す
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
が
わ
カ
る
υ

す
な
わ
ち
、

い
じ
め
斗
l

リ
の
恥

川
叫
勿
一
プ
ブ
凡
工

ゐ
I
H

～

J
l
h

E
P店
を
茨
牛
人
さ
け
一
、
就
業
の
終
続
を
凶
靴
と
し
、
い
品
打
ば
刊
に
大
き
な
川
市
ん
叶
人
を
も
た

ハ
コ
ノ
ッ
、
ン
！
の
、
心
討
を
J

損
な
い
、

ら

T
コ
て
れ
ば
か
り
で
な
＼
企
業
百
の
判
例
慨
は
、
時
間
官
三
げ
て
育
成
し
て
き
た
人
材
を
手
、
い
、
何
よ
り
峨
場
ん
杯
の
創
造
性
と
効

1
7
の
低
下
ト

f
yっ
相
当
を
受
け
る
J

去
ら
に
、
そ
う
〕
に
職
場
を
抱
え
る
羽
織
は
、

義
務
違
反
わ
不
託
行
為
責
任
（
日
に
は
じ
コ
ペ
条
以
い
よ

子。：
!6 
及
匂

才し

れ
3戸
的
t員
「た
歩ノ

佼 7
~】ソ

ーン

にか
なり
りい訴
ザ、

-"' クー を
札 J是
ヵ ti
E :c 
f：れ

般安
I 〆、
ぜ 弓モ
セulij 
,, iJ告、

渋
る
一
」
と

C
行
会
的
信
用
を
も
ル
ベ
ス
干
i

に
も
な
る
作
戦
場
ト
ッ
プ
ル
の
掛
主
士
一
発
止
ー
の
リ
ス
h

は、

ハ
ラ
ゾ
ン
！
の
場
含
に
勝
る
と
も

世？っ
λ
F
9
ρ

起
十
l

況
に

と
っ
て
も
宣
ト
人
で
あ
ゐ
（
そ
つ
だ
と
ト
う
れ
ば
、
れ
つ
雰
J

も
、
殿
場
そ
れ
自
体
を
守
り
、
自
ら
一
い
山
間
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主
千
川
1
f
q
い
よ

7
に
す
る
た
め
に
、

極
if) 

ラ
ブ
ル
一
処
到
に
真
剣
に
取
均
約

戦
湯
リ
ス
ク
マ
ネ
、
ン
メ
J

1

一
の
旧
悦
占
J

ご

いよ
J
7
U

け
れ
は
ι
な
ら
な
い
は
「
に

ハ
ヲ
ソ
ン
！
の
利
台
は
、
胤
帆
泌
の
中
隊
吐
刊
を
ト
げ
、

川一
7
J

ソ、ン
1
1市
出

y

j

l

 

prし
d
u

人
と
企
業
1
y

の
町
方
に
桜
吾
を
も
た
ら
す
ハ
ヲ
ス
バ
〆
ヘ
を
除
ょ
す
る
こ
L
Y

を
け
同
指
tJ
か
ぎ
一
円
で
ム
交
し
て
い
る
し
阿
菖
が
協
刊
訓
的
い

解
決
を
摂
索
で
き
る
可
能
M

れ
は
あ
る
d

そ
て
で
、
品
川
莱
与
の
組
織
仁
は
、

ハ
ラ
マ
ヘ
メ
ン
L

が
命
中
1

d

L

心
場
ム
ー
に
は
、
亡
き
る
か
ざ
り
ハ

ソ
ッ
ン
i
エ
の
協
調
の
ぷ
地
を
姥
〕
な
が
ら
は
i
朔
解
決
を
校
卒
i
↑
9
る
こ
と
が
小
中
小
め
ら
れ
る
こ
と
い
一
な
る
v
U
F
I
h
r

〕
て
も
、
一
」
的
問

司
士
一

j

：ヤ込

R
L
Z
1
v
i
i
 

円
じ
め
付
e
J

」
号
、
受
け
ご

の
例
別
！
倣
さ
へ
の
河
山
川
こ

v
p
i
狭
い
税
止
に
版
記
て
以
い
日
経
む
べ
き
で
は

ー
引
廿
殊
主
人
物
」

／よ
ノ
＼ 

戸
山
リ
校
野
の
広
い
1
J
ス
7
・
マ
～
ス
ン
d

ン
ト
引
絞
ム
で
対
処
J

な
け
れ
ば
へ
h

ら
な
い
こ

戦
以
吻
ト
ク
ツ
ル
対
比
に
は

ま
た
、
問
題
が
由
党
生
L
fよ
さ
に
は
で
さ
る
か
ぎ
り
υ
早
期
に
対
応
ず
る
こ

まい
9
子
川
川
が
肝
心
刊
あ
り

レ

一J
ま
リ
病
A
A
が
拡
大
し
な
い
う
ち
に
健
全
な
波
場
札
マ
げ
の
刊
一
筏
を
川
内
る
ご

そ
し
て
、
そ
の
九
一
め
に
科
業
内
外
の
惜
北
凶
作
H
U
ゃ

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

対
応
検
問
川
を
効
果
的
に
利
用
L
、
そ
れ
ら
ζ

の
窪
繋
の
も
と
に
刻
泌
に
出
品
η
u
mむ
こ
と
が
頭
市
μ
と
な
る
υ

ー
ラ
プ
ル
に
早
期
に
適
切
い

判
芯
J
9
る
P

一
と
は

7
 

戦
場
に
汗
在
す
る
同
町
川
戸
す
を
つ
み
取
り
よ
り
£
以
山
川
C

（へf疋
し
た
位
相
場
照
み
を
作
り
上
げ
る
足
が
か
汁
と
な
る
U
3
ん
山

V
W八3
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r八仮

し
一
ー
は
、
峨
場

12プ
／
ル
対
事
官
戦
場
章
一
古
川
蛇
主
仰
の
ん
め
の
ノ
の
機
会
と
犯
λ
な
一
げ
れ
ば
な

ιな
い
し

職
鳴
リ
ス
ク
マ
不
ン
メ
〆
＼
は
企
業
川
f

寸
組
織
と
i

一
内
引
品
一
に
関
わ
る
こ
と
c
h
h
ノ、

一
定
程
度
ま
で
は
向
日
刊
ぃ
当
事
再
の
J

ト
律
な
い

し
私
的
自
治
に
委
ね
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
υ

も
っ
と
も
、
戦
湯
リ
ス
ク

7
？
と
ン
メ
ン
に
に
お
い
て
芯
的
U
治
が
党
全
に
犠
能
ず
る

た
め
に
は
い
く
う
か
の
条
引
が
あ
る
次
主
早
川
十
で
は
、

半〕干
F
K
M
v
七
社
会
斗
J
q
uノ
ル
を
参
照
d

な
が
ら
、

一
世
宗
等
組
織
日
比
の
弘

的
自
治
の
一
環
レ
し
ぶ
の
職
場
り
ス
ク
目
マ
ス
ン
メ
J

ト
の
あ
り
方
l
y

、
そ
れ
を
叶
艇
に
す
る
条
件
に
う
J
r

一
一
論
じ
て
U

き
れ
、
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ケ

J
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ゴ
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田
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悦
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職
場
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ク
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マ
不
ジ
メ
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の
あ
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お
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斗＂＇

胤
帆
ぬ
リ
え
ケ
マ
λ

ぃ
ジ
メ
〆
号
、
の
中
川
悦
と

t
て
の
平
時
の
、

r的

企
業
年
J

州
州
地
附
！
巳
一
ほ
の
私
的
ー
口
一
出
の
一
一
品
と
I

v

て
の
職
場
リ
ス
ク
・
マ
不
ジ
メ
ン
ド
の
咋
校
は
ま
「
も
っ
て
ボ
了
時
の
予
幼
い
あ
る
な

山刑一
J
H
？っ

「
市
間
接
的
な
職
場
状
山
町

は
で
時
的

1
ラ
ブ
ル
予
防
で
維
持
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る

職
お
ト
ラ
フ

ν
予
防
の
た
め

さ
条
件
？
！
い
て
は
、

さ
9
J市川
T
り
、
労
働
」
7
J
に
よ
る
宗
務
い
ド
ド
ト
同
僚
の
共
有
、

1

梓
限
関
係
の
明
縫
円
、
」
、
「
人
宅
一
計
似
の
透
明
人
三
」
、
「
汗

川
山
記
、
に
不
満
の
あ
る
場
合
に
迎
切
に
服
以
が
ノ
行
わ
れ
る
仕
組
み

、
で

L
て
、
「
ト
ラ
プ
ル
対
比
と
そ
の

7
P

ド
パ
ッ
ク
の
h
J

め
の
体
制
笠
備
、

1
職
場
一
J

ミ
コ
二
ケ
、
、
ン
ョ
ン

4
2／
一
会
挙
げ
る
こ
／
｝
が
刊
為
る
3

ま
ず
、
「
九
万
依
告
に
〕
で
也
九
時
計
務
巨
標
的
v

犬
L
止」

は
、
議
場
で
の
共
可
作
茶
を
品
川
政
的
仁
和
絞
れ
い
い
す
る

i
で
必
要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
議
務
に
閉
山
係
あ
る
事
柄
と
そ
う
T
は
な
い
事

前
い
と
を
区
別
し
、
重
ザ
ベ
寸
法
宇
J

一
と
そ
う
で
な
い
事
柄
と
を
順
位
つ
け
る
ご
と
に
役

ν

戦
場
で
の
人
F
叫
川
町
川
撃
が
戦
権
手
掛
川

Lγ
し

も
し
く
は
印
刷
務
に

γ白
川
久
な
指
一
小
川
サ
の
短
い
刊
を
泡
流
し

ffけ
わ
れ
る
ご
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
を
ヰ
コ
り
ク
す

Z
た
め
の
口
安
も
、

H

ハ2
吋φ

化
v

～
れ
え
業
務
U
H
叫
HJt手
が
カ
り
と
し
て
与
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

ワ
ぎ
に
ー
権
限
定
係
の
明
確
化
一

も
主
た
、
職
F
d
刈
を
い
市
川
肘
し
亡
、

も
し
く
は
職
務
に
立
見
な
福
一
小
の
範
凶
を
川
雄
、
）
ん
て
行
わ
れ
る
人
格
攻
撃
を
恥
祝
す
る
た
め
の
前
誌
と
な

格
取
関
係
の
明
確
牝
は
王

た
、
山
川
山
間
背
力
相
h
円

－
一
九
張
感
を
も
っ
て
茶
ぬ
を
遂
行
す
ノ
る
条
行
と
も
な
り
、
職
ぬ
コ
ミ
コ
ニ
ケ

1
、J
T

ノ
同
法
了
i
化

に
恥
苛
が
一
ゐ
J

三
工
り
一
に
、

人
事
一
司
何

ω
夜
明
化
」
は
、
戦
岐
に
お
け
る
不
満
感
、

同
市
互
不
伝
的
J

ム
官
桔
一
を
紡
ぐ
こ
と
に
役
立

示f
f::lr 
i手

に
P

小
渦
の
あ
ゐ
緑
ん
刊
に
沿
い
切
に
聴
収
力
行
わ
れ
る
た
悼
の
利
組
み
」
は
、
上
川
一
目
、
同
僚
に
対
j
る
不
満
や
不
信
一
ピ
が
仇
世
話
さ
れ
る
こ
レ
し

の
防
止
に
役
二

ι丸、
ま
た
峨
山
切
卜
弓
吋
ル
等
の
デ
兆
こ
れ
か
る
シ
グ
ナ
ル
芸
一
発
U
L
F
市
上
て
も
右
目
υ
で
あ

「
ラ
ブ
ル
対
応
と
そ
の

7
7
ド
パ
ノ
ク
の
た
め
の
体
制
笠
向
」
は
、
問
迦
子
治
切
に
止
す
け
こ
め
ら
れ
川
ザ
バ
一
が
行
わ
れ
る
と
J

う
こ
と
を
札
場
の
万
働
者
一
い
伺 へえ

／目立i、法＇tiS6 1ヲ↑8) 沼f戸〔！iJC.7 J 



壬，，

ラ
ブ
ル
を
抑
止
す
る
L

f
草
山
女
で
あ
る

コ
ミ
コ
二
ム
ケ
l
シ
J

J

と
は
、
労
働
者
や
含
涯
職
が
J
H

同村山／況に

や
何
時
但
ザ
一
対
或
を
共
有
す
る
べ
く
妬
紫
に
コ
ミ

f
pケ
l
シ
コ
ン
を
行
、
つ
一

z－c
－
ケ
ペ
そ
れ
ば
職
場
い
β

れ
る
件
発
一
出
動
争
一
も
合
人

で
い
る
職
場
コ
～
、
コ
一
斗

1
シ
ョ
ン
ー

般
労
働
高
と
管
理
職
1
y

が
職
務

rw情
報
と
問
題
自
議
を
！
？
ハ
有
す
る
こ
と
を
川
棺
～
三
一
切

る
ば
か
！
ノ
一
ー
な
く
、
と
の
上
つ
な
ん
怒
度
が
職
場
い
じ
め
や
川

7
1

ハ
一
プ
ス
メ
ン
ー
に
あ
た
る
の
か
合
同
矧
さ
せ
、
身
JU

↑
職
ゐ
k

ヲ

y
u
の
兆
候
ハ
カ
な
い
か
を
給
査
す
る
伐
会
を
も
た

も
ち
ろ
ん

以
上
の
に
う
な
粂
引
が
杭
ム
私
さ
れ
て
い
る
と
い
一
つ
だ
け
ヴ
「
円

想
的
公
救
助
状
桔
叫
が
縫
持
さ
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い

」
れ
ら
は
と
お
r

別
提
来
件
の

都
に
留
ま
る
v

こ
は
し
2

へ
こ
の
よ
ミ
な
条

け
が
笠
っ
と

v
L戦
場
は
、
ぞ
う
子
な
い
限
切
台
に
比
べ
て
、
職
場
ト
ノ
ブ
ル
＋

れ
る
1

ス
ク
が
大
幅
に
少
な
く
去
る
、

ぶ
「
一
七
民
べ
ゐ
戦
場
リ
ス
ク
・
ア
ス
／
メ
ン
ト
の
珠
こ
1

ぐ
の
介
入
的
品
川
県
炉
は
、
あ
く
ま
で
例
外
的
に
月
い
ら
れ
て
一
）
そ
意
味
h
J

あ
る
。
そ
れ
が
例
外
で
あ
る
た
め
に
は
、

J
l
時
の
ト
ブ
↑
ノ
ル
予
防
が
捻
設
し
と
い
る
こ
と
が
y

ド
八
前
提
と
ヘ
ふ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
議
場
卜
7

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

プ
ル
予
防
の
た
め
の
諸
条
件
を
漁
民
す
る
ご
に
の
重
要
刊
は
い
く
ら
強
バ
L

；u
L
L
1
3
る
こ
と
は
な
い
J

初
期
段
府
で
の
日
吋
ル

こ
れ
に
u
燃
に
汁
応
す
れ
ば

ハ
一
プ
ッ
ン

l
レ／ふ
h
t
v
未
と
の
勺
ず
れ
に
も

刀
打
に
何
ら
か
の
戦
場
、
ニ
ワ
ヴ
凡
が
発
牛
「
る
場
ん
に
し

松
守
を
は
1
y

んい
y

中
じ
5
せ
ず
に
ヲ
も
J

ま
た
、

k

フ
ブ
ル
へ
の
遠
切
な
平
明
日
付
応
は
、
戦
七
舟
に
浴
’
江
戸
一
る
問
題
の
キ
チ
つ
み
取
打
、

J
h／
良
好
一
1
F古
山
仁
？
と
八
職
場
娯
坊
を
作
り
上
げ
る
チ
ペ
ゴ
二
、
も
あ
る
そ
れ
ヂ
え
、
ニ
ご
に
一
は
う
「
円
干
日
引
い
い
川
応
と
は
、
事
態
が
深

刻
に
な
ム
ザ
明
に
、

コ『drーの
j

じ
の
の
見
布
、
や
は
凶
悼
の
す
と
店
い
歩
一
坂
η
除会一、

純
日
暗
殺
堤
オ
良
好
に
刊
州
特
オ
ノ
マ
）
と
だ
と
足
解
TJ
？メ一

で
あ
る
；
別
査
の
わ
ん
日
17
こ
」
ザ
フ
ル
に
よ
れ
ば
も
初
期
段
階
こ
は
、

k
c
R
p
vか
川
H
U
ド
一
の
一
一
b
h
の
忠
さ
」
合
め
く
っ
て
す

し、

じ
て
い
る
段
階
市
あ
る
c

例
え
ば

ロ
一
議
験
場
が
営
業
系
山
職
場
で
、
点
干
支
務
に
追
わ
れ
て
芯

U
疎
通
九
1
M
附
ゐ
ん

ιれ
が
な
い
た
め

μ
A
Y

（仮ノ＜iP{JoG （；、 1？）フ店以内G,7: 
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E
L
f－
の
間
で
す
れ
追
い
が
止
ュ
て
い
る
ー
に
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

H
川
川
悼
の
ご
レ
y

は
也
的
労
働
者
に
つ
い
マ
む
当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
で
、

無
刊
に
て
も
J

止
照
明
い
当
該
部
署
八
十
体
で
却
を
ム
わ
せ
今
、
、

1
テ
J

ン
ァ
の
時
間
宮
持
ど
る
よ
う
い
先
す
み
な
と

L
て
、
田
川
川
の
五

c、

斗＂＇

倒
t
d
I
Y
と
も
に

A
と

H
と
が
す
れ
追
い
に
欠
っ
き
、
ぽ
係
官
端
坐
で
J

さ
る
よ
う
に
配
申
し
す
る
こ
と
が
主
民
で
あ
る
し
位
方
、
例
え
ば
、

F

一
の
職
場
か
事
務
系
ゎ
戸
川
究
開
発
系
の
職
喝
で
、

A
レこ

B
と
が
長
時
間
期
、
を
J

（人
J

さん
T

わ
せ
ず
仕
事
を
す
る
た
め
に
両
者
の
問
に
F

え
ま
ず

い
志
？
回
気
が
牛
じ
て
、
j

い
る
に
う
な
お
ん
口
に
は
、

A
E
B
－
－
と
が
冷
eM仁
な
っ
て

m
Tと
接
す
る
～
」
と
が
で
き
ゐ
が
け
の
け
れ
離
を
作
り

H
F

こ
ζ

が
必
去
で
あ
り
、
同
じ
百
々
一
ご
プ
ミ
｛
一
一
ウ
？
～
ン
3

ン
が
同
じ
ら
れ
て
〆
ま
わ
な

L
E
う
に
似
帰
す
る
こ
、
｝
が
宣
明
記
士
な
ろ
n

v

／よ

ti 

示
、
つ
に
J

対
日
川
に
は
戟
坊
の
特
性
に
凶
じ
ん
バ
j
ニ
v

シ
ョ
ノ
が
あ
る
の
で
、
い
内
」
ー
は
尚
去
る
川
刊
示
に
過
ぎ
な
い
c

初
期
段
階
で
は
、

ま
だ
ト
フ
ブ
ル

vr深
刻
υげ
す
る
に
は
烹
つ
ご
い
な
い
の
で
、
ー
司
与
が
敏
感
に
シ
グ
サ
ル
チ
読
み
絞
り
、

B
Y千

を

打
一
つ
ぐ
対
仏
子
す
る
」
こ
が
重
変
で
あ
る
υ

礼
士
、
に
は
上
司
も
多
仁
哨
干
の
よ
う
な
け
刊
応
会
十
る
｝
〆
一
は
肉
駈
で
あ
る
〉
ぷ
ご
で
、

の
よ
う
な
対

U
を
が
ほ
引
に
L
9
る
什
中
川
叫
の
位
備
が
ま
「
も
う
く
扇
面
k
v
p

一
な
る

も
ゥ
と
も
、
－
の
段
階
で
の
ん
内
人
に
あ
た
っ
て
は

転
地
平
J
当
王
者
へ
の
佐
官
約
八
ハ
ス
ノ
入
は
伺
泣
す
へ
き
ご
あ
り
、
破
防
環
恒
か
ト
侃
・

の
一
時
と
し

t
対
抗
～
7
る

γ
留
め
一
L
お
く
ご
レ
し

rr憎
ま
し
い
U

ー
い
う
の
も
、
前
説
介
入
に
は
お
態
を
よ
り
悪
化
長
け

t
L
ま
ヨ
つ
と
い
っ
リ
ス
ク
が
伴
、
つ
一
刀
ら
で
あ
る
f

,, 

中
間
川
段
隔
で
の
ハ
ト
ョ
応

小
干
に
V

げ
に
い
初
羽
川
以
叫
刊
で
ト
ヘ
ド
γな
是
一

σ機
会
が
ね
ら
引
い
な
か
っ
た
礼
的
台
に
は
、

主
り
活
柿
的
公
介
人
が
求
め
ら
れ
る
段
階
へ
と
ん
工

る
、
そ
れ
は
刑
立
「
：
の

モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、

B
に
」
什
川
？
二
、

ーが－

B
の
舎
を
を
rけ
ら
に
対
オ
ノ
心
吹
掌
1
r
i
k汁
布
市
h
け
は

t
的、

税
約
に
人
総
筑
前
了
や
繰
い
H
1
4
1
よ
λ

に
花
一
つ
と
い
る
か
、
ま
行
人
職
場
内
で
の
勢
心
配
汽
が
川
同
定
化
さ
れ
ぐ
い
な
し
段
階
で
去
る
、
梓
カ

関
係
が
介
紅
す
る
バ
ワ
・
ハ
弓
ス
メ
ノ
ト
の
場
合
に
は
、
職
場
の
り
fバ
配
置
が
寸
く
に
判
定
化
さ
れ
と
し
主
p
p

の
で
、

E
に
μ

一
み
て

／目立i、法＇tiS6 （ヲ 5C!J沼り戸〔！iJC.7 J 
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小
川
町
八
な
山
村
、
撃
が
姶
主
れ
ば
、
円
お
な
品
相
秘
り
貯
や
っ
人
が
必
混
と
な
る
乙
二
ご
で
は
、
直
長
的
介
入
を
行
、
っ
以
l

、
ハ
ラ
J

、ン

l
白
ぜ
が
以

叫
日
を
訴
え
一
へ
い
る
一
一
と
が
必
要
℃
あ
る
じ
も
っ
と
も
、
す
で
に
企
祉
の
問
で
抗
討
を
北
握
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
仲
山
来
る
か
ず
け
り
平

川
、
つ
ム
に
組
織
的
な
調
整
介
入
い
い
入
る
方
が
ス
ム
ー
ズ
に
間
垣
を
処
理
で
き
る
、
介
人
桁
間
I
Y

し
亡
三
、
可
能
に
あ
れ
ば
、
ま
ず
も

て
A
L
B
－fhr引
き
離
し
、
両
高
の
凶
援
情
山
人
生
一
川
］
泣
で
さ
）
ぬ
よ
h

つ
に
す
る
必
叫
が
あ
る
ま
と
九
の
υ
り
へ
の
加
吉
に
読
人
μ
ィ
ヰ
反
や
競

楽
規
則
違
反
が
見
出
ミ
札
る
在
ら
ば
、

A
的
処
凡
一
五
U

H

官
安
に
な
る
九
の
日
に
ハ
付
ー
す
み
歌
山
北
も
益
出
品
で
あ
ゐ

v
A
の
礼
刑
罰
が
な
け
れ
ば

E
の
心
の
u
協
の
凶
役
は
闘
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
υ

与
一
つ
に
、

主
が
ム
ユ
伐
態
度
を
攻
め
る
こ
と
じ
イ
ン
セ
ン
一
一
ィ
ブ
や
I
J
え
る
方
、

ハ
ラ
ス
メ
／
ト
を
絞
り
返
す
場
～
u
に
は
厳
♂
い
ペ
ナ
ル
テ
ィ
v

を
1
4
店
「
干
と
も
必
妥
一
℃
あ
ろ
λ

A
と
わ
れ
こ
の
コ
7
き
前
げ
し
に
つ
い
ー
は
、

当
該
組
織
が
万
総
省
の
配
属
先
f
v
f
m
通
を
利
か
せ
る
千
三
」
が
で
き
る
辿
反
の
大
組
織
で
あ
れ
ば
、

A
Jリ
ν

、は

U
の
配
凶
明
い
芯
を
変
ズ
ヴ
り

が
台
効
で
あ
る
。
主
p
t
、
そ
れ
が
阿
部
が
な
場
ム
円
に
も
、
中
ν
的
な
弟
今
一
払
匂
が
、

A
と
B
の
接
触
に
際
し
て
常
時
心
介
的
主
役
説
を

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

m
ポ
ム
人
せ
る
よ
う
い
す
伯
仲
寸
の

r
犬
は
「
恥
低
限
必
安
で
あ
る
ロ

f
h仁、
ハ

7
yン
i
u
H
の
戦
場
へ
の
河
市
剣
山
U
の
伝
効
、
そ
し
て
じ
、

E 

F 

）
、

7
 

い
て
い
る
不
安
感
や
議
民
感
の
徐
去
が
行
わ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
職
場
へ
の
い
れ
υ

め
の
影
殺
を
徐
土
す
る
L
T

め
に
は
、
3
ん
山

V
W八

内

VO
F／
 5
 

一川vf
 

r八仮

当
該
職
場
と
他
の
中
山
宥
と
の
ー
一
吊
一
誌
の
が
ヤ
ッ
フ
に
wカ
働
持
が
気
付
い
亡
、
白
ず
か
り
秋
序
子
一
阿
南
叫
F
き
る
よ
ろ
な
抗
情
千
講
ず
る
べ
き

に

あ

可
能
で
あ
れ
ば
、
こ
与
し
行
介
v

へ
の
流
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
椎
m主
リ
チ
明
確
化
し
、
労
働
者
が
相
互
に
透
度
な
距
ー
伴
を

μ 

,, 

JJC

る
枠
制
を
埜
常
↓
一

Lマ
）
と
が
豆
ま
し
い
へ

木
一
刻
段
附
で
の

予
防
と
じ
i
m別対
V
U
が
主
十
円
以
芯
£
る
に
ふ
ノ
拘
わ
ら
「
、
多
く
の
事
交
は
、
手
訟
が
か
な
り
逆
行
ー
、

ハ｝フッ

ン
ー
が
我
慢
J

き
れ
い
な
、
な
っ
て
級
機
外
の
相
談
窓
口
・
解
決
機
関
に
救
済
の
村
J

を
寸
る
か
、

ハ弓
J

ン
v

が
心
身
に
異
一
品
？
と
山
人
J

、

c¥ 
か



；井ι

カ
ち
に
な
る
と
い
っ
と
状
能
川
に
な
っ

J

前
章
の
社
会
ι
f
モ
デ
凡
て
一
口
え
ば
、

九
の

H
に
対
す
る
職
務
範
肘
を

注
脱
し
た
反
撃
が
当
？
託
職
場
九
休
い
拡

K
L、
組
織
釣
い
己
め

の
総
恒
1
1
L

「士一

c、

斗＂＇

札
引
に
至
る
ま
で
京
患
が
校
門
さ
れ
る
の
は
、
刊
し

F
3
て
l

寸叫の
M
れ
が
屈
か
な
い
、
職
場
を
統
括

F
P
Q皆
川
也
胤
目
身
が
ハ
一
フ

y
叶
ー
で

あ
る
、
労
働
者
と
J
り

い
じ
め
の
寸
先
が
向
け
ら
れ
る
ニ

1
y
f必
れ
と
黙
っ
て
い
る
、

い
じ
め
丈
化

が
ILu
一

も
い
く
は
、

〕て

v
て
、
そ
の
よ
う
な
職
場
な
の
は
引
方
が
な
い
と
労
働
高
が
読
め
て
豆
乱
っ
て
い
る
守
的
坦
止
力
与
、
ど
り
恥
る
が
、

二3J
れ
に
d

て
も
一
」
こ
ま
で
問
題
が
逆
行
1
る
、
健
全
な
秩
序
を
回
復
す
る
た
め
に
は
「
た
手
術
」
が
必
支
v

な
る
J

d
字
、
の
場
含
に
私
的
？
け
が

に
よ
る
汁
処
の
山
限
界
を
起
え
亡
、
外
的
の
第
一
一
与
に
出
る
介
入
が
J
4
め
ら
れ
る
」
y

」
に
な
る
こ

不
問
別
段
mm
で
の
組
織
に
よ
る
介
入
と
し
ぐ
は

ハ
ラ
ヅ
ル
け
’

v

ハ
ラ
ヅ
シ
’

J
r
」
川
ハ
急
時
一
寸
一
一
と

の
前
問
札
i

し
て

、J
ソ

’
ニ
、

ン
カ
心
誌
の
状
悲
の
日
夜
、
治
療
が
必
宇
ノ
で
あ
れ
ば
そ
の

f
め
の
花
置
を
講
ず
る
ν
）
と
ち
に
、
我
山
切
の
秩
市
を
川
石
慨
す
る
p

め
に
、

H
－
 

法
人
一
ぃ
、
就
州
立
川
域
別
問
比
寸
の
法
的
ル

i
ル
に
問
ら
し
て
適
正
に
ハ
一
ブ
ッ
サ
ー
を
処
元
す
る
一
万
、

い
じ
め
文
化
に
染
ま
り
い
じ
め
に
不
作
品

ご
加
担
し
た
効
係
者
の
多
く
を
陀
置
換
よ
ん
寸
ツ
る
な
ど
し
亡
、
当
該
印
刷
埼
か
ら
い

ν
め
の
民
間
誌
を
取
り
仇
？
＼
｝
と
が
求
め
ら
れ

ワ
ゾ
ン
ー
の
臨
場
役
討
が
湿
滞
な
場
合
に
は
、
法
令
、
就
業
規
刈
M
J
の
法
的
ル
ー
ル
に
基
っ
く
透
正
な
処
泣
い
」
術
償
が
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ρ

そ
の
際
、
組
織
ー
と
し
て
は

ハ
一
プ
ソ
、
ン

l

円
山
労
働
紛
予
附
一
決
判
明
度
十
労
働
審
判
、
詠
一
℃
レ
～
い
っ
た
組
織
外
の
紛
争

解
決
子
段
に
訴
え
る
こ
と
を
配
止
し
と
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
末
期
間
ほ
m
m
c
は
す
で
に
組
織
白
山
河
マ
出
問
山
門
店
復
は
魁
献
に
陥
っ
て

い
る
場
合
か
多
い
そ
P

手
、

H
I
l
l

ル
が
適
切
に
実
現
ミ
れ
）
ム

T
い
う
そ
勢
を
組
織
ん
i
伏い

hLf
ピ
i
w
す

円
、
も
、
企
業
可
制
級

は
組
織
引
小
山
手
段
に
レ
ふ
る
解
決
に
応
じ
て
い
〈
べ
き
だ
ろ
う
L

そ
の
よ
一
つ
な
を
勢
が
組
織
仁
忠
い
れ
ば
、

比
較
的
に
半
／
、
前
笠
的
解
決
が

日
丈
現
す
る
に
も
か
日
な
ぐ

以
l
じ
っ

v
て
河
守
口
す
べ
き
｝
と
は
、

J
1
J
d
フ
、

ハ
フ
ヴ
サ
は
ん
向
上
V

件
右
ん
た
去
か
け
が
え
の
な
い
人
物
に
は
え
や
す
い
ふ

l

べ

／目立i、法＇tiS6 （ヲ 5幻活出欠〔liJC.7 J 
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ワ

ゾ

ン

l
は
社
市
ぃ
引
に
不
熟
む
＆

問
題
児

－
k

い
当
ょ
っ
に
h
～
え
や
す
い
と
い
＝
つ
こ
と
で
あ
る
〈

い
〕
め
は
ハ
ラ
ァ
シ

l
円
ぜ
の
「
白

茶
店
何
一

だ
と
し
ば
し
ば
一
μ
わ
れ
る
〈
実
際

t
川
河
泌
性
に
乏
し
い
人
物
が
い
じ
め
の
タ

I
ゲ
ツ
一
い
な
り
が
ち
で
あ
る
c

し
か
し
、
細

織
的
い
〕
め
に
反
λ
ば
、
誌
で
あ
れ
心
れ
ん
に
央
常
を
さ
え
し
、

そ
の
結
来
、

パ一

y
fン
ー
が
初
挑
か

よ
ム
活
必
症
日
仏
に
桁
っ
て
し
ま
っ

う
主

h
H
ν
A
t

t
－
－
、

l
j
J
4

、
一
ブ
ッ
サ
ー
が
い
油
然
り
絞
げ
る
こ
ー
に
な
れ
ば
、

制
織
的
い
じ
め
一
は
矛
先
を
変
え
つ
つ
、
き
ら
い
す
ヌ
カ
レ
ー

f
L
て
い
く
こ
と
に
な
る
、
そ
の
よ
、
つ

、
湖
困
小
山
労
働
者
に
「
こ
の
械
出
場
は
何
が
あ
っ
て
も
交
わ
ら
な
い
」
〉
一
、
v

う
落
胆
を

も
と
ら
ー
、
牧
場
の
活
力
を
よ
さ
く
煩
々
一
行
日
ろ
う
わ

ル
ル
に
」
一
つ
＼
郡
印
は
必
ず
｝
ν

も
ご
、
円
の
少
な
い
解
決
で
は
な
ぐ
～
ル
7

ル
を
原
則
し
ニ
ノ
ツ
も
、
あ
え
て
そ
の
枠
ft
招
r
h
J

利
宰
説
社
臥
か
り
い
J

しが
fo
場
合
も
多
い
だ
ろ
ヲ
コ
リ
ふ
れ
件
、
も
な
わ
い
山
、

ル
？
ル
に
基
づ
い
て
職
場
が
適
正
一

れ
る
こ
こ
が
門
川
知
段
止
さ

－
v

王

1
1
1
1
 

は
役
返
し

。
り
効
n
的
な
議
場
が
実
川
引
さ
れ
る
同
諸
性
が
有
ぃ
、
ど
が
看
過
νけ
れ
f
k

は
な
ら
な

「
い
じ
め
＋
7
ん
や
日

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

戦
場
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
斜
綴
付
ア
タ
ヶ
！
の
川
仏
首

ラ
ブ
ル
の
当
事
高
の
役
吉

前
卒
で
は
弘
川
1
2仁
治
的
一
環
と
し
て
の
職
場
リ
ぇ
ク
マ
ュ
士
ン
メ
ン
の
大
ま
か
な
／

λ
1ジ
に
つ
い
て
は
帆
畑
町
［
小
一

も
っ
と
も
、

ど
の
よ
う
な
ア
ク
タ
ー
が
職
州
吋
リ
ス
ク
マ
占
土
ン
メ
／
ヘ
を
住
っ
て
い
く
の
か
に
つ
一
い
て
は
在
お
明
ら
か
亡
は
な
い

幻

F
で
は
杭
場J

り
ス
h

ノ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
組
織
内
ア
ク
タ
ー
の
役
割
に
つ

v
て
k
り
一
枠
制
に
明
ら
か
に
「
る
v

ま
ず
一
最
初
ド
一
、

職
場
ト
ラ
フ

－Vの
当
事
者
口
付
的
役
割
に
つ
ど
、
見
一
、
み

k
hつ
J

ナ
業
生
？
の
組
織
は
、
比
同
川
守
い
し
〕
下
〆
て
労
働
広
告
が
快
流
な
職
場
で
抗
労
J

i
守
」
と
が

で
き
る
よ
う
に
配
点
す
る
茨
務
を
負
っ
、
も
っ
こ
も
、
組
織
が
配
慮
し
な
け
ホ
ば
な
λ
な
し
範
凶
は
、
原
則
ー
；
午
、
労
鈎
災
宇
防
止
1
f

い
う
た
最
小
限
の
戦
場
安
ふ
引
保
障
に
限
ら
れ
て

ν

｝v
h
f

が
コ
て
、
労
働
立
は
、
就
業
の
駄
に
お

u
て
も
な
お
自
分
の
身
は
白

（仮ノ＜iP{JoG （；、日）おり以内G,7: 



；井ι

分
て
守
る
一
と
い

7
山
安
勢
一
千
心
介
f
J
い
判
け
る
必
叫
が
あ
る
c

そ
の
際
、
駒
込
夜
、
北
を
恋
化
さ
せ
な
い
こ
と
は
分
働
者
自
白
一
／
め
利
，
和
と
な
る

ば
か
り
て
な
く

合
長
生
ザ
の
組
織
全
体
の
れ
い
杭
む
も
あ
守
）
と
か
ら

J

可
の
六
貝
殻
叫
令
色
円

労
働
者
も
ま

r職
場
城
山
』
の
能
付
に
つ
い
て

c、

斗＂＇

う
ベ
主
で
あ
る
つ
も
コ
と
も
、
労
働
者
に
求
め
ら
れ
る
責
務
泣
、
値
々
の
川
カ
働
者
投
職
場
全
体
γ一
定
仔
を
持
コ
わ
け
亡
は
長
い
こ
と
い

品
同
州
み
、

あ
く
王
で

th己
安
全
に
必
更
な
ね
州
に
和
ま
る

平
時
に
お
い
て
、
労
働
許
己
、
伐
の
労
働
者
と
の
閃
で

職
協
ト
一
ノ
ブ
ル
の
ハ
ブ
ノ
サ
ー
に
も
ハ
ラ
y

シ
ー
に
も
な
ら

rト
ト
済
も
k

つ

そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
人
同
関
係
を
准
芥
オ
る
こ
と
が
ぶ
め
ら

t
L
J
オ
な
わ
ち
、
彼
ら
は
、

ヨ
院
か
ゐ
つ
職
場
内
庁
、
の
良
好
な
コ

ミ
ー
－
P

ケ
7

、ン
t

ン
に
心
が
け
、

の
す
れ
没
い
円
、
衝
突
を
少
な
く
ト
う
る
ば
か

η
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
の
見
方
の
追
v

を

日lj
7五
'I'!: ,, 

つ
け
る
で
犬
を
試
h
A

る
よ
一
／
求
め
己
れ
る
一
J

議
場
ト
ッ
プ
ル
が
氾
’
れ
し
て
い
て
も

一
初
期
、
中
期
れ
は
附
い
て

ト
ラ
／
ル
の
当
事
者
は
意
外
に
事
態
を
そ
の
小
へ
な
も
の
と
し
、
攻

解
し
一
、
い
な
い
場
合
ー
が
多
い

日
分
が
不
当
な
泊
中
川
を
／
仁
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い

九
の
，
v
場
、
、
も
し
く
は
悦
子
か
’
ら

ノてヲ一一、

職
務
の
認
ト
ハ
チ
超
え
て
不
当
な
嫌
が
ら
叫
い
を
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

日
の
ー
υ
埼

し
」
戒
心
乙
だ
ら

ま
ず
本
当
に

FH分
が
そ
の
よ

つ
主
状
況
に
あ
る
と
一
一
円
え
る
の
か
と
う
カ
倍
認
し
、

そ
の
状
刈
を
改
主
M

A

？
る
た
め
に
は
と

7
し
よ
ら
よ
い
カ
に
つ
い
て
育
似
を
収
集
す

る
こ
と
が
市
民
で
あ
る
c

そ
の
際
に
は
、
吋
市
在
七
i

一
が
、
後
泌
す
る
外
部
内
祁
議
窓
円
解
決
検
出
仰
が
用
凶
い
し
て
い
る
ホ

1
ム
ベ

l

Y
J
等
を
、
品
川
市
す
る
の
が
効
果
的
で
あ
る
J

れ
ら
の
行
川
が
川
仙
台
行
為
に
あ
た
る
と
気
付
い
h
J
4口
～

A
の
リ
中
吋
一

は
速
や
か
に
照
度
令
改

め
、
沼

T
に
諸
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
い
こ

ω
段
附
で
の
「
給
炭
り
は
な
お
認
め
ら
れ
る
は
「
で
あ
ゐ
d

他
ん
、
被
宇
J
ピ
受
け
て

い
る
I
F

一
成
じ
て
、
ν
る
当
中
J
たい

F
B
C
止
対
－
は
、
相
手
ー
か
ら
心
血
的
に
距
経
ふ
と
り
、
ま
に
旧
同
士
感
心
ι
怯
に
な
く
て
治
む
よ
う
に
戦
続

内
外
の
蓄
た
も
1
f

の
コ
ミ
ス
一
p
y
i
ン
ョ
ン
を
情
保
す
る
ょ
っ
心
カ
け
る
必
長
が
あ
ん
r

の
勢
I
A配
置
が
い
じ
め
の
内
定
’
つ
に
懸

が
る
）
こ
を
立
並
川

v

、

l
司
十
仙
の
労
働
者
介
の
柑
戸
、
人
河
関
係
が
編
ら
な
℃
士
J

に
心
が
け
、
ま
た
何
ら
か
の
介
ヘ
が
む
よ
め
ら
わ
る

／目立i、法＇tiS6 1ヲ''') 沼（〕 戸〔！iJC.7 J 



に
は
、
速
、
？
カ
に
ム
司
止
寸
の
管
逝
峨

一4が
ハ
ラ

y
斤
！
の

に
は
？
十
寸
ー
と
系
列
を
突
に
す
る
U
田
町
職
、

に
は
志
を
求
め
る

必
要
が
あ
る
と

ど
が
、
木
町
段
陪
に
な
る
と

ハ
ラ
ジ

u
h
l
～

後
（
灰
り
一
を
期
待

7
L
二
と
は
で

3
な
く
な
る
f

総
ん
、
被
害
を
受
け
て
い
る
ハ

一ソ
y

ン
l
r円
一
吋
に
降
伏
C
き
る
問
題
は
限
ら
れ
て
く
る

も
土
ヤ
「
且
山
政
均
八
じ
の

i111ι

；
〉
r

i

l

l

下ノパ
f
l、
キ
ム
酢

I

L
－－
t
 

「
ド
じ
め
主
化
一

ト

y

い
）
の
ま
九

を
取
れ
ノ
除
い
て
い
か
な
け
札
ば
間
照
的
解
決
に
は
繋
が
ら
な
い
か
ら
で
£
る
ー

山
中
い
上
一
同
守
的
管
混
戦
ば
か
り
で
な
く
、

人
事
部
等
の

組
織
uF理
部
門
に
対

U
を
ぷ
め
、
職
場
環
境
の
調
牲
を
図
ら
ぽ
る
必
公
カ
去
る
v

さ
＼
い
い
、
全
共
件
J

州
引
織
が
付
一
い
い
協
力
的
で
な
い
シ

さ
い
は
、
組
織
外
の
相
設
志
一
了
解
決
機
閃

f
h
S案
ゃ
持
ち
込
み
、
解
決
の
又
一
伐
キ
点
、
め
る
－
」
と
J
b
必
誠
に
な
る

と
い
う
の
も
、

d

一

期
段
階
の
戦
均
一
ト
勺
ブ
ル
は
、
ー
ば
〕
ば
本
的
日
ぷ
川
で
一
什
応
で
き
る
限
界
を
超
え
る
か
ら
で
あ
る
）
こ
の
点
、
外
部
の
解
決
際
関
手
通

じ
て
カ
ト
ラ
ブ
ル
併
比
は
「
荒
療
治
L

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
む
そ
一
で
、

日
い
か
就
業
を
継
続
で
き
る
九
め
に
は
、
分
に
情
報
子
日
仏

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

集
し
て
、

企
業
専
か
織
が
ぶ
状
的
ト
ド
一
芯
抗
を
パ
0
1
4
い
初
一
戒
態
け
・
解
決
除
践
を
性
重
P
L
巡
択
す
司
令
必
伎
が
あ
ろ
う
コ

る

ま

ず

主主

れ

7
 

川町刀F／
 

＼
日
間
C
コ
Z
L
一
ケ
］
ン
コ
ン
が
澄
初
刊
行
え
な
く
な
ノ
始
め
た
段
肘
で
の
、
日
百一川vf

 
r八仮

ラ
ブ
ル
日
吋
小
心
に
J

引
け
る
時
同
の
，
刀
働
者
お
よ
び
斗
件
j

の
役
1
主
日

職
鳴
旬
、
一
プ
ブ
ル
が
深
刻
れ
す
る
か
ど
う
カ
は
、
凶
川
問
の
関
係
者
が
初
期
段
南
亡
、
一
プ
ア
ル
い
と
の
よ
、
つ
に
接
す
る
か
に
か
か
っ
て
い

ー
レ
一
日
と
つ

T
i
Z」パ

J
〈

l
J
c
i
z
L

同
佼
ご
あ
る
労
働
告
の
役
割
、
先
の
批
判

σ亡、
D 、

i
、

F
的
役
割
は
重
要
で
お
み
〔
【
〆
一

v
、
つ
の
も
、
彼
ら
が
損
切
に
院
に
入
っ
て

A
九と

B
と
小
山
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ン
ー
ン
ム
γ
収
通
気
斗
一
品
場
八
U

に
は
、
者
設
は
涼
刻
化
？
工
牛
小
V

語
、
他
方
彼
ら
が
い
凡
で
U
U
ぬ
ふ
り
す
る
こ

k

に
上
ッ
て
川
問
題
は
急
速
に
深
刻
な
状
慾
に
好
ん
干
る
か
h

之
、
J

め
る

こ
っ
て
は

般
労
働
者
を
救
助
の
コ

A

刀、、一日、

ミ
ー
っ
ケ
7

、ン
t

ン
俗
保
へ
と
動
機
引
け
す
る
一
－
c
F主
要
な
ぷ
題
1
r

な
7

吋

～
よ
い
に
つ
い
て
必
「

ν
b
決
め
エ
？
と
な
る
方
川
口
、
は
な
い
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' )J』

4

ミ
T

一
二
ケ

l
ン
ョ
ン
ほ
保
の
役
告
を
結
一
佳
品
川
に
果
た
し
f
k

い
る
万
働
者
に
報
償
を
ハ
ナ
え
る
サ
の
i

刀
法
は
よ
制
効
で
あ
ん
一
、
つ
に

ω
 

7
 
2
 

ハ
ラ
F

シ
ー
も
し
く
は
そ
の
岡
山
の
者
た
ち
か
ら
法
泣
か
吉
本
め
る
、
ン
グ
ナ
ル
が
出
て
き
た
段
階
で
速
や
か
に
い
町
民
】
ナ
る
職
支
ム
ゲ
ム
け
す
る
つ

m
J一D

F
J
 

吋
刊
』一以

一
つ
ぞ
に
い
、
松
場
一
7
Jノ
ル
を
深
刻
化
さ
せ
な
い
と
め
の
よ

1
パ

1
ソ
ノ
レ
な
る
の
は
、
一
じ
う
ま
で

b
な
く
民
属
的

A

司
一
ど
あ
る
じ
直

＇、
斗＂＇

J

傾
向
「
況
は
琉
場
を
托
握

t
、
き
め
刑
制
か
い
対
九
】
が
一
川
能
な
す
一
込
山
v
あ
t
、
二
の
役
割
は
渋
定
的
に
主
民
ど
あ
る
〈
直
J

併
の
r

可
辻
、

こ
の
市
、

一」の

k
q
な
討
応
に
際
ン
マ
キ
凶
一
品
の

i
一
同
が
寸

kv
の
第
一
行
者
と
ぶ
、
刊
介
的
役
割
を
u
h
た
J
q

こ
と
が
で
き
札
J
V

向
、
川
l
い
段
mm

で
悶
：

rr
い
解
舟
守
主
干
h
fる
こ
が
む
き
る
｝
〆
か
ー
、

は
待
問
の
上
一
円
は
当
事
ヰ
て
か
ら
「
不
作
ぷ
，
の
庇
担
者
」
と
日
ら
れ

て
い
る
干
ど
が
あ
J

＼
そ
の
は
明
～
u
に
は
上
司
か
斗
斗
引
第
一
正
7
ど
ご
ト
ラ
ソ
ル
に
一
刈
処
す
る
干
！
と
は
で
き
な
い

ま

f
－
間
同
の
L
L
司

の
ル
市
宇
品
引
円
で
あ
る
場
合
も
多
い

中

v
の
お
今
一
者

fr午
、
の
役
割
骨
巣
た
す
F

）
〆
｝
が
で
き
る
の
は
系

干
の
よ
み
示
場
人
け
に
は
、

山
川
を
異
に
す
る
上
役
で
あ
る
。
ご
の
よ
み
な
上
役
は
、
日
以
の
｝
叫
し
は
宍
な
ハ
、
白
拭
的
な
対
仙
台
ん
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
レ
州
相

し
て
同
情
談
で
d
d
r

ゐ
ァ
、
ン
ス
ト
役
と
し
て
刀
役
ー
え
を
果
た
す
吟
」
と
い
わ
で
き
る
彼
ら
に
は
待
三
札
る
の
は
ぷ
撃
的
な
泌

7
で
あ
る
が
、
問

活
が
涼
刻
と
あ
る
と
判
附
え
れ
る
ぬ
ふ
口
に
は
放
牧
と

L
I態
度
で
前
財
刊
の

決
断
々
と
F
中
川
J
V

山
カ
が
求
め
ら
れ
る
。

組
織
的
の
出
法
窓
口
の
役
割

組
織
い
に
同
市
談
窓
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

叫
帆
滋
リ
ス
ク
グ
ネ
ジ
メ
ン
に
ー
と
（
て
北
信
に
重
授
で
あ

そ
れ
は
、
相

識
が
職
場

i
hノ
フ
ル
；
れ
剣
に
ん
仇
す
る
川
自
治
あ
る
こ
と
苦
労
働
者
に

、
明
ら
が
い
V

9
る
も
の
ど
か
ら
で
あ
る

jミ

り
多
く
の
刺
紘
一
工
ハ
ヲ
ス
メ
J

ト
相
談
窓
」
が
設
け
ら
札
亡
、
v

ま
た
、
職
場
に
お
け
ゐ
ゴ
ミ
コ
一
一
ケ
；
ン
ョ
ン
を
疎
通
さ
せ
る
窓

口
〆
了
て
＼
／
＼
に
オ
、
J

ブ
ズ
マ
ン
制
度
を
設
け
る
柿
相
続
か
凶
？
会
、
ぃ

組
織
内
の
相
説
記
い
い
は
、
戦
場
ト
ラ
プ
ル
の
初
期
段
阪
か
九

当
事
主
も
の
円
助
努
力
い
い
け
刈
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
と
〕
て
の
役
割
を
期
待
v
d
れ
る
ば
か

η
で
な
く
、
山
手
者
の
同
開
の
河
僚
や
卜
同
等
に

か
会



注
切
な
ア
ト
パ
〆
ス
を
チ
え

ち
町
位
付
与
れ
る
c

さ
ら
に
、
駒
込
ー
ラ
ブ
ル
が
派
刻
化
し
亡
し
主
つ
行
場
合
に
も
、
中

υ
の
徐

者
と
し
一
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
〆
的
に
対
応
す
る
一
」
と
が
川
町
比
付
さ
れ
る
〈
も
っ
レ
b
、

実
際
に
は
組
織
的
問
談
窓
け
は
、

間
侍
さ
れ
る
役
割

を

l
分
に
来
た
！
と
に
は
い
な
い

ま
ず
制
織
防
い
相
設
窓
口
が
人
事
部
な
い
y

人
事
一
副
缶
を
担
当
一
ヲ
る
部
ノ
勺
い
凶
私
し
て
い
亡
、
福
談
山

存
が
当
事
者
に
不
利
低
な
許
舗
に
繋
が
る
と
恐
れ
ら
れ
て
い
）
ぬ
こ
と
が
多
い
峨
場
い
じ
め
守
的
ー
：
プ
ブ
ル
桐
談
が
、

ハ
ヲ
ス
》
カ
ン
k

相
談
怨
じ
い
い
で
は
な
く

「
一
／
プ
フ
つ
ア
ン
ス
郊
の
一

f
ヤ
内
部
統
制
の
た
め
に
市
若
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
L

沖
ぱ
片
山
〕
ば
あ

ぞ
れ
は
相
設
内
容
が
人
明
詳
細
に
声
援
問
い
川
！
さ
れ
か
ね
な
い
ζ

相
談
者
か
ら
見
一
つ
れ
て
い
る
た
め
と
£
る
〉
組
織
円
相
議
総
ハ
］
が
期
待

さ
れ
る
役
制
や
来
た
し
ふ
る
た
め
に
は
、
相
談
内
特
が
人
明
日
制
と
結
び
つ
か
な
、

Y
T
仁
寸
る
削
山
岡
山
が
相
次
宍
」
仁
伝
わ
る
戸
士

4
L
U

［
ソ
政
計
が
必

lthで
あ
ろ
う
。
例
え
ば

ハ
弓
ス
メ
ン
ト
相
談
ノ
む
パ
ク
人
事
訴
の
戸
系
に
ご
は
士
く
、

監
十
品
川
部
内
山
一
リ
ホ
列
に
置
く
い
っ

た
方
法
を
と
り
、

ま
た
、
窓
口
円
外
九
A

復
絞
れ
い
い
す
る
F

）
こ
芝
、
旧
情
談
者
が
相
一
試
し
や
す
い
窓

μを
混
択
寸
一
ィ
ロ
ヰ
一
士
に
工
夫
す
る
ご
ど

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

h
p
r
w午
め
ら
れ
よ
う
、
九
ら
に

山芯

μ
で
ぬ
ら
札
た
抑
制
談
内
市
竹
が
へ
事
評
仰
い
守
に
末
刊
に
用
い
ら
れ
な
い
た
め
の
安
1
、
や
異
議
中

ν
子
紋

ぞ
つ
だ
と
ず
れ
ば
、

7
 
明vw八

円、
J

F／
 

戸川

J5
 

一川v
f
 

組
織
内
総
合
は
狭
円
の

7
ク
タ
と
し
て
職
場

l
ラ
プ
ル
の
解
決
支
援
に
決
り
糾
L
U
－
－
f

が
一
で
き
る
は
ず
で
あ
る
恥

を
笠
備

L
C
お
く
γ白
川
久
も
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
い
し
と
も
、
い
相
談
川
容
が
対
処
を
泌
す
4
4
4
刻
な
も
の
と
あ
ゐ
こ
と
が
判
別
LLT
嶋
台
、

そ
の
対
応
は
思
終
的
に
組
織
管
苅
部
門
に
委
ね
ら
れ
る
の
ご
あ
り
、
柁
説
者
が
そ
れ
と
小
利
詳
を
止
ノ
げ
る
こ
と
を
危
院
し
な
く
て
よ
い

」
う
に
寸
る
初
ー
は
持
l
十
六
は
必
宏
一
七
あ
る
）

一
ワ
ズ
ば
一
組
織
竹
一
惑
は
で
は
な
い
が
、
叩
刊
議
怖
い
て
結
成
さ
れ
て
い
る
、
河
働
組
合
も
独
｛
い
い
円
相
議
窓
円
と
し
て
の
役
割
令
巣

た
す
J

組
織
内
初
ん
刊
は
、
労
働
高
測
の

yυ
協
が
ら
、

ム
下
と
二
、
ハ
ラ
ッ
ン

l
ω
ト
ブ
プ
ル
ム
九
忠
行
動
を
主
張
す
る
こ
と
に
と
る
J

本
土
、

職
場
ト
ラ
プ
ル
の
ん

nm的
解
決
は
労
使
い
ず
れ
に
1
／
一
っ
て
わ
利
訴
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
利
言
付
ー
υ一
は
な
引
戸
ず
で
あ
る
U

例
ミ
ム
ば
、
組
織
門
知
刊
ム
円
は
積
i

の
て
ン
プ
ズ
マ
ン
と
し
て
の
い
い
割
安
来
た
ト
フ
ニ
〆
一
が
一

γふ
る
こ

A

4

L

一
J

一、1

1
v
d
L
A
I
r
F
 

の
組
織
廿
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坪
部
門
と
刺
殺
九
州
引
合
い
「
協
調
し

↑
ノ
ブ
ル
の
解
伏
に
収
り
約
め
る
枠
組
み
を

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ょ
っ
J

か
ら
で
あ
る
ご
こ
の
占
…
、

ω
 

ァ旬、B
 
一DF

J
 

ト
フ
ブ
ル
汁
ー
い
の
成
呆
の
込
沈
ヘ
ト
フ
ィ
ド
ハ
ヴ
ク
に
こ
っ
て
、
組
織
u竹
担
ぷ
門
が
呆
ι
／
す
役
割
は
i
t

八
戸
い
。
引

吋
刊
』一以

c、

斗＂＇

7吐l

込
川
内
な
フ
r
l
y
h
パ
ザ
ク
の
た
め
の
相
識
包
斑
部
門
の
役
割

職
お
リ
ス
ク
マ
士
ン
メ
／
に
の
一
一
品
と
I

v

て
川
州
場
一
九
ブ
プ
ル
対
ド
ハ
ル
行
う
以
上
、
組
織
内
窓

μ
に
持
ち
込
ま
れ
た
九
一
ア
ヴ
ル
事
例

＼
の
列
店
内
川
置
は
込
速
に
主
坊
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

ま
た
そ
の
成
国
主
は
職
場
環
務
整
備
L

速
や
か
に
反
快
さ
札
た
け
札
J
v

に
ゆ
ら
な
い
v

こ
い
λ

の
も
、
そ
〉
1

2

た
品
宣
は
、
立
地
ρ

一j
る
煩
さ
を
田
町
小
限
に
食
ν
止
め
、
「
v

じ

の
一
に
並
行
句
会
刀
心
ハ
＼
こ
！
｝
を
じ
＼
ー
と
す
の
山

職
場
ト
ラ
ブ
ル
は

「
組
織
的
い
じ
め

ト
ラ
プ
ル
の
深
刻
化
を
防
く
た
め
に
は

の
段
限
に
必
ず
る
L

h

速
に
、
一
昨
刻
ん
す
る
の

者
か
ら
段
媛
、
ン
ノ
／
づ
ル
が
発
せ
ら
れ

に
な
り
し
パ
い

ハ】
7

y

サ
ー
か
ら
ハ
ラ

J
？
を
汁
さ
維
ー
す
比
一

T
i「
人
持
普
ー
を
五
必

ノ

｝

F

i

j

i

－

d
L
i
J
i
J
：：－
J

に
よ
二
七
す
る
必
峡
が
あ
る
が

そ
れ
チ
れ
い
う
こ
と
が
勺
さ
る
の
は
い
血
紘
管
理
市
内
だ
け
で
あ
る
り
記
総
日
hN
辺
部
門
仁
よ
る
迅
速
な
ト
ヲ

T
ル
刻
応
い
ょ
っ
マ
、
良
好
な
織
嶋
田
均
一
円
引
が
維
持
弐
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
支
際
に
は
紅
織
軒
辺
部
門
は
、
し
み
士
り
神
間
径
約
に
職
嶋
ト
ラ

プ
レ
こ

l
ヘ
し
ょ
っ
と
し
な
：

h
I
1川
デ

ー

と
り
わ
け
管
制
担
織
に
よ
る
パ
ワ

l

ハ
ヲ
ス
メ
J

t

の
場
九
口
に
は

J
p
d

〆よい
h

d
店

mu
一？川作品供
I
じい一

J

b

l

b

u
川
罰
バ
北
口
J

ち

A
J
1
5
7

ま
で
ど
フ
フ
ル
を
や
叫
註
し
た
り
あ
っ
ぱ
ら
巾
I
つ
片
品
秤
臓
の
六
ぃ
見
を
一
方
自
に
一
交
付
河
れ
て

ハ
一
プ
ッ
ン

l
に
不
利
な
処
2

刀
を

F
z心
三

と
が
多
い
ν

仁
か
し
、

こ
れ
で

31JJM峨
認
め
労
働
苔
二
組
織
を
じ
川
和
す
ノ
る
こ
l
k
いずで

3
な
く
な
丹
、

のム
L
Aは
大
Z
A

」
く
沈
下
」
一
切

る
こ
と
に
2
U

ゅ
う
つ
川
干
訓
に
人
事
異
動
を
伴
う
椋
伍
的
介
入
措
置
を
行
、
つ
梼
什
に
は
、
異
動
し
と
労
問
者
の
前
修
費
用
寄
の
コ
ス
ー
を

州問
hx示
ν
な
汁
，
れ
ば
な
ら
な
に
〆
ふ
J
7
1
多
〈
的
場
介
に
は
「
、
、

l
め
文
化
が
定
！
T
J
て
’
工
き
？
こ
！
と
に
も
た
ら
ろ
れ
る
ほ
畑
中
川
よ
い

も
、
労
的
F

す
の
叫
川
修
賛
同
h
M
e
J

の
方
が
割
一
久
な
の
で
は
な
か
っ
つ
か

Lγ

刻
に
適
切
に
戦
場
ト
ラ
ブ
ル
に
対
泌
す
る
こ
〆
一
で
組
織

に
対
J
q
る
労
働
去
の
信
頼
が
碍
保
さ
れ
れ
ば
、

戦
場
引
気
と
創
造
性
の
ん
け
同
己
主
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

ぞ
れ
が
も
f
ら
す
メ

7
2

r「
市
れ
T



I
r
u想
像
以
ー
い
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
っ
か
υ

五l

法
的
ル

1
ル
に
基
一
つ
く
調
笠
山
車
中
片
性

九
一
ア
ヴ
ル
事
例
へ
の
い
九
応
結
果
は
、

広
速
に
峨
場
環
埼
↑
フ

2
1
～
パ
り
ん
／
さ
れ
ん
必
要
が
あ
る
が
、

ふ
の
た
め
一
は
職
場
環
誌
の

調
ル
史
的
Lι
慌
が
日
一
仙
人
下
十
就
条
規
則
V
J
小山一一抗的

ν
！
ν
に立芦一
J

J

U

－
－
、
明
不
的
公
や
り
ん
で
行
わ
札
る
」
と
が
重
裂
で
島
る
〕
ー
い
う
の
も
、

組
織
に
泊
ず
る
P

対
的
存
J

の
信
頼
を
経
持
ず
る
ん
J

め
に
は
、

ル
ー
ル
カ
遊
切
に
道
t
Tシ
J

れ
て
し

2
T
v
が
F

ピ
ー
ル
さ
れ
る
必
安
が
あ
ふ

か
ら
で
あ
る
ご
ル
ル

い
と
戦
場
が
成
九
日
に
淫
円
さ
れ
て
こ
守
と
が
4
川
知
倣
－
R
さ
れ
れ
ば
、
「
い
じ
め
文
化
ー
を
段
以
与
え

職
場
の
活
ん
や
凶
保
さ
せ
る
F

」
と
が
川
授
に
な

ま
た
、
法
的
ル
3

ル
は
ト
ァ
ブ
ル
対
処
の
泥
沼
化
ム
予
防
ノ
ヘ
？
え
で
も
主
要
な
役
討
を
用
水
中
人
十
J

H

W

3

ル
は
、
調
埜
父
渉
力
際
ド
ド
、

ノ
J

シ
l

ハ
ラ
ヰ
庁

i
、
そ
し
て
合
判
的
問
で
、
何
を
父
法
の
争
点
ζ
L
9
る
か
、
ピ
の
ょ
っ
仁
六
人
法
を
主
め
て
い
く
べ
き
か
を
ね
宗

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

す
る
う
え
と
主
語
な
子
が
か
り
を
午
、
ス
て
く
れ
る
n

凡
凡
は
い
で
な
る
司
断
ム
準
と
な
る
ば
か
り

C
な
ノ
＼
交
淳
子
一
主
め
干
す
く
し
、

日叩J
、
法
的
凡

l
ル
の
も
っ
こ
の
よ
う
な
後
能
は
仇
し

注
切
な
前
払
川
本
可
能
に
す
る
「

る
こ
と
は
で
き
な
い
に
問
、
ぇ

ぱ
、
ャ
ク
ン
午
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
入
い
つ
い
に
は
、
出
女
昭
用
機
ム
バ
均
止
斗
い
一
条
に
よ
り
、

職
場
に
お
け
る
叫
持
な
己
到
に
起
因

す
る
開
山
市
地
L
間同

7
る
一
府
市
山
首
席
一
の
配
山
岡
一

の
義
務
カ
｛
疋
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
て
泌
叫
主
的
日
中
白
川
氏
務
古
川
勺
小
さ
れ
る
こ
と
い

J

っ

τ、
直
切
争
防
決
交
渉
が
行
わ
れ
る
均
台
治
団
弔
え
に
と
指
摘
さ
れ
て
い

Z
ら
に
、
υ
J
f
h

川
ル

i

－vド
一
基
づ

、
利
総
に
仁
る
職
場
行
ス
ク
マ
不
シ
メ
ン
ト
1
r

組
織
外
民
解
決
機
関
f

一
E
る
嗣
笠
、
助

一μ
、
あ
ワ
ゲ
人
、
利
酢
仲
介
、

さ
ら
に
は
労
働
者
判
、
判
仇
M31
の
聞
の
蹴
阪
を
少
な
〈
す
る
う
、
え
で
も
霊
説
な
役
割
安
γ
え
た

r

円
四
外
の
解
決
機
関
が
あ

J
7ん
学
を
い
れ
λ

際
に
決
め
手
こ
な
る
の
は
、
三
一
さ
の
で
張
寸
る
事
交
関
係
を
除
け
ば
、

L
ば
し
ば
ム
司
令
、

ノ、;en 

（仮ノ＜iP{JoG （；、 5？）同町以内G,7: 
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就
業
胤
出
と
い
っ
た
明
一
ぶ
化
さ
れ
た
法
的
ル

l
ル
と
山
市
政
と
に
唄
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
口

約
織
M
H
の
ぬ
誌
に
よ
る
あ
ぺ

と
い
う
の
J
J
、

せ
ん
培
J

は、

J1主
苦
闘
に
予
い
の
な
い
リ
リ
ー
ス
い
基
つ
い
て
進
め
ら
れ
主
け
れ
ば
尖
切
咋
一
に
欠
け
る
か
ら
で
あ
る
〈
と
り
わ
灯
、
細

c、

斗＂＇

織
と
ハ
ラ
ッ
ン
！
と
の
は
立
カ
散
し
い

＋
一
「
品
、

そ
の
傾
向
が
強
ま
る
っ
他
々
、

組
織
の

fnhIU
吋
事
者
の
杭
害
が
謀
長
り
う
る
か

さ
り
ご
は
、
よ
り
京
駄
な
解
決
も
あ
り
う
る
v

以
ト
め
よ
、
つ
な
州
主
体
か
ら
、

職
お
ト
ラ
ブ

w
へ
の
い
わ
J

U
は
い
い
的
ん

i
ル
に
汁
比
一
づ
、
v

て
行
わ
札
る
こ
と
が
重
裂
で
は
あ
る
が
、

／
て
れ
ご

も

込

町

小

h
h
山
ハ
一
ア
ソ
、
ノ
T
J

の

ゎ
救
助
へ
の
川
践
に
U
の
た
め
の
配
慮
か
ら
、

ル
ル
を
前
川
と
し
な
い

い
山
切
ム
円
J
U
山山

ゲー、／＼ヴハ悩

強
行
法
規
い
か
返
守
さ
れ
な
こ
」
と
は
問
川
躍
で
は
み
る
が
山
辺
一
者
間
の
ん
円
少
ω
に
三
円
処
分
川
ぷ
院
な
説
閉
じ
苛
ま
る
か
さ
れ
ノ

柔
軟
な
説
終
的
断
決
が
許
h
汗
さ
れ
て
ぷ
い
、
三

四

戦
場
リ
ス
ク
・
マ
、
不
、
ン
メ
ソ
J
L
に
は
す
る
佐
織
外
ア
ク
タ
ー
の
役
割

外
部
桁
談
窓
口
へ
の
ア
ク

t
ス
伝
際
的
必
民
性

前
卒
で
は
、
以
場
リ
ス
ク
才
一
小
、
J

メ
J

1

の
深
！
し
て
の

ヲ
ゾ
ル
日
付
h
u
p
h
J
U

一
げ
る
川
刷
機
九
γ

ク
タ

l
m

つ
い
亡

A
A
ヘ
一
？
？
♂
ニ
－

＋
一
日

t
f
企
法
パ
f

寸
組
織
内
い
の
＼
ヲ
ブ
ル
持
ι
U
は

矧
織
の
私
拘
tト
治
に
ふ
ザ
ね
ら
れ
る
の
が
原
別
で
あ
る

〆

A

〆

1
f［
 

ハ
ラ
ノ
シ
ー
か

ら
7
れ
ば
、
深
刻
な
峨
場
？
門
フ
プ
凡
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
レ
ス
組
織
的
で
で
れ
を
問
題
化
す
る
こ
と
は
班
し
い
v

す
で
ト
出
払
い
摘
し
L

だ
と
お

ノば、
υ
ば
ハ
一
ヌ
、
ン
ー
は
川
ミ
寝

日－

入
り
多
一
強
い
ら
れ
て
、
J

L

J

黙
っ
て
被
牢
仁
川
州
、
王
、
い
る
ハ
ラ

f
rー
の
没
也
此
円
以
は
J
ん
な
れ
の
数
に
ト
る
だ
ろ
っ

り
、
刻
印
川
内
羽
訟
窓
什
亡
話
？
〕
わ
ん
内
容
が
L
ヘ
ポ
評
価
等
で
不
利
誠
仁
川
市
ヅ
勺
一
れ
る
こ
し
Y

々
を
怯
れ
て
、

そ
よ
だ
と
ず
れ
ば
、

組
織
内
山
切
に
よ
る
牧
場
ト
ラ

y
ル
巧
叫
に
悶
レ
ィ
、
恥
的
回
れ
の
い
只
カ

i
分
に
帯
保
さ
れ
て
い
る
こ
は
と
う
て

v
一－円、
v
山
市
い
一
」
と
に
な
る
、

」
の
と
う
な
状
urh
を
白
川
版
J

、
験
場
ト
一
フ
プ
ル
対
泌
に
閑
「
る
恥
的
自
治
の
覧
会
報
保
「
る
ん
の
に

、r
7

／

：

i
t

F

｝ノ

J
1
1
d
例
制
帽
品
畑
山
恥
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タト
0) 

に
容
易
に
い
枚
J
m
t
三、

ト
ラ
プ
ル
川
河
応
に
必
認
な
夜
れ
引
を
去
け
を
一
と
が
て
き
そ
」
と
か

υ 
（
ア
ク
七
人
B

ポ
J
J
i
p）

必
要
と
な
る
と
も
す
J

ろ

へ

fr業
情
J

の
組
織
白
身
い
と
っ
て
も
、
戦
場
リ
ス
ク
マ
ト
、
ン
メ
ン

ι必
民
な
情
報
を
ド
日
る
七
め
の
ル
l

ー
や
政
保
し
て
お
く
こ
と
が
単
一
雪
一
じ
め
る
え
ら
に
、

ハ
ラ
ノ

Uγ111y
ハ
ラ
ッ
ン

1
、
そ
し
て
企
業
等
組
織
か
ら
な
る
当
事
者
ロ
ジ
一
で

内
ラ
ア
ル
の
円
、
I
的
併
伏
が
凶
誹
な
小
場
合
に
は
、
判
部
の
第
一
者
訪
問
に
人
る
，
れ
で
中
先
日
別
的
な
す
一
ァ
プ
凡
解
は
が
凶
ら
れ
る
ご
ト
y

も

vd

E
T
で
た
の
る
ν

そ
の
よ
う
に
L

て
止
じ
め
て
、
制
批
判
に
」
る
職
場
ト
ラ
プ
り
がJ
出
に
悶
〆
て
私
的
白
治
昨
託
心
待
保
が
図
ら
札
一
守
」
と
に

な
る
c

、
，
、
一
三
》

L
う
し
2
1
3
F

l

’
／
一
J

｛
匂

へ
い
誌
や
組
織
は
組
品
川
内
の
ト
一
フ
プ
ル
か
外
部
仁
漏
れ
7

守
一
乙
キ
一
肱
川
市

γ

るつ

ν
ば
〆
ば
、
そ
う
し
〉
／
問
題
を

I
h－
－

ν二
回
同
村

J

h
ア
立
。
L
Y

、i
－v

そ
ャ
で
、

ハ
ラ
ア
ン
7

の
組
織
外
守
い
は
へ
の
F

内
部
古
川
日
当
」

こ
J

て
制
裁
を
受
け
る
平
ど
に
な

ク
セ
一
人
少
一
保
障
す
る
た
め
の
ふ
ん
涼
と
じ
て
、
側
、
又
ば
、

イ
／
hy
’

ネ

y

卜
を
沼
？
に
利
用
1
1ヤ
す
い
倒
談
窓
ハ
を
埜
備
l
て、

ハー一
7

J

J

ノ一

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

シ
l
い
か
い
い
巴
れ
で
い
料
報
収
軍
司
千
を
行
、
2
7
J
υ

か
で
き
る
ふ
ー
に
す
る
『
と
な
ど
が
最
安
と
な
る
L

ま
た
、
鳥
品
）
に
応
乙
て
似
談
窓

U
’
u
刑

以
降
珂
チ
一
多
件
略
化
し

ハ
ラ
ノ
シ
ー
が
ほ
々
な
ル
！
？
か
ら
川
氏
消
ゃ
い
お
め
一
心
こ
と
が
で
き
る
体
却
を
実
現
す

ιご
と
も
必
安
t
あ
る
U

も
っ
と
も
、
河
よ
り
も
ま

の
拒
談
窓
日
開
肝
必
殺
関
よ
刀
企
業
等
机
議
市
川
協
力
を
得
ら
れ
る
こ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
組
織
等
い

協
力
の
イ
ン
セ
ン
一
J

ィ
ノ
を
斗
J

え
る
こ
レ
；
。
市
長
ー
と
な
ろ
う
…
こ
の
た
め
い
は
、
相
織
の
／
行
、
つ
椛
r

J

川
ソ
ノ
、
ァ
マ
不
ン
メ
〆
旬
、
に
外
部

相
談
奈
川
は
－

W
決
後
阪
で
の
：
ワ
フ
ル
対
辺
が
貢
献
で
き
る
h

体
制
が
ボ
め
ら
れ
る
よ
と
い
い
な
ろ
h

て
以
十
的
ょ
っ
な
出
、
に
一
時
な
し
な
が

ら
、
次
釘
己
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ゐ
ソ
セ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
の
特
色
L

そ
の
役
割
に
つ
い
て
は
て
ド
ミ
た
い
v

附
体
ん
Y

R

協
和
一
品
川
窓
口
の
特
仏
｝
糸
、
の
役
剖

祉
棋
は
吻
ト
コ
ノ
ブ
ル
の
F

ク
セ
ス
・
ゴ
イ
ノ
ト
L

r

r

て
は
、
五
際
に
必
々
な
む
の
が
か
存
L
て
い
る
、
エ
説
な
ア
ク
セ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
レ
r
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！
し
げ
に
、
し
ま
ま

のう
A

げ
る
同
作
詩
窓

μ、
例
え
ば
地
心
労
働
委
い
は
た
や
都
v
H
h
附
県
労
働
局
、
労
働
休
明
準
監
白
山
4T
や
犀
川
巾
均
斗
J
主
の

設
け
て
い
る
か
引
ル
次
官
U

円、

地
右
白
治
体
の
、
方
改
ム
下
官
事
務
所
の
労
働
相
談
窓
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
乙
ま
た
、
民
間
の

U
と
し

c、

斗＂＇

に

も、

労
働
川
体
な
と
が
設
け
て
い
る
栢
談
繁
川
、

粁
V
川7
一
ン
好
ル
タ
シ
7

門
会
社
が
設
け
る
相

経
常
同
h

終
日
作
設
J
J
て
い
る
相
談
窓
円
、

談
窓

μ、
弁
護

i
や
社
会
仰
陥
没
労
務
士
な
と
専
門
家
の
刊
一
行
け
）
ぬ
沼
市
談
窓

μ、
民
間
の
被
告
主
主
係
団
住
の
相
談
窓
口
な
と
与
除
な
窓
什

が
お
る

一
」
れ
ら
の
相
談
窓
口
止
、

そ
れ
ぞ
札
の
明
白
に
応
じ
た
情
報
提
供
、

助
一
言
・
持
等
、

芸
、
つ
に
や
守
打
撲
悶
仁
ょ
っ
と
ほ
、

あ
ヲ
せ
ん
、
作
双
な
？
と
、
合
土
J
U
J
V

一泊

t
た
紛
争
解
決
を
仲
介
4
る
役
割
守
系
ん
に
1

て
い
る
一
」
れ
ら
の
相
淡

Zu－
－
〕
目
解
決
機
関
は
、

志
コ
ケ
一
六
和
町
の
仲
介
、
仲
ふ
と
と
を

hλ

か
ぎ
り
で
一
一
川
の
裁
判
外
紛
争
解
決
（
、

A
D
R
）
機
閃
と
し
と
旧
日
前
5
れ
る
が
、

の
予
防
活
聞
に
悶
わ
る
様
々
な
役
割
キ
初
三
、
い
ノ
吋
C

手

町
て
れ
の
特
色
に
山
じ
て
手

E
r
r
Jコ
目
立
乙
FEELγ
追
求
す
る
と
と
も

μ
、

の
机
初
年
J

解
決
に
日
間
ま
ら
ず

れ
う
の
相
談
窓
ハ
ソ
解
決
機
関
は
、
ノ
ぐ
れ

ハ
ラ
ッ
シ
ー
の
う
ア
や
議
場
へ
の
山
内
通
山
会
人
一
夜
、
へ
T
W
一
寺

の
U
引J
目
指
JVUふ
州
場
環
境
設
備
訳
出
立
本
J

い
持
し
て
重
要
な
役
？
山
正
を
来
た
す
と
は
い
え
、
－

札
ま
で
の
と
こ
ろ
、
そ
っ
し
た
窓

U
－
射

以
降
河
川
刊
行
の
実
効
的
な
述
呉
川
か

1
分
に
斗
ら
れ
て
い
る
と
は
一
口
い
吐
い
川

U
の
連
出
店
内
が
八
d
H
U
3
ら
れ
れ
ば

一

L

J
〕

こ
i
、1
0

ワ
ゾ
ン
ー
の
実
効

rJな
救
討
の
み
な
ら
ず
、
仕
業
等
科
織
の

ス
L
7
・
マ
ネ
ン
メ
J

P

の
ぼ
り

ιt川
十
日
い
一
只
献
し
、
つ
い
て
は
峨
場

ヘ
ラ
ィ
ノ
ル
対
泌
に
関
す
る
弘
明
J

ト
山
け
の
泣
の
伊
保
が
同
凶
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
そ
よ
℃
、
以
一
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
ル
J
U検
問
の

役
割
に
勺
い
て
怜
お
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
を
中
心
fm
川
的
に
速
湾
さ
什
る
た
め
の
ん
策
に
つ
い
て
見
て
い
え
れ
い

' 4しl

行
政
の
引
法
窓
口
の
役
割

従
支
か
ら
、
行
政
は
、
叩
叩
辺
的
げ
ト
の
山
け
先
機
悶
で
あ
る
労
政
、
七
片
山
F
事
務
所
な
ど
ヰ
1

心
と
ラ
ニ
＼
職
場
ト
ラ
イ
’
ル
f

一関
J
y
る
相
談
を

受
け
付
け
て
き
た
F

こ
れ
に
加
え
、

込L

1r 

ハ
リ
一
月
ヨ
の
「
川
別
労
的
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
じ
悶
「
ゐ
法
律
」
（
以
下
、

州
別
，
ガ
掛
叩
M

川
刷
会
一
軒
小
浜
民
逆
法
、
〆

の
施
行
を
受
け
て
、
戦
場
ν
じ
め
、

バ
リ
マ
・
ハ
ご
ノ
ス
メ
ン
ト
、
L
J

’
ノ
シ
ト
ー
し
・
ハ
弓
ス
メ
ン

J,,j 
1~； 
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ト
ゃ
ん
古
川
む
包
引
労
働
紛
下
院
川
以
支
一
J
K
の
七
め
の
セ

l
ノ
テ

A
l
ネ
ソ
ト
と

L
」
、
川
日
止
労
働
自
の
地
方
支
分
ロ
刊
で
あ
る
部
追
い
ぺ
京
労
働

パ
周
が
中
心
と
な
っ
？
＼
絵
今
労
働
恒
談
、
幻
円
・
指
導
、
あ
っ
せ
ん
を
行
つ
一
留
別
当
倒
紛
下
貯
決
、
ン
ス
｝
「

一
が
設
け
ら
れ
た
〈

の
制
度
出
、
都
内
見
府
県
労
働
忌
が
、
労
働
基
準
監
丘
署
、
地
方
労
問
委
只
会
、

阜
市
均
等
宝
、
公
共
職
業
安
イ
イ
所
、
他
方
円
治
体
な
と

の
協
け
り
の
も
と
に
、
総
合
労
倒
伺
談
、
都
道
府
県
労
働
町
長
に
よ
る
助
一
円
指
導
、
一
切
下
剥
笠
委
円
以
会
に
よ
み
あ
っ
せ
ん
1
P

い
っ
た
方

広
告
、
制
別
労
働
紛
争
mu
悦
決
支
援
を
訂
う
も
の
で
£

「
総
立
労
働
相
談
」

相
談
者
ト
ト
山
市
ん
い
の

十
市
下
い
え
に
逮
ご
、
解
決

しr
いは、

方
法
等
に
関
オ
る
出
羽
ふ
川
町
供
し
、
相
談
室
の
白
＋
的
な
卜
一
ブ
プ
ル
解
決
を
支
援
す
る
こ
こ
で
£
る
助
円
・
指
導
」

r 

i主

局
長
が

μ肌
軒
検
出
…
に
芝
づ
、
v

て
問
山
曜
の
あ
る
ん
い
n

ズ
仏
寸
に
け
刈
L

C
行
政
拾
議
を
一
灯
、
つ
ご
と
ぺ
あ
る
つ
ふ
っ
セ
ん
l

い
し
は
、
弁
一
品
ふ
、
大

学
技
M
N
h
M
U

万
市
問
訟
の
町
川
内
い
主
で
あ
る
、

γ識
的
験
者
六
、
組
織
也
、
れ
る

日
引
当
事
苔
嗣
の
和
解
を
州
i

合
パ
オ
る
調
停
型
」

グ〉

あ
る
、
さ
ら
に
、
都
道
付
県
の
労
政
一
丁
管
事
務
川
も
、
個
別
労
偽
紛
勺
d

済
決
促
進
法
二
心
力
次
会
一
受
け
仁
、
内
の
削

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

］
作
山
中
三
布
列
的
に
、
同
一
様
の
侶
別
労
仙
即
日
紛
争
解
f
仇
山
叫
ん
肢
を
日
以
け
て
い
る

一
夜
明
弥
刑
汗

i
ピ
ス
）
。
労
政
ヨ
首
事
rお
一
昨
が
バ
れ
れ
ム
h

労
俄
初
一
欣
お

よ
刊
い
一
刑
判
労
働
紛
争
市
川
詞
牲
を
行
い
、
地
方
労
働
委
日
会
が
あ
っ
せ
ん
を
行
う
と
い
ワ
ス
斗

l
ム
が
般
怖
で

る
u

町
沖
泣
羽
来
的
パ
力

状
、
王
州
市
山
事
務
川
の
が
法
窓
口
は
、
内
治
体
の
労
働
者
深
志
行
は
に
対
す
る
社
会

般
の
信
松
い
を
立
川
慌
に
、
年
出
労
働
机
初
予
の

の
草
更
な
い
と

L
了
、
の
役
割
を
果
た
し
て
い

行
政
に
よ
る
個
別
労
働
紛
下
解
決
判
川
氏
は
、
／
山
政
が
解
決
41
仲
介

F
る
こ
と
か
e

h

り
使
用
有
企
業
古
の
協
力
を
作
や
す
く
、
比
較
的
い

－
A

効
的
な
解
決
を
実
鋭
、
二
き
た
J

ド
時
か
ら

ω
使
用
主
ん
主
主
J
H
v

対
J
q

る
枯
諸
問
供
議
絡
も
行
っ
て
お
り

の
職
場

η
ス
ク

一
定
住
－
F
t
川
内
ら
れ
て
ジ
心

も
コ
し
r
も
、
こ
の
制
戊
に
札
一
つ
く
助
百
指
導
、
調
整
v
、
志
っ
せ
ん
は
、

i

マ
人
二
ン
メ
J

ト
レ
し
の

自
弔
チ
グ
ド
の

の
隠
行
を
前
提
f

一
「
る
も
の
で
あ
り
、
仙
M
M
1
企
業
等
が
非
協
力
的
で
あ
る
場
合
に
は
実
効
相
い
ふ
発
揮
で
手
伝
い
r

ソ
ゾ
ン
測
と
使
川
平
日
h
L
Y
4豆
、
に
こ
の
対
V
が
川
畑
と
な
り
、

も
は
や
ハ
弓
ゾ
、
ン
7

の
職
場
復
帰
が
占
十
め
立
い
こ
う
な
場
J

立
に
は
、
間
体 ノ、

（仮ノ＜iP{JoG円前）夕刊以内G,7: 
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交
渉
守
の
し
夫
力
付
使
走
行
、
つ
こ
と
が
で
き
る
労
働
組
介
に
よ
る
前
払
し
ゃ
ゴ
寸
法
的
郡
山
仏
が
よ

η
効
民
的
と
あ
る
ー

口i

川
ぷ
倒
U
体
の
い
叫
i

談
窓
口
の
役
割

c、

斗＂＇

労
働
団
体
も
三
た
、
職
場
ド
ラ
フ
ル
の
併
決
を
低
る
へ
め
の
侶
談
供
V
Uを
ぷ
打
亡
い
る

本
来
二
労
働

労
働
団
体
の
相
談
窓
口
は

者
と
侭
山
者
と
の
菜
凶
出
川
労
倒
紛
争
の
刊
州
存
主
綬
を
ム
下
た
る
対
象
と
す
る
が
、
比
判
的
に
半

v
段
階
ず
り
セ
ク
ン
ヤ
ル
ハ
一
フ
ス
J

f

J

f
V
J悩
別
労
間
紛
争
の
解
決
に
も
印
4
1
ノ
判
ん
て
き
丘
、
労
働
回
い
の
相
談
窓
ー
で
行
わ
れ
る
の
は
、
主
と
？
二
一
、
労
働
相
談
ご
あ
り
、
臼

中
的
紛
争
解
決
の
ズ
授
が
巾
む
と
な
っ
て
い
る
も
っ

ζ

も
、
労
的
同
体
に
相
訟
に
z
M
K
L
相
談
蓄
の
多
く
は
、
他
的
判
議
総
ハ
］
で
「
β

ら
い
阿
し
」
に
さ
わ

3

〆
仁
、
一
」
ご
に
た
ー
と
り
相
く
じ
行
い
J

りリ山
λ

ま
れ
る
相
1
一
川
に
は
、
使
じ
J
4
1
企
た
等
が
問
題
に
問
、
心
会
か
N
C
な

い
な
と
、
凶
作
一
市
の
十
円
ぺ
仏

F父
渉
を
進
め
る
甲
／
一
が
m刊
援
な
事
誕
が
か
な
り
の
割
合
を
と
門
め
る
ご
そ
こ
で
、
万
散
は
休
は
、

ハ
ご
ノ
ツ
、
ン
7

が
組
合
以
読
者
で
ち
れ
ば
い
ω山
市
労
間
紅
ム
円
に
鴻
力
の
働
き
か
け
を
む
い

主
た
ハ
ブ
P

シ
ー
が
労
働
市
ム
円
未
釘
人
の
場
合
に
は

組
合
半
j

＼
の
加
入
を
リ
川
n
i
ζ
L
て
浅
川
用
者
企
vLm寸
と
の
凶
体
交
法
会
一
行
い
、

ー
ラ
プ
ル
語
以

F
Q
υ

労
掛
町
出
体
の
似
談
窓

U
は

い
わ
ば
職
坊
ト
ラ
ブ
ル
の

駆
け
、
ハ
と
で
す
と
も
↓
ワ
フ
ベ

し
と
い
る
の
と
は
い
え
、
市
北
川
吉
企
業
予
は
、
公
的
司
体
、

と
り
わ
に
V
M
引
外
約
九
円
が
職
場

1fワ
フ
ル
の
併
決
交
渉
に
来
り
山
じ
て
＼
る
こ
と
に
拭
抗
感
が
強
い
引
外
科
ム
円
は
ん
民
社
の
事
清
を

JLる

二
と
な
く
強
引
な

1
休
｝
父
惨
を
行
、
つ
効
今
も
あ
り
、

－
」
与
し
た
J

小
れL
札
感
に
理
由
が
在
い
れ
い
ハ
ど
に
は
会
い
。

ぞ
れ
ゆ
え
、

労
働
ヨ
円
以
の

下
解
決
I
A
M
Z
I
レ
－
佐
川
者
企
業
主
寸
の
行
、
っ
峨
み
り
ス
ク

7
ネ
ジ
メ
ン
ー
と
の
連
換
を
期
待
す
る
ご
1
y

ほ
難
仁
川
一
そ
こ
で
、
労
働
肉
体

の
ほ
談
ど

μ
の
士
、
効
ド
を
確
伝
す
る
た
め
に
、
労
働
凶
作
と
科
J
V
i

凶
休
v
J
涜
村
山
て
相
談
ぢ

μゃ
設
け
る
等
の

i
犬
J
r
f

、
使
川
用
者
八
中

や
す

ν
体
制
を
杭
え
ゐ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
ご
L

に
な

''I 

内
科
7
官一
l

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
主
J

の
相
談
総
ハ
ハ
一
の
役
剖

ヘ
ユ
出
川
体
、

九
九
件
団
体
は

吋
九
円
団
体
の
窓
で
の
相
談
は
、

人
手
vカ

配
中
迎
会
社
な
仁
）
心
計
営
者

A
hつ
の
職
場
ト
ラ
プ
ル
相
談
に
』
じ
て
い
る

／目立i、法1;<-1 S6 lヲ行j 300 〔2GiJC.7 J 
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叩
巴
門
涯
ゃ
労
間
約
九
日
日
汁
策
と
い
っ
た
粁
V
H
r
古
班
一
の
問
題
に
つ
い
ー
の
い
匂
誌
が
山
中
む
と
あ
る
が
、
包
別
労
働
紛
争
ヘ
の
関
心
の
応
吏
り

て
い
る
r

続
常
当
仏
は
、

M
K
営
者
研
修
斗
J

を
通
じ
イ
ヤ
時
か
ら
椛

に
応
じ
て
、
職
場
い
乙
め
守
的
＼
ヲ
ブ
ル
に
つ
い
ど
の

場
リ
ス
ク
・
マ
ネ
シ
メ
シ
k

に
ふ
同
僚
に
影
響
を
お
よ
ぽ
T

よ
と
が
で
J

さ
る
つ
三
た
、
経
常
信
談
学
を
通
じ
て
心
河
川
ら
れ
た
事
川
ふ
を
分
析
し

亡
、
職
場
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ン
4

ン
ー
、
に

Jι安
な
枯
識
を
川
間
山

υ
、
企
業
等
制
織
が
職
場
ー
、
－
フ
プ
ル
に
逮
切
に
い
Y
J処
で
き
る
よ
み
愉
休
し

て
v
る什

μr営
コ
ン
ナ
H

タ
／
ト
ど
KLも
ま
た
、
官
利
活
品
川
町

に
経
’
「
廿
者
仁
村
亡
、
職
場
1

二
｛
、
、
［
レ
r

一〆

ソ
ブ
ル
に
閃
す
る
財
円
・
指
導
を
行
つ
ど
い

も
っ
と
も
、
寸
乱
立
ず
よ

、
（
｛
：

1
t
、J
一
l

コ
シ
斗
ル
タ
ン

l
ム
μ
件ーは

般
川
門
け
ふ
り
パ
ワ
ー
”
ハ
ラ

ス
メ
／
卜
相
一
九
州
慾
な
と
も
設
け
ノ
て
お
り

の
経
」
円
ヌ
の
み
な
り
ず

戦
場
い
じ
め
与
の
ハ
ラ
ッ
〉
？
か
ら
の
相
談
に
も
恥
じ
て

い
る
こ
川
町
u
h
z
川
件
、
で
川
町
吋
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
九
五
什
は
、
半
時
か
ら
企
業
等
相
織
の
職
場
叶
J

ス
ク
・

γ
ス
ジ
メ
J

卜

γ
関
ト
7
1
1
創
造
内

な
議
場
環
ん
r

の
形
成
推
持
に
寄
り
ヂ
J
1
る
反
出
、
川
内
外
的
な
場
合
を
除
い
亡
、

ハ
ラ
ノ
〆
ー
の
紋
宍
救
済
い
は
関
わ
h

川
を
ふ
」
一
た
な
い
υ

Y

一

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

は
い
え
、
計
営
川
体
や
経
常
プ
ノ
サ
ル
タ
J

ト
は
、
職
場
り
ス
ク
・
マ
ネ
シ
メ
ン

f
h減
す
る
情
報
を
合
議
等
し
が
織
の
新
日
付
仁
実
効

治
に
球
過
さ
せ
る
ご
と
が
で
き
る
の
一
二
あ
η
、
行
投
係
諸
与
が
こ
れ
と
連
携
す
る
F

）ししご、

ハ
ラ
ア
ン
！
の
ぺ
双
山
台
段
併
に
バ
欣
す
る
こ

と
も

i
分
に
rj能
で
あ
る

弁”諜

t
、
社
会
保
漁
労
務
士
川
ヰ
専
門
家
、
尽
問
A
U
民
に
よ
る
相
談
話
円
の
役
割

汗
投
上
や
け
会
保
険
労
務
i
いIY
の
専
門
家
の
ぷ
り
る
相
談
窓
け
V
対
し
と
は
、

そ
の
守
門
性
へ
の
信
頼
と
ア
ク
セ
ス
の
子
軽
さ
も
あ

な
職
場
l
ラ
プ

ν
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
て
え
一
れ
れ
ハ
こ
の
肉
、
弁
志
士
は
、
「
川
叫
が
労
働
＃
叩
占
有
川
川

者
保
護
小
山
立
坊
を
明
涼
に
打
ち
出
す
弁
設
一
同
庁
刊
か
結
成
〕
イ
収
対
ト
ソ
プ
ル
相
談
を
’
光
施
ト
ー
や
一
方
、

UNhγ
測
に
が
川
7
J
～
片
山
、
「
必

り
、
従
長
か

め
よ
う
に
労
働

サ
パ
法
曹
会
議
の
よ
う
な
凶
体
十
一
結
成
し
、
労
使
問
題
の
一

ラ
ブ
ル
の
相
一
訟
に
泌
じ
て

ま
た
、
出
廿
三
汗
世
一
川
上

公
が
設
け
と

v
L
「
紛
？
解
決
セ
ン
タ
v

l

t

d

の
い
べ
河
A
D
R
も
ま
た
一
殺
の
法
律
相
絞
め
環
！
と

υ
f
k
戦
場
卜
一
ア
プ
バ
侶
訟

μ
比
じ

（仮ノ＜iP{JoG （；、 60)301以内6,7: 
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c 
T、

也
心
、
討
会
保
険
分
務
L
L
b
、
都
道
府
県
L
ベ
ル
の
引
会
保
険
、
ガ
務
会
子
中
心
と
し
亡
総
合
υ
万
偽
作
談
を
突
い
紘
し
、
労
使

ス
を
受
け
る
こ
ト
y

カ
で
き
る
い
円
で
、
戦
ぬ
v

ヲ
プ
凡
の
ノ
ブ
y

J
！
の
み
な
ら
ず
、

ω
 

7
 
2
 

経
常
湖
い
と
っ
て
む
利
用
一
わ
す
い
出

μ
cあ
る
つ
加戸

3
吋
刊
』一以

川
堂
々
か
ら
の
刊
淡
を
受
け
引
刊
け
て
い

そ
の
的
、
司
法
問
士
ヤ
／
れ
改
世
田
l

仁
与
の
汁
J

門
職
に
よ
る
I

山
山
間
A
D
U
A
も
戦
場
一
ブ
ブ
ル
刊
談

c、

斗＂＇

を
円
又
け
る
こ
と
が
あ

弁
護
士
P
付
会
保
設
労
待

i
学
専
門
京
の
祁
説
得
口
二
、

乱
高
な
事
例
に
裏
付
け
ら
れ
と
守
門
的
ア
ト
パ
J

ま
ん
、
問
脱
が
こ
じ
札
、
当
事
高
だ
け
一
℃
円
I
的
解
決
が
同
叫
な
川
崎
ム
円
に
ら
、
刊
誌
や
和
解
仲
介
内
方
t
川
宮
、
田
川
三
、
実
効
的
な
解
決
を

図
る
一
」
と
が
で
き
る
じ

ιら
に

ヨ
一
訴
二
八
る
準
備
ふ
行
ヘ
上
と
も

h
u
r
£
る

JFH夜
わ
社
会
保
険
労
務

記
、
向
守
門
家
の
和
一
成
窓
一
は
、

ト
ラ
ブ
ル
が
深
刻
化
L
、
問
題
が
明
確
に
な
っ
て
か
ら
相
談
を
公
け
る
一
一
こ
が
多
い
c

そ
れ
少
え
、
そ

こ
で
の

の
引
時
の
戦
場
）
ス
ク
‘
マ
ザ
れ
ジ
メ
ン
ト
に
戸
長
官
一

J
す
る
｝

v

は
少
な
い
む
し
か
L
他
方
、
ノ
ぐ
れ

り
の
窓

μ
は
、
訴
訟
位
一
寸
の
一
山
り
だ
効
的
な
紛
争
併
以
手
段
三
件
引
ふ
γ

背
景
と
し
と
、
八
UOEr立
川
っ
く
円
i
的
柄
、
必

r
Mけ
て
、
当
事
者

同
の
交
法
を
於
く
後
押
し
L
9
る
役
町
チ
来
た
す
こ
と
が
で
き
r
一句『

札
に
加
、
え
て
、
事
珂
家
団
体
ぃ
刀
叫
川
修
等
を
守
川
一
三
、
平
時
か
り
企
vL

与
組
織
や
h
w
台
日
体
に
様
々
な
紛
え
一
か
げ
を
行
、
っ
～
｝
と
で
、
企
業
伴
J

事
総
円
以
場
リ
ス
ク
・
マ
不
ジ
4

ン
？
に
資
ワ

yddる
万
策
千
日
品
開

す
れ
ば
、
ニ
、
っ
1
た
が
い
一
設
定
口
の
存
在
怠
義
は
い
っ
そ
っ
子
3
な
も
の
に
在
る
と
志
わ
れ
る
。

ピ）

被
害
者
支
淀
川
一
件
与
の
侶
談
終

υ町
役
別

最
近
で
は
、
職
場
1

ソ
ブ
ル
の
被
宍
併
以
ム
す
な
ど
が
山
中
心
と
宇
っ
て
被
害
者
支
一
五
凶
作
Je
結
成
し
、
恥
湯
レ
じ
め
等
の
伺
談
に
止
す

る
場
合
も
明
党
て
い
る
ヘ

へ
持
定
＃
J
Vい
利
治
動
、
？
μ
人＼

を
叫
一
千
子
一
、
ほ
訟
に
山

ど
夕
、
ン
山
ル
ハ
ヲ
ス
メ
／
ト
山
守
に
つ
し
て
は

N
F
O

じ
と

v

ゐ
同
体
も
あ

こ
の
よ
う
な
支
援
凶
休
の
相
談
符
じ
は
、

ハ
ソ
ヴ
／
ー
が
必
支
と
す
る
き
め
氏
刺
か
v
L
7
7

ぞ
行
、
つ
こ
と
が

で
き
る
点
C
、
強
日
の
白
夜
作
長
認
を
L
℃
し
て
い
る
し
怖
い
刻
な
戦
局
ト
↑
ノ
ブ
ル
は
ハ
プ
ヅ
／

i
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
を
パ
ー
さ
立
心

場
合
が
苓
ノ
い
が
、

そ
う
L

f
問
題
に
親
身
に
な
コ
て
ケ

y
J
T
m寸
、
i
f
が
で
き
る
の
は
、

tλ

）
た
間
体
の
相
一
ん
は
窓
－
で
あ
る
、
こ
の



点
、
被
究
者
支
援
川
体
生
7
の

U
に
各
結
一
塁
れ
い
た
ケ
γ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
は

の
職
場
リ
ス
ク
・
マ
リ
小
ン
メ
ン
ト
に
と
J

て
も
v
公
安
な
ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
る
r

そ
の
岩
味
で
は
、
子
、
つ
し
た
ノ
内
ハ
よ
け
ん
小
企
楽
生
寸
の
組
織
に
謹
一
冗
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
C
あ
る
〈
点
状

築
研
修
に
こ
、
っ

L
た
柘
談
走
口
の
福
談
円
以
川
市
寸
を
お
f

、
と
い
つ
れ
ち
伝
吉
、

ハ
ラ
ソ

C
1
に
対
9
る
ヶ
？
の
ノ
ウ
パ
ウ
が
組
成
、
に
淡
河
さ

れ
る
工
夫
か
求
め
ら
れ
る

'f ' 

O
D
H
と
J

て
の
す
ン
一
ノ
イ
L
相
談
窓
ー
の
刊
日
明

こ
こ
ま
で
相
場
ト
一
y
ザ
ル
に
関
サ
品
行
政
、
労
働
凶
体
、
然
科
凶
体
－
huv
営
コ
ン
パ
吋
ル
タ
ン
ト
た
引
、

日
立
九
竺
・
わ
い
i

九
五
保
険
労
務
上

止
の
向
守
門
家
、
円
、
品
川
問
主

D
R
、
そ
｝
プ
一
、
彼

342Ark凶
作
与
の
相
談
窓
］
1

／
二
っ
た
ア
ク
セ
ス
・
ポ

f
ン
ト
の
件
付
仏
｝
と
役
割
に
一
～
ご
、

概
内
附
1

て
＼
き
た
c

戸
工
で
さ
ら
に
、
そ
？
に
機
関
心
設
け
る
イ
／
タ
’
ア
ッ
ト
に
よ
る
相
談
窓
は
の
役
討
に
J
J

い
て
れ
一
白
L
て
お
き

た
い
。
今
日
で
は
、
上
述
し
た
ア
ク
セ
ス
・
ポ

f
ン
ト
の
下
市
立
な
も
の
の
ほ
と
ん
こ
は
、
イ
／
タ
ー
ネ
y
ト
に
よ
る
相
」
子
生
山

μ
を
設
け

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

て
い
る
u

イ
L
ク
1
ネ
ノ

f
に
よ
る
悦
談
窓
け
に
は
、

（

l
分
が
市
川
f
h

尽
な
扱
い
チ
受
け
て
い
み
と

G
識
し
て
い
る
人
ヤ

ハ
フ
y
シ
l

そ
の
説
校
単
j

の
対
係
者
を
も
汽
む
〆

が
、
イ
シ
タ

l
ネ
y

：
一
え
列
川
用
て
き
れ

戸
、
有
い
切
に
γ
ク
ヒ
ス
で
主
、
日
中
戸
名
f
m相
川
よ
ょ
す
る

ニ
ル
が
て
さ
る
。
こ
の
ア
ク
ピ
ス
の
行
易
売
の
意
味
は
い
く
ら
必
ぶ
し
て
J

む
し
す
ぎ
る
ご
と
は
な
い
り

ハ
ラ
ァ
シ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ノ
？
の
倹
素
γ
ス－
r
ノ
ム
を
引
刑
し
て
述
切
な

1
ン一ワ
J

〆
相
談
窓

μ
を
選
び
出
、
一
こ
と
が
ご
九
る
f

そ
し
て
、
そ
ト
ご
と
ノ
ク
ピ
ス
ず

る
こ
I

Y

J

＼
ト
ヲ
ア
ん
が
深
刻
化
ヲ
る
以
前
に
、
わ
裂
な
情
？
キ
ゃ
ね
る
こ
と
が
じ
年
一
一
る

ハ
ラ
η

シ
ー
に
と
J

－
て
は
、
L
Tぷ
司
品
、
ノ
＼

U
l
い

持
品
ド
、
円
分
的
援
か
れ
て
い
る
状
況
に
定
義
を
ワ
え
、
ー
久
処
方
、
店
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
ま
た
、
あ
ツ
日
程
ぱ
問
題
が
法
刻
化
レ

た
段
階
で
も

ワ
フ

r
L
ーが
rHら
め
を
え
比
一
主
れ
〈
J

る
ト
一
ワ
プ
ル
に
う
い
て
ど
こ
に
相
談
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
か
で
v

場
ム
n
に、

yi
ン
ラ

f
J刊
誌
窓
円
？
っ
司
鮮
な
手
投
手
に
悶
「
る
情
転
手
料
る
こ
と
が
で
き
る

i
q

一
一
〉
ヨ
）

J
f
i
J
b

？
h
y
 

同
日
悼
の
同
町
掛
か
と
の
土
λ

仁
川
引
り
扱

わ
れ
、
と
の
手
J

な
解
決
が
与
え
ら
れ
r

v

る
か
を
切
る
p

」
と
が
で
き
、
白
÷
的
父
渉
の
か
う
ド
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
c

他
五
、
令

（仮ノ＜iP{JoG （；、前； 30：！以内G,7: 
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業
叫
？
の
組
織
相
も
、

そ
こ
か
ら
職
場
リ
ス
ク
マ
ネ
P

ン
メ
ン

i
仁
必
安
な
清
報

そ
の
よ
つ
な
オ
三
ア
ノf

ン
ホ
ー
淡
窓
口
に
ア
ク
セ
ス
し
、

を
収
集
す
る
一
、
Lr
が
で
き
、
円
い
段
猶
で
入
↑
ノ
ブ
ル
に
説
勾
に
対
処
す
る
一
〕
と
が
町
、
さ
る
〈
以
戸
の
よ
ろ
に
、

オ
〆
一
ソ
イ
ン
叩
談
窓
川

c、

斗＂＇

マ品

ハ
ラ
ッ
ン
！
の
み
な
ら
ず
企
業
せ
の
制
織
に
と
っ
て
？

ι要
な
川
市
被
の
拠
点
と
な
り
、
ま
ん
交
沙
い
必
裂
な
市
禄
チ
笠
瑳
必
乎
し

て
間
以
仇
、
一
す
7

ハ
ペ
怪
の
り

P
R
一
、
こ
ロ
］
旧
日
ロ

2
v
E何
回

2
乙
E
5口
）
ン
ス
ァ
ム
と
し
て
の
役
割
を
果
七
1

J

一
、
い
る
職
場
人
一
ヌ
自
ノ
ル
の
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
怨
［
は
、
後
川
止
す
る
総
ム
円
グ
い
符
支
援
の
作
組
ふ
ゲ
通
じ
て
ネ
V

｝
ヅ

l
ク
化

x
Gゐ
」
と
で
、
今
役
ま
す
ま
1
9
十
八
き

割
安
来
た
ず
よ
ー
に
な
る
y
一
考
え
ら
れ

裁
判
所
の
役
滞
こ
労
低
審
判
判
例
以
へ
の
期
待

民
事
訓
停
の
は
割

前
約
で
小
一
べ
亡
さ
ん
手
段
に
よ

3
E

か
な
り
多
〈
ど
市
場
｝
ラ
プ
ル
に
勺
い
て
尖
効
的
合
川
明
也
氏
が
同
ら
れ
る
こ
と
に
在
る
。

L

，
て
れ
ら
の
子
役
は
r
V
1
Lふ
z
門
家
に
汁
す
る
社
会
的
信
頼
な
ど
の
裏
付
げ
を
併
す
る
と
は
い
え

な
L
P
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
実

現
が
何
台
山
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

A
r、
分
品
川
刊
訂
に
Mmf
が
ら
な
い

」
の
点
、
即
日
的

rHム
川
の
貨
を
確
保
す
る
仕
ね
み
の

ゐ

外
枠
を
山
川
「
プ
る
の
は
裁
判
所
r

じ
め
る
）
そ
に
で
、
本
節
て
は
及
判
断
に
よ
る
机
別
手
解
決
手
段
の
役
割
に
つ
い

古一、
F
J
t
 

犯
の
ず
段
に
よ
る
解
決
が
不
調
に
終
わ
レ
リ
、

w
l市
下
苔
が
よ
り
実
1

刈
的
な
紛
争
前
山
山
手
段
仁
訴
え
よ
、
っ
と
す
る
場
合
勺

し
d
h

し
s
d
J中川

な
ヰ
提
起
す
ゐ
よ
り
も
む
J
Z
れ
て
コ
」
た
の
カ
簡
易
政
判
所
や
地
方
裁
判
所
に
よ
る
呉
市
下
調
停
六
に
あ
る
日
人
事
調
停
は
、
必
判
広
川
設
の

A
D
R
で
あ
り
、
い
れ

4
7一悶
1
る
紛
争
ー
い
っ

μ
て
、
調
停
機
関
に
よ
る
島
J

せ
L
a
仲
介
を
通
じ
℃
、

の
互
一
誌
に
よ
り
、
条
市
川

一
斗
品
、

ト
ト
ょ
ψ
M
i
r
i
t
L

い
い
即
J

た
解
決
を
阿
る
こ
と
を
巨
的

ζ
1る
紛
争
昨
決
制
度
で
ま
る

氏
手
調
停
は
、
調
整
担

（
民
事
調
停
リ
一
条
）

爪

W

J
対
午
解
決
手
続
と
し
て
、

4

－E宇
者
自
身
の
臼
律
的
父
渉
の
支
援
会
行
う
と
ー
一
も
に
、
裁
判
所
の
公
パ
川
川
川
、

以
外
士
、
ヲ
J

v

f
、LM
l
J

河
J外
j

i

d

1

4

－

I

；ィ
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に
対
す
る
伝
肢
を
は
呆
と
し
て
、
か
な
り
深
刻
化
1
た
職
場

L
ブ
ブ
ル
壬
あ
っ
て
勺
、
台
立
に
よ
る
併
決
合
完
羽
で
さ
る
J

そ
の
ほ
F

凶、

ふ
判
所
に
よ
る
紛
下
鮮
次
子
約
レ
い
：
一
と
で
、
い
地
内
川
者
仕
業
等
の
妖
抗
訟
は
訟
く
、
民
叶
1
剥
伯
は
が
行
わ
れ
る
段
粛
に
な
る
と
、

ソ
ッ
ン
！
の
机
場
復
帰
い
h
E却
に
な
る
叫
叫
ん
円
が
多
い
っ
さ
ら
に
、
え
事
訓
h
h
に
は
、
〈
Y
E仁
北
川
づ
く
紛
争
解
決
手
続
と
し
て
の
限
界
も

ぁ
1

F

、
的
以
川
宣
告
1
p

ハ一
y

ン
！
の
み
ト
リ
一
が
川
尚
一
ー
乙
場
ん
に
は
調
停
治
不
刊
酬
に
然
、
わ
る
こ
と
が
多
い
J

U

民
事
調
作
に
ん
し
て
は
、
i
r

、l
l

A

l

長伊川ド可げ

に
よ
る
紛
争
昨
決
千
読
で
あ
る
こ
L

か
ら
、
台
主
に
立
芦
一
J
J

く
制
笠
則
紛
争
解
決
で
あ
み

L

も
拘
？
っ
ず
、

ν
i
r
v基
づ
く
公
一
？
丈
持
川

決
に
ー
つ
す
る
期
待
も
i

凡
さ
い
r

民
事
制
停
は
も

に
よ
り
柔
軟
な
紛
ム
す
即
決
を
／
ソ
つ
こ
と
が
で
き
る
ル
い
う
調
前
日
型
紛
争
解
決
の
ィ

－
F

ヴ
ト
こ
、
ル
ル
に
茎
づ
く
し
制
心
J

解
決
の
い
い
λ
南
と
や
調
和
三
、

f
品
、
」
と
で
、
戦
場
ト
フ
ブ
レ
の
解
決
に
つ
い
て
い
心
自
の
役
割
を
E
4
h
J

ー
〕
て
み
パ
三
た
｝
）
鳴
り
つ
〆
J
b
、
ハ
ハ
〉
六
年
凶
月
以
降
は
、
後
述
す
る
労
慌
審
判
制
反
の
利
用
作
技
に
よ
り
、
民
事
調
停
の
果
た
し
て
い
ん

役
割
カ
多
く
は
労
働
者
引
リ
＼
と
移
行

L
r
い
く
ご
？
と
が
予
想
文
れ
る
υ

れ
そ
ら
く
、
民
事
説
停
の
列
川
は
、
に
く

r詞
受
刑
紛
争
時
尭

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

へ
の
市
民
話
が
於
く
、
権
利
淀
川
め
に
つ
い
て
の
判
定
が
忌
避
さ
れ
る
よ
つ
な
事
案
に
限
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ

'" 
1J決
に
さ
ゐ
解
決
の
山
い
川
町

一
ア
ブ
ル
が
深
刻
で
あ
る
場
合
や
、
住
川
者
八
一
1
来
等
の
非
協
ん
の
止
め
に
恨
の
紛
FF解
一
一
子
段
で
ハ
一

y
yン
の
救
済
が
実
現

？に
ifJ
三
人
f

o

j

i

J

t

i

 

あ
っ
て
、
そ
れ
が
一
一
川
市
ア
～
約
A

の
｛
ム
ん
配
定
義
務
述
反
や
不
、
vrhH為
法
一
の
だ
川
明
哲
責
任
が
問
わ
れ
る
ぬ
合
、
さ
ら

h

い
は
ハ
フ
ッ
シ
ー
が
ハ
ワ
ス
メ
ン
ヤ
門
前
結
果
1
y
t
t
l
h
v
i
な
即
止
な
〈
健
一
一
度

2
れ
た
場
合
令
ど
に
ふ
川
、
戦
場
ド
ラ
フ
ル
は
見
事
訴
訟

－1引）

の
形
で
争
わ
札
心
こ
と
じ
な
る
v

職
場
｝
－
フ
プ
ル

（
通
常
訴
訟
手
続
な
い
？
一
仮
処
分
子
絞
）

に
持
ち
込
E
一
れ
る
場
合
に
は
、
被

主
主
が
職
%
に
後
日
刊
す
る
こ
と
が
事
ア
、
上
悶
錐
と
な
る
場
介
カ
多
＼
ま
た
、
使
用
V
F
t
令
業
半

λ
工
一
つ
で
も
任
会
的
信
用
を
央
、
っ
た
L
Y

い日コt臼
ア、

？ウず

J、

ふd

" 

千特
別

さ
れ
て
さ
て
い
る
ー
は
い
え
、
州
中
け
は
ま
で
い
い
か
な
り
肘
同
を
裂
す
る
こ
乞
に
従
わ
り
は
な

そ
の
河
に
2

一
寸
る
訴
訟
費
い
川
与
の
コ
ス
ト
は
決

L
て
少
な
い
も
の
で
は
な
い
戸
に
た
が
っ
て
、

ハ
ラ
ゾ
ン
に
し
う
て
も
、
使
l
一

l' 
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者
企
業
勾
J

に
と
J

て
も
、
州
批
判
所
に
よ
る
併
決
、

と
り
わ
け
判
決

T
統
に
よ
る
郡
山
仏
は
で
き
る
か
ぎ
り
凶
避
し
た
い
選
択
肢
と
な
る
ー

し
か
し
な
が
ら
、

裁
判
所
に
よ
る
川
決
に
は
、

城
場
に
川
円
徹
ず
る
よ
う
促
す
と
い

f
A
、了、
1
／
 

就
業
胤
訂
斗
J

の
法
均
ル

I
ル
を
明
一
ボ
し
、

c、

斗＂＇

う
五
要
な
機
能
が
あ

Z
F

た
、
企
業
寺
一
ず

γ4む
あ
～
一
せ

3
7
必
停
L
f

い
っ
た
ノ
’
フ
ォ
ー
マ
ル
な
調
整
主
の
職
場
ド
ラ

y
ル
解
決

F

J

…yL
l出

i

：
 

に
よ
る
に
！
ル
貫
徹
か
背
後

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
実
効
性
を
発
拝
で
き
る
と
い
つ
こ
と
が
右
過
さ
れ
て
は
な
ら
な

いっ

λ
ーごっ人～～
l
」

L
9
i
u
れ一〕い品

P

一
よ
る
相
場
り
ス
ク
了
↑
、
ー
ジ
メ
〉
｝
の
観
点
か
ら
も
、
問
題
が
ひ
と
た
び
訴
訟
の
形
♂
争
わ

れ
る
一
」
と
に
な
J

た
場
合
に
は
、
使

M47↓
企
業
等
は
こ
れ

ゐ
こ
こ
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
c

判
決
手
前
～

に
よ
る
解
決
は
、
州
刊
織
外
の
様
々
と
機
閃
に
£
る
紛
？
解
州
い
の
母
外
い
枠
を
団
す
る
こ
と
に
な
る

も
っ
と
も
、
執
場
ト
ラ
イ
ノ
ル
の
！
阪
立
［

η
T
L久
行
ト

一

iufF

ハ
ヲ
ッ
、
ン
v

の

へ
の
則
自
立
ョ
の
主
的
が
日
常
元
さ
れ
る
べ
き
場
合
が
多
：
、
訴
訟
！
の
和
解
等
に
よ
り
柔
軟
な
解
決
が

ぶ
め
ら
札
る
こ
ど
も
あ
一
？
？
。

" ' 
川
守
的
桂
川
統
校
へ
の
刊
問
符

訴
訟
手
討
に
よ
る
段
併
に
－

wmE賛
同
が
か
か
る
と
い
っ
た
い
担
常
を
克
取
L
、
リ
万
鮒
謁
H
r
i
刀
ヘ
ー
ラ
ザ
凡

主
主！；

的
に
解
決
寸
る
た
め
に
、

一
一
川
八
了
十
一
、

ハ
ノ
一
ハ
リ
湾
年
四
円
一

八
日
に
一
労
働
審
判
法

同
法
に
茶
つ
い
亡

れ

、同
τパドパ一

二
C
C六
年
引
月
一
日
カ
ら
地
方
い
は
判
所
の
む
と
い
一
労
働
審
判
制
度

山

m
L沼
ア
人
さ
れ
て
い

労
働
者
ャ
判
レ
J

々
は
、
労
働
審
判
官

一
人
と
労
働
際
収
刊
に
隠
す
る
専
門
的
な
加
識
経
般
を
有
J

ヲ
る
労
働
者
町
民
二
人
の
合
計
二
人
マ
病
以
さ
れ
る
労
働
審
判
委
只
会

が
、
安
埋
め
紡
栄
一
ば
山
七
一
れ
る
当
事
者
間

σ権
利
悶
訴
と
日

Y
閥
容
判
子
絞
の
経
渦
と
を
踏
ま
え
ぺ
つ
、
事
索
の
実
情
ド
一
即

ζ
～
解
決
を

図
る
た
め
に
行
う
忍
判
の
こ
と
で
あ
る
U

労
働
者
判
は
、
調
蛇
剤
紛
争
前
会
ア
絞
山
手
橋
之
も
合
わ
せ
も
つ
一
権
利
関
係
い
一
っ
こ
、
的
判

（
疋
竹
田
で
あ
る
こ
さ
れ
、
そ
れ
れ
て
れ
の
川
別
労
働
紛
争
の
持
性
に
出
じ
て
制
存
立
紛
争
解
決
の
メ
リ
ッ
ト
こ
判
公
明
紛
μf解
決
の
ィ

－
F

ヴ
ト
こ
を
純
一
片
さ
せ
る
｝
と
が
矧
什
H
さ
れ
げ
い

も
っ
と
も
、
労
笥
再
利
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
i
h
v

す
り
判
定
羽
の
紛
与
解
決
を

／目立i、法＇tiS6 lヲ/()) '{(!() 〔2GiJC.7 J 
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黒
木
と
ず
る
千
社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ル
ー
ル
に
法
つ
ノ
公
止
な
紛

p
p
m決
が
面
回
収
F
れ
る
こ
と
に
な
る
し
主
た
労
働
審
判
は
、
特
別

の
卓
ト
叫
市
川
が
あ
る
品
百
ι
を
品
内
川
て

凶
以
内
の
市
町
口
一
じ
者
珪
を
終
粘
ー
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
へ
同
法
第
一
止
条
泊
三
、
審
抑
を

迅
速
化

γ
ツ
心
付
組
み
が
制
山
止
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
〔

さ
ら
に
、
審
判
が
行
む
れ
た
場
合
仁
、
透
IKな
呉
議
の
市
立
が
な
さ
れ
た
均
台

ヨ
一

L
l
出、

労
間
審
判

σ中
古
が
白
、
ふ
さ
れ
た
地
方
裁
判
所
～
γ

耐
え
の
提
起
が
め
っ
た
も
の
ー
と
は
な
き
れ
、

へ
の
接
行
が
円
滑
に
進
む
よ

7
い
い
配
f

恒
三
れ
て

ρ
る

一町一一いい

h
民
γ
市
川
市
一
山
づ

U
L
め
せ
の
職
場
ト
ァ
ブ
ル
に
お
ド
て
は
、

迅
速
な
解
決
の
安
詰
が
と
り
わ
け
た

さ
い
c

そ
一
ご
＼
ご
め
よ
う
と
い
胤
λ

引
先
屈
じ
と
険
コ
［
ア
」
行
J

が
比
絞
的
い
い
容
易
に
労
働
審
判
一
一
絞
ヰ
利
川
“
一
一

52
ノω
三
〆
一
か
期
仕
草

t
ゐ
v

い
じ
め
写
の
私
場
ト
ッ
プ
ル
の
解
決
に
と
二
＼
労
偽
者
判
制
定
は
、
将
利
美
此
叫
ん
ι
茎
際
1

去
が
ら

P
門
的
な
知
識
炉
心
験
を
ム
引
す

る
労
骨
山
審
判
只
に
よ
る
実
情
に
即

L
P人
解
決

1
F
Mら
れ
、
ま
ふ
人
原
則
C

J
て
一
一
凶
ね
内
の
期

E
で
込
述
な
L

畠
珂
が
行
わ
れ
る
と
い
う
メ

ー
ヴ
ト
が
あ
る
ば
か

η
で
な
く
、
分
間
間
一
坦
に
つ
い
て
知
誠
心
肝
験
子
抗
す
v

心
労
柿
州
議
判
員
の
向
f
j
い
4
一
川
、
使
用
者
任
業
培
J

に

o
る
引

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

｛
疋
（
解
ー
に
案
」

の
党
一
行
円
能
州
い
が
品
ま
る
『
に
、
さ
ら

l
労
掛
州
事
河
川
叫
が
守
川
川
の
場
で
U
M
る
こ
と
に
な
J

た
紛
争
中
川
町
や
法
解
釈
J
U
A

合

｛所

業
守
の
組
織
に
フ
ィ
ー
ド
ハ
ノ
ク
す
る
し
c
ぃ
、
；
山
川
も
川
町
待
で
与
7
Q
U

一
戸
、
、
｝
じ
、
令
業
半
J
紅
織
に
よ
る
球
場
リ
ス
ク
‘

3
4
小
一
ン
メ
？
？

と
の
山
主
婦
は
比
較

rJに
ス
ム

1
1
に
行
わ
れ
る
と
苓
え
ら
れ
る

J

り
力
働
審
判
仁
は
、

こ
れ
を
利
用
す
ゐ
に
つ
い
て
句
川
刑
者

hu
つレ仁」
J
」J
、

作
業
培
J

に
よ
る
一
致
hr叫
が
予
想
さ
れ
る
と

k

b
い
、
町
内
問
円
三
道
切
な
前
決
を
阿
川
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
レ
／
ふ
い
つ
疑
問
、

さ
ら
に
、

ど
の
よ
う
に
仁
C
十
万
な
吉
片
的
知
識
併
以
を
右
「
る
審
杭
員
を
還
付
け

7
る
か
と
い
う
肉
店
も
あ
る

労
働
者
引
制
度
が
活
パ
ん
に
利
川

八に。

ιが
題
が
多
い
と
一
い
わ
ね
ば
な
ら
な

v

労
働
祥
判
の
利
用
主
出
資
化
L

ヲ
ゐ
か
ど
み
か
は
、

他
的
相
訟

さ
れ
る
に
ム
！
心
主
で
に
は
、

む
い
一
や
解
決
イ
一
一
統
と
の
巡
携
の
も
と
に
、
そ
の

が
持
ち
込
ま
札
る
か
ど
う
か
に
大
き
く
依
存
す
る
、
そ
の
鍵
心
丸
山

る
の
は

つ
ぎ
に
注
べ
る
総
合
法
律
主
按
制
度
で
あ
h
、
そ
の
川
市
一
一

J
」担、つ

iι
一
円
法
支
援
ゐ
ン
タ
一
一
じ
み
の
ん
〈

（仮ノ＜iP{JoG （；、 71)307以内G,7: 



；井ι

11'1' 

川
払
ん
山
門
法
作
文
山
荒
川
叩d
皮
へ
の
県
九
仁

つ
つ
六
r
平
川
刊
号

G
一

uよ
り
、
総
合
法
律
ぇ
援
法
へ
つ
ひ
川
一
打
i
L
L
J
一
六

H
成？
J

九
六
月
日
公
布
絡
む
）
に
北
川
づ
い
一
＼
独

c、

斗＂＇

立
行
政
r
出
人
に
準
ず
る
法
人
と
し
亡
日
本
外
い
い
支
夜
ア
／
ゲ

1

一、一広一ソラス」

が
設
問
さ
れ
、
ご
の
一

C
月
一

U
よ
り
業
務
を
間
治
す

一け｝

る
総
合
法
律
支
一
桜
訟
は
、
司
H
い
い
対

3
2
J
h
J
て
ス
の
実
支
的
な
允
%
強
化
を
凶
ヴ
ケ
｝
ー
す
る
も
の
で
、
故
叫
い
そ
の
他
の

紛
hy解
決
小
め
た
め
の
制
度
利
用
を
よ
ー
ノ
ハ
抗
日
～
に
す
る
と
と
も
に
、
山
ぃ
パ
u
浪
士
主
と
他
人
の
反
骨
事
詩
を
収
り
扱
う
こ
と
を
業

l
J
j官
告
の

引
J
t
ピ
ス
を
よ

η
身
近
に
受
け
つ
れ
ゐ
ょ
、
つ
に
オ
る
た
め
の
総
合
的
と
え
援
（
以

i
「
総
人
ぱ
法
律
T

，A授
」
こ
V
F
l

）
の
一
民
地
お
よ
び
体

制
笠
尚
に
閃

1

主
え
と
な
る
号
店
ゃ
定
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
」
伐
と
な
る

U
F人
司
主
支
援
七
〆
タ
7

の
組
織
む
一
二
vhh
げ
に
つ

u

一
9
一

一ρ
つ一

て
疋
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
町
内
向
叶
か
っ
公
正
な
汁
ム
ぶ
の
形
成
仁
資
寸
る
こ
；
γ
巨
的

c
v
て
い

司
法
に
す
い
つ
ど
、
ー
本
司

法
支
援
セ
〆
タ
’
は
、
〈
心
法
に
よ
る
紛
色
鮮
渋
川
品
開
え
の
有
幼
な
列
凶
に
資
ト
q

る
ι門
報
児
は
い
の
充
実
強
化
、
必
民
事
法
律
扶
劫
業
務
、
③

窓
辺
弁
設
へ
の
臼
成
年
い
に
涛
「
る
業
務
、
必
）
司
法
湿
地
地
域
に
お
け
る
法
律
事
務
に
却
す
る
業
務
、
品
門
犯
卯
被
告
者
支
授
業
務
、
市
山
連
J

峠

の
確
伝
強
化
業
務
等
を
r
L
U
う

F
Z」
を
、
そ
の
下
し
た
る
業
務
刈
存
し
c
し
て
い
る

日
内
法
能
川
一
七
条
）
U

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
総
4
1
法
律
支
最
白
川
市
ほ
は
、

い
、
〕
的
生
J

的
眠
場
ト
ソ
ブ
ル
の
流
一
切
な
解
次
を
ハ
ス
現
T
f
L
Q
H
l
c

主
要
な
仙
庁
、
刻
す
果
た
す
と
期
待
公
れ
る
、
｝
と
い
、
つ
の
も
、
ょ
の
制
度
は
、

7
y
ツ

’

：

J
I
ノ

）

ド

J

E

一f
斗
；
一
判
長
、
－
l

ノ一
F
J
J
I
l
A
U
t
f
r
v
d

仁
川
に

j
r
I
1
f太
二
「
疋
l
l

間
出
合
コ
伊
一
れ
・
利
川
寸
る
こ
と
を
可
能
に
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
当
事
者
に
よ
る
th律
的
な
紛
予
解
決
を
粍
？
と
と
も
仁
、
解
決
の
成
東
が

、
色
町
河
合
ル
ー
ト
を
通
じ
て
や
み
末
年
J

の

よ
フ
ィ

l
k
パ

2

ク
き
れ
る
よ
う
促
L

ヲ
か
ら
で
あ
る

〉
ま

η
、
総
九
刊
誌
律
支
綬
制
度
が

l

分
に
枝
川
町
7
υ

て
は
じ
め
て

ゾ
じ
め

45の
戦
場
ト
一
フ
ノ
〆
ノ
ル
対
応
に
閲
す
る
広
的
目
れ
の
買
の
強
泌
が
実
現
さ
れ
る
と
一
↓
μ
っ
て
よ
い
に
P
叶寸

ぶ
司
法
よ
ほ
七
J

タ
？
は
、
多
数
の
ア
ク
七
ス
ド
小
イ
ン
ト
を
一
元
的
に
集
約
〆
、

ま
介
イ
ン
タ
マ
ム
ッ
ト
等
に
J
る
情
説
提
供
ナ
i

ピ

ス
を
行
、
っ
、
そ
れ
は
、
裁
判
十
労
制
審
判
な
い
〆
ブ
労
マ
ル
な
給
与
解
決
子
没
の
利
用
に
闘
す
る
情
恨
の
み
な
う
ず
、
行
政
に
。
ゐ
個

よ
る
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一
汎
労
働
紛
争
併
決
制
皮
ゃ
、
主
主
は
上
、
灘
技
法
律
服
、
民
間
A
D
K
な
ど
に
が
淡
を
持
も
込
む
際
に
必
安
な
情
報
を
広
〈
一

る
こ
と
て
、

ハ
コ
ノ
ソ
ン
ー
が
円
い
段
詣
で
職
場
一
フ
J

ノ
ル
の

zHι
的
解
渋
い
取
り
畑
明
日
行
こ
し
一
う
で
き
る
よ
J
F

C

い
肘
佐
川
の
滋

却
な
ド
ラ
フ
ル
対
応
を
促
ア
ゆ
え
に
、
企
業
社
相
織
も
前
間
決
に
来
レ
ノ
山
山
し
？
づ
＼
そ
の
成
果
を
職
品
リ
ス
ク
マ
リ
小
、
ン
メ
ン
に
い
北

決
切
る
、
せ
る
こ
と
む
↑
り
易
と
な
る

さ
ら
に
、
総
ム
必
律
支
援
枠
剖
み
に
よ
る
事
実
り
振
り
分
河
リ
機
能
り
J
U

甲
山
主
で
あ
る
ヘ
ー
と
い
み
の
も
、

4
1来
一
叫
は
い
い
持
ち
込
ま
札
る
べ
き

F
は
な
い
事
索
弘
、

こ
じ
れ
る
請
に
個
別
匂
働
れ
利
下
解
決
制
度
寺
に
停
止
つ
出
jp

八
で
双
方
人
口
立
に
よ
る

解
リ
川
れ
が
試
み
ら
れ
る
べ
き
引
£
る
し

ま
た
明
ら
か
に
ト
フ
プ
ル
カ
深
刻
一
℃

ル
i

ル
い
い
誌
づ
い
一
、
持
刊
誌
一
務
悶
係
を
別
総
に

rゐ
汚

で
解
決
ん
A
M
川
ゐ
一
一
と
か
望
ま
し
い
事
支
に
つ
い
て
は
、
立
い
段
階
か
り
労
働
否
判
わ
法
判
で
解
決
が
試
み
ら
れ
る
べ
き
だ
か
ら
子
あ
る
。

い
ず
れ
に
）
て
も
、
総
合
t
け
に
岸
支
援
制
ー
は
に
よ
ュ
て
、
々
什
積
相
談
窓

μ
－
W
山下
h

機
関
の
述
慌
が
凶
ら
引
、

ま
ん

R

い
段
階
そ
の
事
交
の

制
一
切
な
設
リ
分
け
が
実
況
さ
れ
る
で
フ
に
な
れ
ば
、
各
仏
刊
出
畑
一
決
申
ぃ

U
の
適

71u利
用
ω
k
f一
ド
コ
な
が
り
、
引
州
場
ト
ラ
ア
ル
対
応
ド
求
め

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

ら
れ

ニ
ー
ズ
に
？
山
え
ら
れ
る
殺
人
口
約
ト
ラ
ゾ
ル
U

刈

U
ン
ス
一
プ
ム
が
現
実
の
も
の
に
な

も
ち
ろ
ん
、
こ

7
し
た
ご
と
苛
実

現
し
一
L
い
く
た
め
に
は
、

え
ら
に
各
種
桓
詰
窓
口
・
解
決
掛
川
持
の
実
績
が
治
情
に
討
価
さ
れ
、
連
携
の
強
化
に
比
映
さ
れ
る
こ
と
が
る

要
て
あ
る

L
、
干
談
窓
口
・
解
叫
札
機
坊
の
質
の
町
一
が
区
h
れ
、
総
台
法
律
支
援
制
皮
へ
の
相
会
般
の
信
粧
が
程

υ一
三
一
れ
る
こ
と
も

ふ
山
市
久
一
じ
あ
る
）

京
魁
は
な
お
山
間
る
に
し
ろ

T
つ
1
た
1
1ヅ
刊
慌
が
明
ら
カ
い
な
っ
て
き
た
こ
と
は
志
ポ
深
い
こ
と
な
の
で
は
な
か
ろ
み

か

川
市
ぴ
に
代
え
て
一
新
し
い
時
代
に
お
け
る
私
的
じ
い
出
を
支
え
る
口
組
み

紛
争

点
ン
メ
ン
’
〉
ス
一
γ

ム

ヲ
－
、
）
ま
で
、

ν
じ
め
与
の
救
場
ト
ッ
プ
ル
｛
ご
い
て
、
「
い
じ
め
v

文
化
」

4
定
？
J
」J

な
い

f
め
に
企
笑
肝
心
ず
綿
織
円
身
に
の
っ
て
／
行
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ネットワーク化ネットワーク化

波及・フィードバック波及・フィードバック

相互作用相互作用

立法立法

労働審判・裁判労働審判・裁判

あっせん・調停・仲裁あっせん・調停・仲裁

労働相談労働相談

早期対応早期対応

汲
み
上
げ
・
問
題
発
掘

汲
み
上
げ
・
問
題
発
掘

ODR
ネットワーク化

波及・フィードバック

相互作用

立法

労働審判・裁判

あっせん・調停・仲裁

労働相談

早期対応

予防

平時の職場管理

組織内窓口

職場リスク
マネジメント

行政や専門家等
の相談窓口
調整委員会・労働
委員会・民間ADR
審判・判決

比較的に初期の段階から当事者の
自主的解決努力のための情報収集
に用いられるとともに，適切な紛
争解決機関の選択に用いられる

総合法律支援
枠組による相
互連携

汲
み
上
げ
・
問
題
発
掘
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内
紛
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解
け
以
方
法
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外
凶
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収
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呆
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争
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判
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れ
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亡
く
〈
裁
川
所
に
よ
る
労
働
審
判
お
よ
び
判
決
子
続
は
、
議
る
ご
と
の
で

さ
な
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れ
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向
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－
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取
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げ
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々
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i
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告
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叫
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ヌ
札
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題
を
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立
沃
も
～
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れ
に
い
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民

一ロJ
一いに

オ
る
c

そ
れ
守
れ
の
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ベ
え
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紛
争
対
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L
ι
y
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閑
係
に
定
か
れ
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一
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」
れ
に
付
け
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わ
る
の
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律
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制
反
に
と
る
相
什
江
川
直
出
自
化
μ

一丸

y

ト
ワ
ケ
化
で
あ
，
f
Q
c
h

れ
に

h
hり
、
当
明
示
内
は
い
F

い
段
階
】
刀
、
い
っ
そ
れ
ぞ
れ
の
卜
弓
プ
ル
特

刊
に
応
じ

る
こ
と
れ
J

で
き
る
。
ぶ
卜
が
戦
功
ト
ラ
ブ
ル
に
お
け
る

マ
永
ジ
メ
ン
ト
・
ン
ス
一
γ

＇、

カ
イ
メ
ー
主
で
あ
る
、
今
般
の
司
法
印
度
改
革
が
投
げ
か
け
た
？
人
さ
な
一
つ
の
問
い
が
む
政
に
す
ω事
出
規
制
の
出
m
r
u
以
後
伝

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

Lh
斗
治
の
質
の
雌
保
を
三
り
よ
q

な
枠
が
で
実
収
で
さ
る
か
i
7
y
k

い
つ
防
い
で
あ
っ

f
と
す
札
ば
、
こ
れ
は
そ
の
出
い
に
刻
す
る
鮮
語

の
一
っ
と
ー
し
て
よ
h
k
清
一
つ
け
ら
れ
る
吟
）
と
に
な
ろ
う
n

北
川
準
と
し
て
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ム
は
と
父
沙
メ

γ
ィ
ア
レ
し
て

ωしりい

3

2

、

t
b
し

な
お
内
庄
は
日
間
る
v

ー
と
い
か
け
大
誌
な
開
廷
以
紛
争
防
法
ー
と
仏
祖
斗
の
機
能
的
な
抵
触
亡
あ
る
ν

「
紛
争
の
総
合
的
マ
ネ

ジ
メ
ン

i
，
ン
ス
了
こ
に
お
い
て
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引
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織
口
身
の
職
場
り
ス
ヲ
マ
ネ
ジ
メ
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i
I／
字
組
織
判
的
相
談
川
県
紛
争
解
決
支
綬
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さ
ら
に
は
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致
L
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っ
た
裁
判
外
紛
争
解
決
ん
は
、

そ

二
l

、
裁
判
川
に
よ
る
判
定
刑
紛
争
解
決
の
そ
恥
ぞ
札
の
問
に
桃
川
能
的

あ
っ
せ
ん

三
郎
前
は
存
在
ν
な
v

の
か
r

山
人
医
師
、
あ
っ
せ
ん
、
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作
こ
亡
J

た
利
払
i
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決
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械
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し
て
の
判
定
型
紛

？
解
決
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に
割
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あ
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一
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ふ
リ

ν
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凶
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さ
れ
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と
）
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あ
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織
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に
片
山
ゐ
批
判
場
1
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ン
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交渉メディアとしての法交渉メディアとしての法基準としての法基準としての法 交渉メディアとしての法基準としての法

新しい基準の源泉

論拠の裏づけ



桜
花
子
か
ら
託
行
力
あ
る
前
拠
と

L

い
れ
ら
れ
る
の
で
な
円
れ
ば
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ら
な
い
P
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、
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が
説
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力
あ
る
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あ
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る
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一
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し
て
安
中
！
し
、
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の
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ず
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も
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一
八
J

訪
問
誌
と
し
て
用
い
る
こ
と
が

C
入
る
喝
今

で
あ
る
も
ち
ろ
人

の
説
待
性
店
、
山
町
l
つ
同
論
拠
の
基
市
ル
し
て
の
ム
般
掛
け
に
よ
っ
て
の
み
も
た
h

り
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
f
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山
川
布
川
叫
に
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得
ド
を
ら
ん
ら
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回
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様
々
で
あ
る
v

む
か
、
そ
れ
で
も
な
ベ
ー
詫
ら
が
こ
れ
を
基
準
い
〕
て
い
る
」
！
と

γつ
よ
ト
y

が
は
的
論
拠
出
説
得
牲
の
大
さ
な
部
門
叫
ん
を
め
F
O
こ
と
同
町
ら
り
か
で
あ
る
J

と
つ
だ
一
と
す
ば
、
人
弘
メ
事
ワ
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ア
と
手
、
の
小
山
総

が
、
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搾
／
二
、
の
法
の
胤
院
院
に
え
ズ
ら
れ
と
い
る
ζ

い
λ

関
係
存

6
2ト7
る
こ
と
は
庁
、
持

他
方

権
利
義
務
問
係
に
ワ
い
て
判
定
す
る
～
」
〆

7
2バ
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
ゐ
c

L
て
の
慌
能
が
期
待
さ
れ
る
引
は

そ
ご
そ
は
、
何
が
梓
利
・
利
益
と

L
1保
護
さ
れ
、

ま
Jf
保
議
さ
れ
な
い
か
や
問
一
－
小
す
る

τ
〆
一
が
ぶ
め
ら
れ
ヴ
付
。
予

の
l

一
一
、
法
か
基
準

と
l
て
一
分
に
機
山
花
し
う
る
た
め
に
は
、
十
円
は
ノ
「
、
ろ
－
H
ャ
の
ど
ι精
子
反
映
ト
q

る
け
パ
体
的
基
刊
し
し
ご
た
夕
日
さ
礼
う
る
の
で
な
け
れ
ば
主

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

ムりる〔パ引い
U

と
い
、
つ
の
J

も、

廿
本
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仰
は
行
動
の
斗
ぺ
体
的
規
位
l
役
立
コ
て
は
じ
め

つ
ん
d
A
l

つ
で
k
ぬ
A

V

J

z
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映
す
る
具
体
的
ふ
準
で
あ
り
つ
る
の
は
、
基
準
が
そ
の
片
ペ
の
恒
刈
込
体
的
紛
争
状
況
に
臨
ん
口
一
体
化
し
一
工
い
る
均
台
で
あ
る
口
ぞ
れ

ゆ
え
、
法
カ
基
準
と
し
て
羽
い
免
れ

そ
れ
を
止
だ
M
h
f
定
規
に
用
い
て
、
取
引
交
沙
の
余
地
を
封
じ
て
し
ま
う
こ
と
は

望
ま
し
く
在
い
。

む
し
ろ
、
判
定
が
求
め
ら
れ
る
場
ん
に
し
、
判
定
に
亘
る
ま
と
の
父
法
過
程
や
一
反
政
さ
せ
な
が
ら
、
創
造
的
な
縦
一
、
決

長
Jγ

続
一
小
ず
る
こ
と
が
、
必
要
会
問
ず
で
あ
る
υ

基
準
辺
守
的
必
変
性
が
と
り
ぎ
け
大
さ
い
強
行
比
比
の
場
介
は
と
も
か
く
、
中
に
仔
主

の
解
決
指
針
十
規
ん
ど
？
て
い
る
よ
、
）
な
｝
仏
札
前
戸
け
い
コ
い
て
は
、
実
情
に
叩
？
ぷ
行
、
什
門
的
内
有
を
盛
η
込
み
、

U
－
切
な
解
次
長
ふ
形
成
す

ベ
ミ
一
ペ
ー
、
あ
る
前
決
案
ん
の
々
人
軟
な
形
成
は
、
新
た
な
基
浦
山
花
山
本
と
な
る
J

ま
ん
八
、
権
利
の
充
史
的
な
ど
、
右
を
促
進
ヲ
ー
が
い
会
の
健
全

へ
お
法
化
や
滋
め
る
～
叩
人
機
〆
一
な
る
一

以
卜
の
よ
ベ
ノ
で
あ
る
乙
す
れ
ば
、
守
、
礼
d

デ

f
ア
と
し
て
の
法

｝
〕
て
の
法

と
は
、
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行
に
帥
明
党

L
あ
い
、

ダ
イ
ナ
ミ
ノ
ク
に
前
完
し
あ
う
関
係
に
あ
る
ー
一
山
河
崎
一
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る
こ
以
し
い

の
認
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に
J
H
J
Z
K

）
～
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せ
て
説
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系
す
れ
ば
、
約
織
に
よ
る
職
場
リ
ス
ア
マ
ネ
ア
ノ
メ
シ
ー
や
、
組
織
外
の
弘
一
者
を
介
し
た
職
H
？

f
フ
プ
ル
の
事
叫
ん
設
型
解
決
に
お
い
亡

は
、
法
を
交
出
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
桔
料
刊
に
川
い
、
父
取
を
活
仕
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い

J

こ
と
に
な
ろ
っ
c

約
方
、

c、

斗＂＇

労
働
事
刊
や
訴
訟
手
続
の
よ
う
な
判
定
町
紛
争
町
一
氏
で
も
、
そ
れ
ま
で
の
六
人
法
に
お
け
る
や
わ
取
乃
の
成
用
去
、
手
続
逃
口
紅
を
反
政
さ
什

っ
て
完
結
に
引
に
、
具
体
的
内
等
チ
盛
り
込
ん
は
一
降
伏
従
事
拠
不
ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
J

今
川
向
の
認
町
田

「
紛
与
の
M
F
仙
台
的
↑
：
ヘ
ジ
メ
ン
・
シ
ヌ
一
ぃ
ム
が
期
待
去
、
れ
る
機
段
を
党
廷
で
き
る
J

人
め
に
は
、
な
お
い
二
J

も
の
ぷ
題
を
兄
服

し
な
け
れ
ば
な
ら

4
い
c

ま
ず
、
そ
れ
そ
れ
の
和
議
窓
ハ
プ
解
決
機
関
の
サ
ヲ
ピ
ス
の
質
が
結
保
さ
れ
る
こ
に
が
必
妄
で
あ
る
｝

た
め
に
は
川
竹
山
者
の
伺
円
か
ら
各
機
関
の
リ
ー
F

ス
を
常
時
子
γ
一
y
ク
で
き
る
仕
布
な
が
必
川
女

εあ
ろ
、
て
ま
た
、
必
々
な
情
説
慾

口
・
解
引
に
機
川
川
が
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
チ
バ
寸
か
す
形
で
述
次
を
強
化
し
て
い
く
た
灼
に
、
ぞ
れ
J

れ
が
競
争
し
つ
つ
も
共
存
し
て
い
く
｝

と
が
む
き

を
設
け
る
こ
と
も
必
安
で
あ
る
の
た
ら
仁
、
－
市
川
刊
ネ
ッ
？
リ

i
ク
を
通
こ
て
ど
の
よ

y
な
情
報
を
取
品
選
択
し
て

ム

l
ザ

l
に
主
任
ハ
す
ゐ
か
と
い
っ
ぷ
題
も
あ
る
〔
こ
の
よ
つ
な
品
種
に
ノ
い
」
は
、
総
ん
U
沿
律
！
ベ
淀
久
山
川
間
以
が
巾
心
と
な
り
、
試
行
錯
誤

の
な
か
で
解
答
が
見
山
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
お
お
む
ね
そ
の
方
向
は
ほ
一
八
亡
え
て
い
る
よ
う
に
山
わ
れ
目
出
。
近
未
来
い
お
川
て
、

一
紛
争
の
総
合
的

γ
ト
ジ
メ
ン
ド
・
ン
ス
テ
ム

が
ト
ハ
ん
に
機
能
す
る
こ
と
に
な
れ
ば

行
政
の
事
例
い
ほ
制
I
Y

〕
山
異
な
る
仕
相
み
い

J
っ

τ、
川
力
あ
る
い
社
会
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
？
）
ぃ
筆
昌
と
二
一
、
片
山
、
そ
の
よ
、
？
J
近
未
来
に
刈
待
、
三
一
い

本
一
怖
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
は

八
年
皮
科
μ了
研
究
冊
目
祷
叫
叫
ん
1
北
川
総
研
究
｛
目
、
ー
紛
争
凶
遊
し
乙
法
化
の

ー
成
一
ー
ハ

法
判
読
釣
実
証
抱
一
明
討

｛
弔
品
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昔
日
ザ
六
一
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コ
パ
ノ
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M
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に

研
究
代
去
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・
一
一
ぃ
井
市
川
太
、
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仏
国
に
亙
く
什
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＃
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司
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M
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一
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一
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解
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っ
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、
γ
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J
m
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川
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定
、
さ
ら
に
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い
I
主
主
の
う

γ
f
も
ん
け
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、
古
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ユ
味
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そ
れ
で
あ
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市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

（4
）
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J
な
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、
一
九
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1
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ト
H
十
小
判
V
U
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連
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日
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ら
か
に
し
f
耕
一
円
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社
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代
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の

I
U主
的
活
リ
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に
ょ
っ
と
方
山
つ
け
さ
れ
た
と
一
口
わ
む
ご
い
る
ご
の
提
百
は
、
完
的
者
の
履
け
形
民
ゃ
、
己
一
川
町
出
乃
で
め
の
な
い
ピ
ヌ
一
一
ノ
J

ヌ
ト

μ
一
官
月

戦
総
ふ
い
祇
ー
主
幹
的
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能
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帆
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念
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一
に
世
い
え
討
刻
。
沿
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能
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京
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、
②
期
間
仁
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約
山
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品
、
に
か
三
、
必
：
q
し
れ

長
期
早
川
を
前
提
〈

L
て
い
な
い
一
川
居
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門
イ
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辺
型
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f

、
沖
ノ
般
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、
技
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川
州
、
似
河
川
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な
ど
を
か
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本
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た
、
町
ハ
間
ト
予
約
の

あ
る
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用
長
軟
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グ

i
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一
に
分
件
、
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の
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身
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い
い
F
J
1
v
早
川
匁
刊
誌
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か
の
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U
不

恭
一
口
f

J

）
い
す
よ
す
て
市
川
主
十
の
帆
場
漂
い
い
か
1

配
慮
不
明
治
的
財
－
小
が
令
さ
れ
て
い
る
r

法
的
ル
ル
ム
J

特
出
さ
れ
し
い
ワ
わ
ヒ
ク
ご
ノ
ャ
ル
e

ハ
ラ
ス

メ
ノ
の
処
川
は
比
陵
v
u
L
円
滑
に
進
め
つ
れ
る
同
叫
が
あ
る
コ

へ
自
沈
立
、
万
川
明
記
約
法
制
の
校
討
が
二
ピ
J
t
f

で
良
め
ら
れ
て
が
り
、
八
J

品
川
は
職
場
7

：
ワ
ブ
ル
に
関
与
d
J

る
ル

U

仁
う
し
て
b
、
似
町
討
の

す
A

主
配
点
立
科
婦
円
環
と
L
亡
、
労
的
必
ー
判
決
別
の
主
体
法
的
枠
組
爪
い
に
ふ
と
規
持
？
が
れ
る
こ
J

に
な
る
F

長
。
え
ら
れ
る
辺
倒
刊
で
約
出
制
の

c、
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市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

も
と
て
は
、
税
長
克
明
の
内
科
H
h
J

小
明
確
ご
め
る
川
崎
人
了
ぷ
ど
に
ほ
、
「
万
以
前
説
約
I
A」

l
t
ゐ
補
充
が
汁
わ
れ
る
ご
と
に
な
命
。
以
い
に
つ
、

亡
、
例
え
ば
十
門
ワ
岨
丈
辺
倒
法
内
山
り
九
万
間
契
約
法
y

M

－
労
働
湾
問
？
日
い
は
ほ
判
口
誌
を
素
材
ル

L
て

一

、

ン

ノ

ス

l

ハ
九

U

一
け
つ
人
不
同
月
一

H
ケ
二
点
目
L

ド
モ
志
問
。

一
ペ
ヤ
）
会
社
与
が
〆
の
特
定
L
t
ク
ン
号
凡

e
ノ
ラ
7
ヘ
メ
シ
h

i

T

パ
ワ
l
e
ハ
プ
ス
メ
ン
ト
な

y
m職
域
一
7

プ
1
3制
絞
ぇ
け
身
内
刊
記
レ
折
、
え
亡

ヒハ
V
I

カ
に
つ
い
て
は
、
主
民
稲
辺
働
桁
誠
治
川
和
セ
タ
一
職
場
環
境
面
伝
4

一
持
仁
川
秀
す
る
文
抱
一
前
金
（
〔
一
（
一
ハ
年
一
月
一
か
州
民
法
い

p

の
完
結
調
布

μ
〈
ど
に

Z
－v＼
＼
岩
手
三
包
一
ミ
L
2
2
2
c
z
T
一〕円一＼

5
2
ヱ
コ
〔
（
A
A
－－
2
＼
ア
C
7
5
＼
J
2
2三
己
『
＼

（
リ
刊
）
刷
叫
九
ば
、
守
削
γ

凡
人
了
衛
小
川
比
九
栄
一
戸
的
｝

hymび
二
条
一
中
業
者
惜
の
貝
山
市
J

を叫拍子山一

、
川
一
相
続
川
J
m
F川
刊
労
働
日
付
川
争
解
決
般
に
つ
い
と
、
例
え
ピ
、
二
～
品
、
足
書
式
ム
ヘ
川
市
夫
丹
青
使
紛
争
心
部
決
じ
ぺ
い
と
川
会
川
股
研

究
和
同
寸
四
八
は
す
－
↓
門
、
〈
い
f

ハ
平
司
）
1

八
日
九
円
一
民
や
一
安
利
。

ロ
川
一
則
パ
い
山
王
労
削
災
害

whk協
会
パ
ワ
・
ハ
ラ
ペ
メ
ン
！
の
実
注
」
関
す
る
お
わ
れ
九
一
昨
匂
お
J

喜
一
に
ご
ト
ば
、
副
作
た
象

r
な
J

と
企

長

の

つ

%

（

j
u台
数
二
心
人
凡
打
川
中
i

ハ
↓
仕
－
が
パ
ワ
・
ハ
一
Y

ス
メ
ン

i
恨
ぷ
も
叫
ん
げ
ら
れ
る
相
談
窓
口
中
設
け
」
し
む
い
ノ
、
ニ
・
九
%

（五円
J

性
J

ト
ハ
サ
諸
法
や
は
削
除
ん
バ
を
克
雄

4
1
お
け
、
九
%
三
一
九
社
か
坑
茶
規
則
ゃ
行
動

ι中
に
パ
ウ
パ
ノ
ス
メ
シ
ヘ
対
抗
を
此
Z
U
J

一也
λ

、
い
今
こ
の
荒
川
A

ま
の
同
H

古川

fhr、
で
に
は
W
M
宗
門
、
数
（
け
一
一
ソ
J
人
江
仁
の
規
授
の
大
多
な
ん
ド
ー
だ
か
多
い
て
と
か
～
つ
～
川
弘
門
会
’
咋
の
ハ
一
八
弘
、
、

7
 

人
命
、
木
の
多
／
て
パ
ノ

1
・ハ

y
ス
メ
ン
L

対

抗

の

環
L
一
戸
一
、
相
談
窓
寸
が
泣
け
ら
れ
7

、
t
今
ニ
ー
が
何
わ
れ
ゐ
じ
メ
ら
に
、
同
牛
、
勺
官
省

3九ー

は
、
に
一
υ
古
九
十
度
か
お
h

、
企
業
相
織
内
の
抱
ぷ
窓

μ
んμ円
相
絞
民
の
入
キ
パ
を
向
上
u

j

l

七
る
べ
く
、
仕
凶
法
人
け
本
労
川
校
関
係
川
口
元
協
た
山

一
コ
ヨ
N
k
r
L
去

ι
こ
ー
何
別
紛
争
解
決
一

r…修
一
会
主
流
J

て
い
ん
。
恒
別
山
静
争
解
川
比
一
町
絡
に
つ
い
こ
『
吾
、
＼
宅
司
君
一
一

3
2
m
＼

引

3
 

－M
）
椴
川
崎
行
J
J
プ
ズ
マ
〆
に
つ
い
て
、
何
？
ば
メ
ア
リ

1

ロ
フ
ヘ
川
情
民

f
訳
）
組
織
門
会
T

〆
ア
ズ
パ
！
っ
〆
官
八
一
な
凶
問
題
解
決
、
l
j

の
た
め
の
コ
ミ
ご
一
ケ
ヲ
／
↑
／
－
ル

1
｜
｜
一
日
本
労
働
研
究
推
詑
カ
い
ハ
門
ケ
～
ご

C
ハ
牛
一
汀
～
ド
九
百
ハ
頁
f
r
b一

山

ベ

パ

（
山
一
？
の
内
「
ワ

L
C
、
uu山
中
市
山
労
働
災
害
防
i
協

会

パ

ワ

i

川
プ
ス
メ
ン
ト
の
い
完
結
L

均
｝
一
タ
忌
覗
査
M
川市
I
J

報
川
コ
ス
六
立
を
幸
町
U

ハル

こ
れ
に
よ
る
一
、
引
ノ
。
ハ
7

ノ
ス
メ
／
h

九
品
、
は
そ
れ
に
類
む
と
ベ
ト
y
f
ル
州
訟
を
受
け
る
巾
一
ヘ
快
数

M
在
日
二
店
、
人
事
相
duu一
v
け

円
い
か
八
二
二
M
t
一
定
ナ
、

I

－
J
？
ノ
ゃ
イ
づ
ら
、
窓

μが
二
八
o

↓
%
、
い
ヒ
々
、
J
t
q
ノ
ラ
ス
メ
ン
卜
作
談
窓

μ
カ
一
五
羽
%
、
メ
ン
一
川

デ
ル
ヘ
ル
ス
判
寸
法
u
Uが
阿

見

ご

あ

る

c

パ
ソ

l

ハ
ラ
ス
メ
シ
v

有
門
相
談
窓
円
山
い
な
お
k
小
川
野
仙
九
で
と
も
庁
J

以
に
は
あ
ム
叫
が
、
本
仮

ポ
羽
侍
さ
れ
る
役
剖
一
J
L
C
コ
ン

y
r
J
J
r
J
7へ
窓
口
ヤ
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
叶
ぷ
窓
口
で
パ
ワ
・
ハ

7
ヌ
メ
ン
ト
あ
る
い
は
ぞ
れ
日
明
組
問



J
7ご
J
ラ
f

ル
の
何
故
を
叉
け
ゐ
ケ
ス
h
J
日
υ一
ハ
て
々
夕
、
こ
L

！
日
注
目
A

一
ヲ
べ
き
で
あ
丸
、

へ
綿
一
判
織
ヘ
d
A
円
紛
争
昨
品
川
H

計
一
除
ん
に
お
付
ゐ
公
百
円
前
中
宮
山
？
に
コ
い
〈
ぺ
呉
村
判
史
ー
品
川
角
下
降
山
い
の
た
め
の
判
制
怖
の
ん
ナ
ー
け
と
「
苦
し
行
い
』
の

校
怜
一
口
本
，
b
制
対
ゃ
い
J

非
貯
川
凹
1

ハ
ヨ
～
、
urリ
六
主
い
ん
）
凶
二
向
、
を
お
山
川
、

（
山
川
）
、
の
戸
山
つ
二
｛
一
、
例
え
ば
ι
初
出
金

f
一
パ
ワ
ハ
ラ
ス
メ
ノ
！
の
～
m
M
h「
一
万
六
山
口
れ
れ
を
土
夕
日
c

ヘ
刊
一
叫
力
館
災
乍
門
の
h
k
pァ
時
y

リ
ド
っ
し
に
「
ハ
イ
〆
F

ツ
乙
の
氏
却
な
る
J
4池
山
広
川
川
が
あ
み

ιぺ
摘
さ
札
JhM
内
パ
イ
ン
f

ゾ
こ
の
民
川
J

h

、一／

メ
リ
カ
の
い
北
町
ハ
ノ
〆
川
ノ
ヒ
カ
ソ
勺
災
事
故
の
統
計
分
析
や
一
泊
じ
亡
羊
き
出

ζ
経
股
則
で
、
主
八
な

vv匂
山
氏
主
が
作
治
生
1

け
る
場
ん
に
は
、

ぞ
れ
H

以
前
ド
桂
悔
の
事
故
が
二
九
つ
完
パ
マ

C
お
り
、
川
内
海
災
害
が
／
火
、
叶
江
古
川
内
！
こ
い
ノ
了
す
る
も
の
一
じ
め
今
職
舟
ト
ラ
イ
ル
い
も
類

似
の
調
伝
が
＃

R
J、
一
ノ
の
丙
ん
な
戦
場
ト
ラ
ブ
ル
が
発
止
一
9
ヴ
往
時
ム
ー
に
は
、
背
伐
に
そ
の
一
一
V

杭
程
い
え
の
惇
廷
の
戦
劫
ト
｝
ワ
ブ
亡
が
発
止

亡
、
幻
ハ
川
、
？
円
に
て
の
一
行
川
町
官
凶
の
4

4

情
的
J
K
職
場
内
庁
ご
与
法
が
ヨ
叱
工
い
る
と
う
よ
x
な
乙
ょ
を
作
摘
で
き
る
職
場
の
さ
い
と
波
予

将
度
の
職
14
ト
ラ
ブ
ル
の
す
べ
一
二
に
組
駄
が
出
処
す
ノ
L
Z］
再
抗
日
な
い
と
が
、
必
史
な
舟
む
し
峨
喝
の
き
ざ
J
は
わ
軒
慢
の

l
ラ
ブ
ル
に
巡
勾

μ

対
処
す
る
こ
し
一
て
一
み
よ
な
職
場
ヲ
ノ
f

げ
の
八
北
半
ム
〆
未
軟
に
防
リ
で
き
る
p

！こキ

47f
れ
ば
、
杭
場
刀
さ
さ
波
わ
軒
烹
の
：
フ
フ
J

だ
：
ず
つ
じ
F

い
J

亡
、
そ
れ
ら
を
肴
品

L
て
よ
い
と
い
う
）
〉
一
に
は
な
り
な
川
だ
ろ
、
f

）

（
口
一
騎
場
ノ
ス
ク
マ
、
h

ノ
メ
ソ
〆
が
令
市
来
月
サ
組
織
の
ん
平
枝
川
？
の
利
川
に
お
が
守
一

rZ与
え
れ
ば
、

v

こ
り
よ
う
な
山

fγ
行
つ
＆
被
害
託
士
、

二
口
、
リ
ハ
五
回
口
小
ら
均
芹
さ
れ
亡
い
る
公
牝
迫
持
者
保
山
h
f
i
h

～市
l
或
ハ
円
ハ
ド
一
点
ウ
一
）
に
え
3
一
U
C
同
議
一
一
1
7
9

？
と
が
革
要
に
な
う
と
＼

る

八
r、
心
辺
諸
者
保
心
一
崎
川
障
は
の
株
安
つ
い
と
互
｝
守
＼
者

J
4
u
v
E
E号、
y
F
F
2
Z
示
C

】
mr

（
口
一
例
ス
ば
、
労
働
［
門
川
村
ー
の
か
和
談
窓
円
な
ら
、

J
バ
側
側
L
子
り
し
解
決
J
i

椋
索
J

、
五
た
併
な
白
山
杭
円
相
詩
A
u
h
u
ヘナレ
J

注
用
汗
企
業
側
L
れ
利

な
併
抗
争
続
宗
す
る
む
ろ
7
が
、
い
々
的
な
同
小
決
h
r

棋
I
r
γ
μ

で札つ人
J
r
L
Z
に
よ
る
wtq丙
は
央
院
で
さ
な
い
一
J

J

h

）
か
つ
て
、
こ
叶
ノ
ト
ノ
司
ぷ
恕
J

の
積
下
、
す
る
介
、
H
u

ト
ふ
る
日
明
リ
同
日
出
、
窓
円
特
性
の
い
～
む
ず
%
叉
け
ゐ
と
い
、
ず
な
味
ご
皿
作
川
h
誌
で

h
J
め
る
が
、
そ
ー
で
も
な
お
詞
コ
埼
玉

F
t
c一戸回

三
C
Z

？
↓
：
、
え
人
nMU

し

（
日
戸
一
戸
ぞ
＼
＼
〈
メ
5
ロゲ－
2
m
H
F
よ
七
、
先
日
花
岡
山
一
＼
弘
司
E
C＼F
V
H｝

3
区、

v己
W
E
F
」可。戸
L
E
u
－μ
E一＼

ヘ
吋
一
部
泣
い
山
川
芳
似
い
同
に
よ
る
一
前
十
川
労
働
紛
争
酔
山
4

ス
一
ア
ム
の
概
説
い
つ
い
と
は
、
ド
f
止
計
一
働
省
の
ャ
一
川

i

ム
て
ジ
佐
川
山
川
一
芳
問
中
出
川
町

狩
り
什
心
肝
決
の
わ
に
誌
の
μ

一
め
に
」
を
参

ω
m
z
d
＼、
3
J
F
向
子
一
言
∞
C

モ
ヘ
明
。
足
「
。
一
＼
主
主
一
＼
与
一
丁
cf】＼主
ZFV54
ミ
E
Jこ
さ
一
一
＼

（1
け
↓
原
宇
F
Jん
的

T
一
平
成
一
円
年
直
恒
川
一
労
働
紛
宇
鮮
け
八
日
度
施
行
状
泌
」
ト
よ
れ
ば
、
花
ム
労
f

闘
記
談
下
訟
は
八

；井ιc、
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二
%
増
）
ハ
唱
加
支
は
、
成
立
午
夜
γ
d
h
と
比
較

J
h
J
札
つ
り
た
下
川
ド
ノ
］
、
！
人
事
？
の
個
別
労
泊
紛
千
州
議
利
払
は
ノ
ロ
ハ
六
件

一

－

J
〕
判
明
一
、
対
青
・
お
今
回
目
受
付
件
以
仏
土
二
人
：
円
ヘ
ヘ
一
－
八

W47
あ
吋
ー
ド
F

ハ
円
誇
刊
ん
い
払
川
川
敏
江
口
、

T
b

件
一
一

川
河
川
竺
コ
あ
い
り
、

i
八
八
交
な
府
川
平
で
あ

FT
一
と
か
読
み
取
れ
る
ハ
一
一
λ
J
υ

た
数
～
J
は
、
問
題
作
近
1
h
N
I
L

よ
る
府
川
へ
刀
安
全
人
で
い
る
が
、
な
お

情
説
内
容
か
ろ
深
刻
な
ハ
条
件
が
急
用
わ
し
て
い
る
こ
と
吃
見
ず
以
る
一
一
と
が
で
去
、
般
机
h

ラ
フ
ル
の
ん
布
刻
化
？
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も
の
一

1
6定
ミ
あ
」
L

は
射

し

い

以

r
つ
い
て
一
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d
担
当
ご
己
司
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U
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0
0
5
H
口江戸一＼
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判
、
？
の
よ
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前
J
J
H
治
法
一
八
r
J
条
勺
↓
一
λ

り
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阪
事
務
円
安
杯
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ひ
補
助
付
制
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行
、
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川
花
じ
」
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も
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あ
弓

Y
M

い
口
市
伏
八
づ
一
条
の
い
凶
市
〔
J

川
亡
、
々
行
部
近
府
県
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判
断
で
泊
別
、
川
前
紛
争
の
断
伝
一
込
之
助
下
務
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地
t
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間
λ
久
「
貝
へ
誌
に
委
任
イ
ヲ
品
工
が
一
～

E
C

る
よ
う
に
な
t

、
羽
在
で
は
坦
叫
の
部
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司
三
一
、
恒
叩
川
芳
使
紛
争
引
制
決
援
助
」
「
お
ず
沢
山
問
、
川
川
市
、
要
畑
山
、
叫
ん
刷
に
ト
h
f
地
L
S
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妥

員
ヘ
ロ
ピ
吾
任
3
れ
て
L
P
Q
C

か
4
バ
ソ
勺
働
去
民
主
ド
よ
る
個
別
労
働
紛
争
の
あ
っ
？
一
ん
長
持
細
川
芸
！
と
J

L

亡
、
心
：
十
円
い
フ
l
タ
で
ふ
h
M
竹
J
I
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主

的

ド

ム

ベ

ン

を

室

町

五

τ
＼、認さ
J

ご
45一
司
君
ζ

セ＼ざセ

E
U三一一

T
A
C
F
M問、台「丹、ロヘ】
H
d
L
2
Zヨヶ

J
口

）

以

引
J
概
要
の
主
体
に
つ
い

C
、
厚
ペ
t

，H
鍛
有
l
八
斗
官
同
地
ん
課
労
訓
fJιhwpy
処
止
を
ih

掛
字
幅
悩
別
り
IH
何4
紛
許
制
共
促
韮
民
労
話
行
改

川
町
究
所
へ

C
h
u－
宇
～
記

ι
一
円
、
立
公
民
日
間
「
労
悶
悶
係
伶
争
的
解
決
ン
ス
ナ
ム
」
凶

υ
国
会
凶

p
w恥
d

訓
査
ー
と
恰
苛
｜
｜
民
間
戸
何

回
目
羽
司
－
同
凶
一
号
（
ハ
〉
一
川
一
同
年
ニ
乃
一
頁
以
下
を
参
加
川
芯
才
一
J

一フ

f

：
川

Z
3
v
＼＼
4
4
2
w己
主
宅
ヘ
］
℃
＼
去
m
＼

H
V

】一一一］れ巳吟
C
コ＼一よみれ
t
t
＼へ）ムトド戸山》弘子

一
明
）
判
て
山
川
、
山
い
γ
八
以
川
庁
総
合
労
働
事
詩
v

川
干
成
一
ハ
年
比
h
j
d附
川
市
訟
判
中
？
事
明
菜
」
一
一
口
を
参
出
J

一
宮
さ
＼
～

2
r
S
4
5
h
E
F
Z

ア

C
拘

2
3
L
O＼の一
J
Z
P
ナロ＼〕立一＝
2
＼H
t
＝目ロ町出向門戸川十一〉ペ試＼

一
刊
日
）
労
鵠
凹
体
料
日
間
体
と
が
直
抗
亡
日
誌
均
一
川
を
叫
け
亡
い
る
川
ハ
味
深
、
白
剤
と
〆
て
、
仁
川
一
出
原
沼
間
同
点
」
／
タ
ー
が
あ
ム
の
け
川
セ

ケ
は
、
一
月
庫
川
併
合
わ
い
協
ん
ご
」
連
ふ
f
I

（
悼
の
F
J
h
d

仕
返
々
が
、
川
寺
山
ど
立
場
で
日
ハ
ド
し
工
労
倒
－
労
尚
氏
係
円
相
丸
紅
ゃ
い
叫
に
千
円
収
佐
川
乞
ふ
阿
〆
叫
、

新
レ
い
鍛
さ
方
い
刈
j

一dJ
る
研
究
会
の
叫
位
、
万
涜
↓

7
、
マ
一
二
う
i
二
ン
円
増
4
7
t
一
の
事
誌
を
行
コ
亡
し
心
労
」
足
以
方
が
対
等
な
ー
ゾ
坊
で

伺
訴
に
京
る
こ
一
で
、
山
町
ヤ
千
円
よ
り
相
武
内
容
が
先
制
一
｝
れ
や
す
＼

t
た
企
品
社
担
誌
の
職
場
川
ス
ク
つ
？
シ
メ
／
h

一
連
株
を
阿
リ

わ
寸
い
丙
戸
、
正

U
さ
れ
る
〔
兵
庫
ぜ
情
相
談
セ
／
hV31

プ
召
＼
＼
ヨ
～
L
土
d

－cぬ
0
1
3
c
m
Z
D
G
L
2
3
5

へ
辺
倒
ス
ば
、

A
A午
U
M
J

同
持
円
山
間
同
体
で
ι

一
る
来
「
小
併
合
自
治
会
は
「
経
営
1
1捻
判
絞
主
を
泣
け
、
人
事
労
務
仁
川
阿
ま
ら
ず
、
統
場
人
一
7

ノ
ル
、
メ
／
タ
ル
ヘ
ル
え
山

m
d
r
T心
I
て
、
広
く
ほ
ぷ
い
す
応
じ
て
、
こ
勺
（

ιT「
」
コ

u
r
E召
＼
〈
計
二

g
E
E
c
fド
ケ
ご
ち
～
£
工

E
、

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

（仮ノ＜iP{JoG （；、 87)3犯以内G,7: 



；井ι

広広巾同＼ぺぐに同レ戸内ぬ
H
U
F
W
η
f
M

ぐ口一
T

へ川一

m
A
－h
t川
凶
刊
の
ケ
オ
レ
ン
キ
戸

7
b
f
は
、
一
ノ
ワ
ハ
フ
ス
メ
シ
卜
功

ι円
七
め
の
日
終
ワ
ロ
グ
一
プ
ム
オ
一
作
J
、
点
主

川
町
絡
手
！
大
巾
に
：
ハ
亡
一
と
も
に
、
電
話
相

dJF一
山
じ
て
殺
の
パ
ァ

l

、
ツ
ス
メ
ン
～
削
談
じ
応
じ
、
さ
ら
に
、
そ
の
よ
ト
に
1

て
得
ら
れ
た

苧
需
を
分
析
し
、
職
場
け
ス
ク
e

マ
不
ン
メ
ン
ト
、
二
店
一
一
ん
j
る
今
つ
試
み
じ
い
る
乙
む
ト
ト
ノ
ミ
て

T
P
ぞ
＼

2
4
4
2
5吋内乙
2
4
w＼
E

L
O
メ｝
F

戸】戸｝＼

c、

斗＂＇

号
、
い
木
刀
同
町
J
J
d
z
日
間
川
ー
ム
は
、
ヨ
働
者
と
，
芳
…
割
紅
人
口
内
権
利
均
r

一
山
や
一
日
的
と
〆
亡
結
成
ν
へ
で
一
ナ
ら
一
山
f
l
団
体
ご
め
る
J

木町山

ν
中
尽
に
mm
一山Jdc
、

現
在
の
三
百
円
以
は
松
一

μコ
、
〉
名
〈
川
本
労
働
弁
唱
一
日
出
は
、
一
九
万
一
点
l

力
円
吋
吋
の

μ本
労
働
組
〈
総
詳
設
会
（
松
亦
」
の
川
町
円
か
け

r

結
成
主
れ
た
詑
評
弁

5
4
一
仁
出
荷
八
一
一
Q

る
一
い
1
J
3所
数
J

に
一
一
と
ド
伴
い
、
一
パ
九
九
件
一
い
一
口
ん
、
給
不
可
ー
点
立
が
日
ぶ
沼
紛
弁
叩
引
い

同
」
と
か
九
」
日
刊
一
一
女
医

u
F
Z

ぶ

一

つ

い

t
r
zぐ
r
d
E
E昌
己
E
E
v
g
p
日
c
r
E
F
＼

（
月
一
笹
山
下
渋
川
自
去
＝
μ
と
は
、
将
戸
法
川
口
の
淫
携
協
山
一
を
い
臼
り
、
沼
山
司
日
hg？
の
従
全
百
台
な
わ
先
日
目
い
吉
川
J
t
る
こ
と
fa
判
的
と
て
九
ハ
九
州
十

り
日
ド
ド
J

川
心
さ
れ
た
弁
護
仁
の
同
体
で
あ
る
υ

本
部
ふ
東
京
に
は
九
「
之
、
羽

ιη
ム
古
川
貝
数
は
約
四
つ
む
以
！
ド
つ
い
亡
」
ニ
七
、

d
d
巧

r
2
2
r
ο
Fご党内」℃＼
J
f

－nw「｛
W
C
戸Z
C
U
F
口て

（
同
一
任
点
は
、
弁
護
が
%
前
者
側
庁
一
主
玩
一
円
倒
h
y
d
士一一
4EhhZ表
明
確
に
こ
活
動
」
て
い
る
／
｝
し
3

完
結
が
や
り
、

H
T
M
A
h
w

山
町
制
と
続
リ
J
V
『
州
〈
い
へ
い
引
を
晶
、
土
L
f
力
円
四
問
週
に
取
り
が
む
委
員
会
は
な
か
っ
丈
ピ
そ
机
ゆ
え
、
司
法
制
比
改
市
の
長
誌
の
深
ま
り
を
三
け

7
L

、
へ
一
つ
年
比
月
に
円
す
思
い
は
に
め
仁
川
J

尚
一
寸
託
手
口
べ
？
の
一
労
働
法
パ
川
妥
民
主
が
は
川
凡
さ
れ

ω
こ

と

士
J
J
h

こ
j
H
h
一ド前川町

？
あ
〉
ナ
J

以
上
に
つ
い
r

、
横
溝
1
h
f

日
弁
連
労
働
ふ
い
い
支
社
＼
ヲ
一
労
働
品
川
山
詩
人
パ
｝
司
自
主
義

πμ
右
L

八円勺

rA以
ー
を
み
今
日
η

一日
γ
）
郁
迫
山
h
H小
レ
ベ
ル
山
弁
訟
l
会
の
一
川
げ
C
い
る
扮
午
前
以
七
ノ
J

々
」
へ
あ
ペ

h
F
v

引
法
t
T

ン
タ
」
M

父
制
は
係
jblh
ノ
か
、
パ
一

円
ハ
ム
リ
汀
川
吋
在
日
ム
ム
付
い
で
こ
す
〉
今
川
ノ
一
人
弁
章
一
十
ム
訂
｝
に
迂
け
h
れ
く
い
る
J

一点一
I
？
、
峨
喝
ト
プ
「
ノ
ル

t
w仇
し
ご
匁
松
に
刊
叶
一
戸
、
き
る

令
誌
上
に
よ
る
相
説
祭

υで
あ
る
に
以
｝
に
’
い
て
一
ぞ
＼
、

Z
E〈ごニムャ
5
5
4
4
C
℃
、
五
一

AbE一
き
て
さ
同
一
三
一
三
さ
コ
＼
一
dC一
コ
ヨ
叶
号
ニ
＼

（
川
戸
什
三
保
険
労
務
会
訂
綜
へ
は
労
的
附
設
つ

v
て
｝
吾
＼
＼
P
L
U（
ぷ
じ

F
F
Eロ
＼

ヘ
川
一
例
ス
ば
、
γ

人
ド
り
法
九
「
わ
叫
）
？
カ
域
紛
争
処
沈
ル
」
ン
タ
は
、
介
護
、
川
村
会
保
没
労
務
、
司
法
4
2
、
悦
喧
一
方
北
ハ
阿
川
L
C
労
働

相
談
そ
父
け
付
け
て
L
，。

C
M
に
つ
い
て
ぎ
た
君
、
d
一
号
C
F
L
f
c
－

（
山
一
日
不
N
P
O
セ
ン
タ
ー
の
一

N
P
O
リ
山
入
手
ノ
1
夕
、

l
ス

e
N
P
り
い
、
場
L

二
一
へ
一
ヘ
ノ
ハ
年
二
円
坑
ん
け
で
掲
載
総
数

日
L

ヘ
い
れ
汗

／目立i、法＇tiS6 （ヲ 38)3汎戸〔！iJC.7 J 



『
守
、
＼
J
4
d
4
K
E｝
E
C
7
2
2℃
）
で
ハ
ァ
ス
メ
／
h

ケ一村か
T

J

る
と
、
ス
ク
バ
白
台
？
シ
ャ
ル
凡

7
ノ
メ
／
ト
等
小
一
今
し
む

件
の

X
F
o
t
h
v
h
一
ハ

U

九
年
ん
け
円
現
什
一
が
v

一
ヅ
ト
す
る
ん
守
山
他
、
リ
ダ
げ
く
の
人
符

u
i
F
O
が
川
川
場
1
ノ
プ
ル
に
ノ
い
て
の
柾
日
立

にい
ι
に
こ
い
る
も
の
y
z
rぞ、
F

？
J

礼
る
J

一
日
）
山
市
閉
じ
hff引
説
に
問
！
一

T
T、
の
で
あ
ふ
が
、
約
一
立

h
政
広
人
同
「
l
A
E
E
hじ
J

タ
l
お
よ
び
告
訴
、
川
い

μ小
山
消
費
と
t
／
タ
ー
は
、
与
絞
悶
を

治
持
ス
サ

1
ワ
ク
に
よ
っ

L
結
び
J

げ
（
ヨ
こ
ヲ
ム
円
吋
）
、

mM2u等
の
冶
刊
ヂ
一
判
川
抑
制
約
h

以
来
寸
る
乙
と
も
に
、
山
貯
パ
ム
伯
作
誌
等
の
れ
め

に
双
生
さ
れ

r
よ
い
咋
情
処
旧
日
目
的
を
泊
じ
一
集
積
さ
札
三
情
械
を
並
列
分
一
町
一
、
広
交
じ
応
じ
－
L

提
供
で
え
る
体
制
キ
鮭
タ
／
る
こ
と
ご
、

f

ク
ヒ
ス
の
管
馬
な
ハ
及
効
的
畑
山
吃
Eμ
を
克
明
！
て
川
匂

J
Eご

Zに
（
｛
W
E
F
t
t
こ
L2去
E
B
E
E－（
E
F可
Z
P
時
三

z
r
9
5
E
J
m

概
宮
に
J

い
C
H
、
当
比
三
活
と
々
の
ホ

i

J

ペ

ン
7
A

谷
間
『
召
＼

2
2
4
w
o
r
c
T
4
2ぬ
O

否
＼
あ
わ
せ
て
拙

υ一
行
政
出
人
司
民
止
活

ピ
ノ
タ

l
編

T
U官
牛
ぷ
年
凶
作
二
（
い
わ
有
日
二
つ
れ
力
年
）
↓
同
ヒ
闘
を
も
与
照
「

（
川
一
見
事
前
停
に
お
い
て
も
、

ιつ
ば
ら
前
弘
前
型
紛
字
解
氏
m
u
n
試
み
b
れ
今
こ
い
、
わ
け
て
は
な
／
、
一
対
淳
仁
代
わ
る
決
定
一
J
T

行
う
こ

こ
は
可
詐
一
℃
あ

ω
ヘ民事一慣例－
F
ェ
、
約
七
条
〕
〕
か
J

、
持
朽
い
い
川
代
わ
る
決
定
は
説
伴
守
人
ヰ
一
芸
礎
と
す
↓
ゐ
も
の
で
わ
り
、
ま
に
、
二
勺
決
定

は
裁
量
的
亡
、
予
ら
l
一
、
一
れ
店
主
手
が
中

υ一
て
ら
れ
と
場
ヘ
ー
に
は
山
山
之
口
町
H

品
川
、
効
寸
ゐ
一
村
法
草
一
八
条
二
項
）

f
とれ
r
v与
え
λ

川
わ
せ
れ
ば
、

M
川
伏
比
法
前
科
一
的
鮮
品
い
を
す
六
一
一
刈
的
に
パ
ソ
ク
ア
ソ
プ
j
み
と
め
の
〆
i

校
／
－
し
仁
川
主
併
す
へ
、
き
と
あ
る
〔
一
2
3
C
あ
ゐ
ζ

す
れ
ば
、
羽
付
を
試
み

る
ま
J

の
の

T
祉
の
一
九
中
心
を
審
判
じ
同
一
ノ
＼
労
地
吾
川
し
へ
も
J

は
ら
前
川
主
的
川
用
品
、
キ
土
似
と

3
勺
民
事
出
停
の
「
続
に
は
役
剖
山
内
議
い
か
ぬ
ゐ

干

Y

一
t
p
ゆ
る
一
二
一
で
、
以
上
半
詞
伊
J

仙
一
片
山
詞
蛙
却
J
M子
保
伏
を
刻
庁
4

ヲ
ム
臼
謝
料
J
h
川
市
は
、
ん
寸
悦
も
伐
リ
v

耽
け
る
ふ

nvr一
与
え
ら
れ
る
一

（
川
一
袖
方
ぃ
衣
川
ば
に
お
け
る
二

J
G
川

r背
働
回
以
民
事
石
川

J
T
t
x
予
川
口
設
は
述
ザ
ョ
亦
訟
が

4

一
九
件
、
仮
処
分
ヶ
ヘ
直
ん
判
、
什
日
一
一
一

ハ
ー
ヘ
科
t

J
る
い
川
エ
に
つ

ν

一一、長十一
M
裁
判
明
宇
治
経
吋
打
政
弓
「
ギ
ト
叫
八
九
在
ぷ
治
問
旬
開
民
事
e

行
政
事
刊
の
悦
川
」
法
官
時
報
万
七

番
人
門
h
d

（

c
c
i年
）
一
二
八
白
を
た
p
w
町、

（
問
一
角
な
み
に
、
池
町
内
抗
判
所
じ
お
け
ゐ
労
働
関
長
民
事
通
常
弘
一
心
事
件
（
波
河
子
作
－

m
d
1
h何
千
伶
珂
府
間
は
、
一
ペ
ノ
f

ノ
ハ
ノ
合
い
二
・
i

ハウ

は、

υυ
一
宇
に
一
二

ohハ
ク
円
、
一

c
c一
4
に
一
。
〈
υhF円
、
二
円
一
υ
一
当
日
ト
八
～
庁
、
二
ハ
一
凶
ー
に
つ
～
日
I
J

久
保
シ
く
い
る
「
以

1
に
り
い
て
、
山
由
早
川
故
判
所
事
務
総
日
／
山
政

U
ヲ
比
六
斗
比
可
働
問
ハ
係
［
山
車
行
以
室
内
パ
の
概
況
（
コ

crI

R
）
一
ニ
パ
／
わ
γ一式
2y
制
。

（
山
戸
ぷ
よ
日
つ
i

亡、

J
d
U
何
%

P

守
山
悦
紛
年
T
〉
及
川
内
役
割
｜
｜
労
働
市
下
叫
昨
特
色
1
y
一
裁
判
所
の
山
子
門
什
｜
｜
」
法
昔
時
報
且
二
巻
仁
り

円円ん「

市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

（仮ノ＜iP{JoG （；、開； 3刊［川崎 7:



（
一
〕

υυ
－4
」

E
（
と
、
に
八
王
ぶ
ト
i

）
を
主
吊
ι

へ
川
川
一
司
法
書
店
改
H

い
却
辿
六
部
に
設
り
り
し
ん
も
一
完
備
検
寸
ム
主
に
お
け
る
芳
働
J

脊
刈
寸
？
日
一
買
い
情
相
の
J

：
ま
と
め
の
経
緯
h

つ
い
一
、

μ
、

υLFLMt

「
叶
次
制
拝
礼
改
革
レ
一
労
働
松
剖
公
一
山
南
？
と
戸
み
一

C
C
例
年
f

ハ
月
号
円
一
以
下
手
玉
川
口
あ
わ
せ
ぐ
司
日
制
空
改
革
＃
進
本
祁
刀
働
校

前
九
一
刊
の
サ
｛
ト

E
参
M
E
2
v
、
4
2
2
q
r三日
2
さ
岩
＼
三
＼
己
問
、
2
7
3
ぞ
訴

FHMZtr己
＼
己
2
2
7
c
r
E
M一＼

ヘ
川
川
一
司
リ
一
匹
、
白
川
氏
改
H

！
祥
議
去
、
正
込
書
一

E

市
二
戸
、
は
、

wu鈎
玉
河
川
F
主
刊
へ
の
総
合
的
な
汁
4
強
化
誌
と
と
万
館
羽
～
り
の
享
一
へ
が

県
条
え
れ
て
い
ι
ド
ぃ
そ
一
刊
、
司
J
、
制
定
改
革
推
進
本
4
J

一
り
の
労
働
検
討
え
で
お
、
剥

υ
v
訟
争
民
以
制
度
壬
お
け
る

γ
お
え
っ
て
、
調
整
手
一
出

V

J

亡
事
業
ド
叩
れ
一
昨
昨
山
菜
を
説
｛
止
す
る
、

y

一
一
品
位
勺
一
い
主
き
を
百
f

の
か
、
そ
れ
と
も
格
引
J
I務
の
川
け
｛
ず
一
二
呑
判
J

一
日
ト
？
降
、
為
一
を
ほ
く
の
よ
ん

か
め
ぐ
っ
プ
、
委
員
の
副
4

L

短
い
意
見
対

υ
が
あ
っ
九
J

。
ウ
｝
の
向
、
%
前
－
一
判
の
い
i
J
ν

が
な
さ
れ
ゐ
の
は
、
現
竺
バ
…
一
の
引
決
方
T
K
を
式
み
べ
に
も

出
川
わ
よ
＼
州
一
］
ハ
q
d
協
力
が
伴
ら
れ
な
い
ケ
叶
J
k

、
鮮
L
1
仇
の
川
町J
川
北
ム
が
ふ
』
い
場
ん
「
が
年
L
1
y

よ
ち
え
つ
わ
る
一
そ
）
だ
と
寸
れ
ば
、
明
時
な
山

内J
ル
7

刊
に
廿
ホ
ペ
い
て
地
利
読
ん
羽
に
つ
い
こ
判
’
た
す
ノ
L

と
い
ろ
安
請
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
に
は
十
先
7
0

間
川
が
あ
今
f
一
い
ズ
l
b

ノ
も
〉
乙
も

副
教
の
ま
請
け
山
、
巾
「
事
お
の
将
来
＼
内
庁
防
勾
銃
ー
か
ら
記
主
不
問
欠
な
も
の
ご
あ
り
、
れ
，
ナ
内
却
ド
ド
法
的
問
ル
が
週
間
山
＼
し
札
ど
よ
い
と
し

つ
？
と
い
は
な
ら
な
勺
以
三
い
亡
、
雪
野
川
丈
、
止
川
附
一
、
商
時
瓦
庁
、
モ
茨
誠
、
内
浮
聡
↓
j
若

J
吋
働
石
駅
制
民
主
本
陸
怜
l

山
令
納
税
立
正
予
へ
｛
＼
J
b
R
）
叫
頁
以
下
ヘ
刊
パ
F
o
U川
悦
M4r

叫
ャ
！
出
汁
）
を

m

一
川
）
こ
の
内
い
円
い
て
、
列
え
江
、
～
同
町
和
主
1

司
法
制
主
M
U平
L
V
M
笥
裁
判
」
戸
木
万
悦
！
山
vrf九Z
M
4
ん
八
寺
（
一
日
日
イ
？
）
八
人
山
を
芸

町
配

r
G
一

；井ιc、

斗＂＇

凶

4
M制止国
T4u辛
抱
’
L
ぶ
却
の
斗
ぷ
ア
ヶ
，
一
ス
拘
討
ム
ム
に
お
け
そ
稔
九
円
渋
律
文
民
陪
相
〕
の
〆
一

η
ま
μ

め
的
経
緯
に
〉
い
ぐ
は

E
壱
＼

2
4
4
5
hドFめい
m
c
石
、
」
℃
＼
出
店
担
、
正
r
E＼
r
B
E
E
T
〈）
M
R
E
E
E
M
E
L
3
わ
せ
て
己
出
制
子
一
守
阜
審
議
、
工
芸
品
川
兄
古

H

t

裁
川
一
川
へ
の

マ
ク
セ
ス
的
防
A

ム
れ
ん
を
九
台
山
内
P

）
〆
」
古
号
、
若
者
2
7
戸コ十三拘＝旬、］万一、
z
r
c
c天
王
C

耳｝
V
C
一
川
、
ヶ
コ
伺
川
C
二
γ
々
コ
に
？
コ
コ
＼

へ側、

J

刊
卜
は
じ
川
刈

J
1吋
ア
ク
て
ス
陣
中
「
川
町
長
司
に
は

1
y

」
に
相
談
じ
「
「
っ
た
ら
よ
し
か
分
か
ら
な
し
（
情
報
両
む
の
ア
ク
，
一
ス
障
ギ
七
弁

誌
上
に
依
頼
し
た
仁
三
点
泣
的
事
情
一
一
ふ
り

T
れ
が
同
さ
な
い
（
経
済

N
？
の
ゾ
ク
セ
ス
紳
パ
ー
と
、
一
弁
詫
に
刷
ぷ
［
た
i

が
周
囲
に
山
i
誌

が
い
な
い
一
一
叶
法
尼
崎
に
よ
る
J

ク
と
ノ
指
K

G

P
一
い
〉
／
む
の
が
挙
げ
コ
れ
心
が
、
総
什
法
作
又

J
t
u
yい
す
し
ず
手
ク
ピ
ス
泣
害
ヂ
一

収
り
大
ゐ
ご
と
で
、

4
法
へ
の
／
ケ
｝
ス
の
宍
目
的
な
ー
ヌ
工
強
作
笠
岡
ろ
と
－
一
：
ω
（
こ
の
』
1
2
t

山
不
阿
川
ノ
「
総
ん
打
法
律
支
持
内
問
主

ジ
、
リ
ス
ト
二
五
告
｛
、
二
心
心
九
λ1
月
一
日
」
八
一
九
立
へ
と
ど
ト
一

L
J
辻、

d
r出
店
ヤ
J
F
る
γ

ク
ヒ
ス
嘩
芹
に
は
、
以
ト
～
一

／目立i、法＇tiS6 （ヲ 'IC!)3河江〔！iJC.7 



市~争む総令［行マヲ、ジイ〆！と私的内治

加
て
て
心
川
的
パ
リ
ア
L
h
f
A
切
り
、
こ
れ
を
定
時
パ
ツ
？
で
一
j

勺
作
め
て
松
ム
決
体
内
？
支
長
か
丈
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
な
い
と
作
柄
I

J

て
い
ゐ
。

へ
印
一
詑
合
法
律
支
出
淀
川
仏
義
一
条
司
ぶ
士
概
虫

γ
つ
い
て
は
、
例
え
は
、
黒
川
弘
取
な
ー
総
合
口
凶
作
支
深
情
い
む
の
現
状
し
」
民
望
に
り
い
て
円
山
口

と
y

抗
議
斗
子
ふ
七
ー
ケ
よ
一
口
、
｛
凶
4
七
月
、
一
凶
一
一
（
一
一
一
主
主
田
仁
あ
わ
せ
一
＼
叶
け
い
川
度
改
革
証
百
十
令
部
去
τ
＼＼
2
4
5
ど
こ
ぎ
を

］亡、］円、＼リム

u
m】＼
1
7
c
c＼
「
三
門
司
同
三
2
－r
c
t
M
r同ロニ＼

ヘ
刊
一
送
法
制
朴
士
の
情
相
口
に
わ
た
す
る
混
入
町
巧
長
引
苅
と
て
、
村
民
兵
、
技
庁
、
ー
こ
主
張
市
社
会
』
式
波
野
大
学
出
川
会
一
（
コ
六
年
、

μ
興

け
山
千
九
件
い
れ

（F

↓
H
M
l
に
円
い
て
、
門
市
M
M
U

具
、
山
本
町
I
A

市
供
、
昨
談
会
〕

J
M
4
仏、スノ

1
惜
U

況
の
主
題
一

J

ュ
リ
ス
↑
（
ハ
二
日
一
（
一
f

ノ
利
年
一
月
一

一
H）
i

什
直
一
門
、
レ
ぞ
い
い
明
、
以
卜
の
山
大
祁
ゆ
救
校
の
光
一
三
一
参
刈
一

ヘ川
L

小
島
よ
い
敦
d
M
d

干
高
の
総
ム
〆
ス
γ

ム
」
は
、
裁
判
L

一
裁
川
け
外
紛
午
川
町
決
］
段
の
問
日
刊
を
、
及
川
け
に
よ
る
紛
争
仰
げ
決
弘
司
一

r一1
J

、

同
校
長
の
閉
し
は
、
山
い
い
U
C
あ
る
裁
判
が
田
町
－
で
あ
る
ノ
ン
ワ
ナ

l
y
ル
交
初
予
研
一
晃
1
乏
に
刈
J

一
、
も
た
、
J

す
「
波
及
効
京
し
r
、
利
川
辺
に

み
る
f
F／
；
マ
ル
な
紛
争
前
仇
手
段
か
h
一
昨
心
ず
あ
る
政
宇
」
対
L
亡
む
ナ

h

ミ
れ
る
一
流
み
」
げ
効
果
」

m
W
1
忠
義
、
r
必詞一一
w

Q

～」
L

い

仰
け
v
J

れ
く
い
之
が
、
こ
の
モ
ア
ル
じ
よ
れ
ば
y」
子
者
ハ
一
山
一
2

の
私
的
土
泊
酒
オ
ベ
か
田
辺
い
ん
げ
た
も
の
y

J

ι
目
指
コ
け
ら
ろ
れ
こ
1

J

き
つ
ぶ
稿
と

は
、
私
的
心
人
山
口
の
中
止
他
い
を
強
調
一
句
る
と
め
に
、
小
同
教
討
の
そ
う
ゲ
や
一
ゐ
、
之
、
足
に
二
｛
、
折
山
川
す
ゐ
？
と
に

J
U「
王
哀
の
山
総
合
／
ス
一
r

ム一

t

つ
ど
江
川
、
小
山
句
比
両
一
正
去
の
収
叫
ん
円
、
／
ス
テ
ー
を
考
え
る
｜
｜
マ
ク
ロ
・
シ
Y
P＼
テ
ィ
ス
一
試
合
唱
l
l｜
一
川
町
、
両
決
博
詑
〕
八
叫
r
M
4
r冷

判
長
d

ニ
（
ん
七
へ
や
一
一
七
耳
、
比
校
内
し
民
沼
町
一
品
論
と
？
一
二
は
、
同
に
以
判
外
紛
下
処
汗
こ
話
内
主
配

J

臼
長
持
二
、
リ
ロ
～
J

牛
）
ハ
L円
い
レ
U

下
お
よ
刊
一
人
！
と
h
ぶ
ト
ー

へ
同
一
、
一
山
田
u
庄
は
、

A
P
R
の
機
能
を
川
、

ι
t
r
u
tる
論
U
｝
叫
ん
ら
し
は
し
ぼ
括
捕
マ
タ
て
与
た
手
よ
え
ば
町
野
完
ー
日
7

一
苅
給
与
p

日
程
〆

ス
ノ
ム
L

一A
D
R両
議
、
巾
川
I
「
尚
、
山
明
文
、
慌
山
一
在
栴
昌
『
A
D
k
m
L本
的
抗
出
、
不
h
吉
一
育
一
、
二
、
J

、
凶
士
、
四
ぃ
立
九
六
や
一

告
ρ
出
L

ヘ
川
一
円
吉

NZρhd
【口出命ロ
y
o
ロ
ぬ
【
戸
ハ
凶
作
E
H
N
3
0
古
川
州
問
問
。
5
5一E
r
z
h
Q
何回同勾
E
2
4
ぺ拘－ソム戸
Z

E

円江戸】】
H
h
w
E
H
Vヘa
L充
、
町
、
♂
町
人
宅
（
M
m
よ
と
く
？
ミ
F

F
d
F三
七
主
主
T

、戸

52
三

芸
u
z
hよ
い
出
。
へ
馬
場
清
川
町
、
↓
汁
際
f
h
出
、
江
円

f
－J
山
「
札
会
内
法
ー
法
政
大
学
出
版
同
（
一
心
。
一
一

ハ
い
じ
九
「
、

午
］ 

（仮ノ＜iP{JoG （；、 91)3訂以内G,7: 



；井ι

たと
守
開
門

3
の
初
出
は
、
他
栴
「

f
c什，
Z
内
紛
手
シ
バ
｜
｜
紛
宇
H
J
抗
措
泣
rh抗
争
め
ぐ
三
に
｜
｜
」
収
入
法
学
有
国
在
六
す
（

円ハ

c、

斗＂＇

〆－，

／） 

／目立i、法＇tiS6 （ヲ Q幻 3認ヌ〔liJC.7 J 


